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松山市は、文学の香 り漂う俳句・温泉の町として全国的に有名ですが、近

年は、埋蔵文化財の宝庫としても注目を集めております。市内の土地開発に

伴って当埋蔵文化財センターが行う発掘調査が、古代における松山を解明す

る手がかりになろうとしています。

松山大学構内遺跡における発掘調査は、平成元年度の 2次調査に引き続い

て、今回が 3次調査にあたります。 3次調査においては、厚生会館建設に伴っ

て発掘調査を実施 した結果、縄文時代後期から中世にかけての遺構 。遺物を

確認 しています。

特に流路からは、一播 l■の高い弥生時代中期後半から後期の上器や土製品・

石器などが大量に出土 しています。これらは、当該期の土器編年を考える上

で、今後重要な参考資料 となるものと期待されます。また、検出された弥生

時代・古墳時代の竪穴式住居址・掘立柱建物址などは、道後城北遺跡群にお

ける集落形成過程を知る上でデーダ集積に役立つものと考えられます。本書

の刊行にあたり、当遺跡の発掘調査についてご指導・ご協力を頂きました関

係各位、ならびに関係機関に厚 くお礼を申し上げますとともに、今後 とも埋

蔵文化財の発掘調査に関して、よリー層のご協力をお願い申しあげます。

平成 7年 3月 31日

財団法人 松山市生涯学習振興財団

理事 長 田 中 誠 一
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例

1。 本書は、松山市教育委員会 。働松山市生涯学習振興財団 埋蔵文化財センターが、平成 4

年H月 ～平成 5年 5月 に実施 した、松山市文京町松山大学厚生会館建設に伴う事前調査の

報告書である。

2.遺構の実測は、梅木謙―の指示のもと、宮内慎―が中心に行い、愛嬢大学、松山大学の

学生他の援助を受けた。遺構の撮影は、梅木謙一、宮内慎一、大西朋子が行った。

3.遺構は呼称名を略号化して記述した。竪穴式住居址 :SB、 掘立柱建物址 :掘立、土坑 :

SK、 溝 :SD、 自然流路 :SR、 ピット:SP、 性格不明遺構 :SX他である。

4.遺物の実測・製図、遺構の製図は、梅木謙一、宮内慎一、高尾和長、加島次郎、志賀夏

行、水日あをい、森田利恵、松本美知子、越智令子、生鷹真弓、生鷹千代、山下満佐子、

村上規子、平岡直美、渡部明日香他が行った。遺物の撮影は、大西朋子が担当した。

5。 遺構図の縮尺は、縮分値をスケール下に注記 した。遺物図は、縄文土器・弥生土器 。土

師器は 1/4、 須恵器は1/3、 石器は 1/4。 1/3、 鉄器は 1/2・ 2/3、 ガラス製品は

等倍を原則とした。なお、縮分値はスケール下に注記 した。

6。 本書に使用した方位はすべて磁北である。

7。 本書にかかわる遺物・記録類は、松山市立埋蔵文化財センターで収蔵・保管 している。

8.本書の執筆は、宮内慎一、梅木謙一、加島次郎が分担執筆 した。執筆者名は本文目次に

記 し、必要に応 じ章のはじめにも記載 した。関連資料の調査は、山之内志郎、志賀夏行、

水口あをいが行った。

9。 本書の浄書は、白石公信が担当した。

10。 科学分析では、株式会社 古環境研究所に植物珪酸体分析を、福岡市埋蔵文化財センター

本田光子氏に赤色顔料の鑑定 。分析を頂いた。記 して感謝申し上げます。

11.本書の編集は宮内慎―が行い、梅木謙一、水日あをいの協力を得た。

日

~ 
■ ~
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I

.調査に至る経緯

調査 に至る経緯

1990(平成 2)年 12月 、学校法人 松山大学 (理事長 神森 智)よ り同校構内 (松山市

文京町 4番 10他)に厚生会館を建設するにあたり、当該地の埋蔵文化財の確認願いが松山市

教育委員会文化教育課 (以下、文化教育課)に提出された。

松山大学構内は、松山市の指定する埋蔵文化財包蔵地の『67樋又遺物包蔵地』内にあたり、

周知の遺跡として知られている。同包蔵地内では、これまでに縄文時代後期～古墳時代まで

の集落関連遺構が確認されており、特に弥生時代の松山平野においては主要な集落地帯であっ

たことが近年の調査で明らかになっている。

また、松山大学構内では、松山市教育委員会により、これまで 2度にわたる発掘調査が実

施されている。第 1次調査は1987年 11月 に構内東北部の 7号館建設の際に行われ、弥生時代

と中世の遺物包合層を確認している。第 2次調査は、1989年 H月 に構内北西部の 8号館建設

に伴うものであり、弥生時代～古墳時代の竪穴式住居址16棟 を含む集落関連遺構 と遺物を多

数確認 している。

これらのことより、当該地の埋蔵文化財の有無と、遺LThの 範囲や性格を確認するために、

1991(平成 3)年 3月 に文化教育課は試掘調査を実施 した。

試掘調査の結果、弥生土器・土師器・須恵器を合む遺物包合層 (3層 )と 土坑を検出し、

当該地に弥生時代～古墳時代の集落関連遺構があることを確認した。

この結果を受け、文化教育課と松山大学の両者は遺跡の取 り扱いについて協議を行い、建

物の建設によって失われる遺構と遺物について記録保存のために発掘調査を実施することと

なった。発掘調査は当該地の弥生時代～古墳時代の集落構造解明及び古地形・古環境復元を

主目的とし、 (財)松山市生涯学習振興財団 。埋蔵文化財センターが主体となり、松山大学の

協力のもと1992(平成 4)年 11月 2日 に開始 した。

2.調査・刊行組織
調 査 地 松山市文京町 4香地10他

遣 跡 名 松山大学構内遺跡 3次調査地

調 査 期 間 野外調査 1992(平成 4)年 H月 2日 ～1993 (平成 5)年 5月 15日

(平成 6)年 3月 31日室内調査 1993(平成 5)年 5月 17日 ～1994

調 査 面 積 1,600m2

調 査 組 織  〔平成 4年度・ 5年度〕

調 査 主 体  (財)松山市生涯学習振興財団 理 事

事 務 局

長  田中誠一

長  渡辺和彦
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刊行組織  〔平成 7年度〕

刊行主体  (財)松山市生涯学習振興財団

調査・刊行組織

事務局次長

埋蔵文化財センター  所   長

次   長

調 査 係 長

調 査 主 任

調 査 担 当

理 事 長

事 務 局 長

埋蔵文化財センター  所   長

次   長

調 査 係 長

調 査 主 任

整 理 担 当

鶴井茂忠 (平成 4年度 )

一色正士 (平成 5年度 )

和田祐二郎 (平成 4年度)

河口雄三 (平成 5年度)

田所延行

西尾幸則 (平成 4年度 )

田城武志 (平成 5年度 )

田城武志 (平成 4年度 )

栗田正芳 (文化教育課主事 )

梅木謙―・宮内慎―・

高尾和長・武正良浩・

加島次郎

田中誠一

一色正士

河口雄三

田所延行

田城武志

栗田正芳 (文化教育課主事 )

梅木謙―・宮内慎―・

高尾和長・武正良浩・

加島次郎

調査作業員・整理作業員・協力者

高橋恒・山本圭・山邊進也 。志賀夏行・大久保英昭・中島宏・富山寛之 。西原聖二 。本田

哲也 。藤岡義樹・溝部真功 。小笠原聖二・小野敬通・石田真佐夫・川上貴之・金城治男・

神直哉・北岡英樹・金城光希・坂元守・野田昌弘 。広瀬貴・三宅康孝 。水日あをい 。西岡

早苗・渡部住子・森田利恵・松本美知子・黒田令子 。生鷹千代・生鷹真弓・渡部芙美・伊

藤みわ子・岡本里子・白井千景・竹内真琴 。松本幸恵・松本朋子・三木寿美子・石井美鈴・

西本三枝 。日之西美春・三好紀子・山内七重ほか

なお、発掘調査にあたっては下條信行 (愛媛大学)、 田崎博之 (愛媛大学)、 宮本一夫 (九

州大学)、 室内調査にあたっては松井章 (奈良国立文化財研究所 )、 本寸上恭通 (愛嬢大学)、 本

田光子 (福岡市埋蔵文化財センター)ほか、多くの先生方に数々の貴重なご指導、ご教示を

頂いた。また、奈良国立文化財研究所、福岡市埋蔵文化財センター、株式会社古環境研究所

の各機関には、資料調査に際しご配慮を頂いた。記 して感謝申し上げます。
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H遺 跡 の 概 要

1。 地理的環境 (第 1図 )

松山平野は、高縄半島中央部を南北に走 る高縄山地に源を発 した河川が伊予灘に流れ出て

形成された沖積平野である。松山平野のほぼ中央部に道後城北遺跡群は立地する。遺跡群は

地理的な条件や性格などから祝谷地区 。城北地区 。道後地区の 3地区に区分される。

祝谷地区は永谷川の両岸にある丘陵部 と、永谷川 と丸山川が合流する小規模な扇状地から

なる。城北地区は松山大学や愛媛大学を中心 とする微高地部 と若車町周辺で砂層が基盤層と

なる低位部からなる。道後地区は愛嬢県民文化会館周辺の平野部や、平野部から東へ向かう

丘陵部からなる。本遺跡は城北地区のやや西寄 りの標高25,3mに立地 している。

地質学的には、高縄山地は中世代の領家帯貫入岩類の松山型花南閃緑岩が大部分を占めて

いるのに対 し、勝山 (城山)は 白亜紀の和泉層群のレキ岩に瀬戸内系火山岩類が貫入 してい

る。

賜

饉

霊

□

囲

□

山地・丘陵

高中位段丘

低位段丘

浜堤・砂丘

自然堤防

沖積低地

第1図 道後城北地区の地質図
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地 理 的 環 境

⑥文京遺跡(愛媛大学)◎祝谷六丁場遺跡 ⑥道後湯築遺跡 ◎樽味遺跡 o三島神社古墳

○福音寺遺跡 ③来住廃寺遺跡

第2図 松山大学構内遺跡周辺の主要遺跡分布図 (縮尺1:50,000)
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遺 跡 の 概 要

2.歴史的環境 (第 3図 )

本遺跡を含む道後城北地区は文京遺跡 (愛峨大学構内)を はじめとする数多くの遺跡が存

在する。ここでは、近年、発掘調査された遺跡を中心に歴史的環境を概説する。

旧石器時代

この地域での旧石器遺物の出土は祝谷丸山遺跡 (1)が知られている。出土地は丸山川左岸

の標高120mの丘陵部で、採集資料として13点 の細石核や網石刃他が報告されている。当地域

だけでなく、松山平野では遺物が遺構に伴う例や、層位的に把握された例はなく、いずれも

採集資料である。

縄文時代

古 くから知られる遺跡には道後冠山遺跡 (2)、 土居窪遺跡 (3)、 土居ノ段遺跡 (4)な どが

あり、これらの遺跡からは少量の上器が出上している。最近では、道後樋又追跡 1次調査地

(南海放送遺跡)(5)で縄文後期と晩期後葉の包合層が層位的に検出されている。文京遺跡 8

次調査 (6)、 9次調査 (7)|こ おいては後・晩期の包合層を確認し、11次調査 (8)では後期

の野外炉が検出されている。少なくとも縄文時代後期には、この地域は安定した地盤をもち、

生活が行われていたことをうかがわせるものである。

弥生時代

前期前半の遺跡は文京遺跡第 4次調査 (松山東中学校構内)(9)に 円形竪穴式住居址 2棟

がある。このほか、遺構や遺物では、出土状況は不明であるが持田遺跡 (10)出 上の木葉文

壺や、御幸寺山東麗遺跡 (11)出 土の綾杉文壷などが知られている。前期後半から中期前半

の遺跡には道後姫塚遺跡 (12)、 道後鷺谷遺跡 (13)、 道後今市遺跡 (14)、 土居窪遺跡などが

あり、扇状地から丘陵部への遺跡の広がりがみられる。中期中葉になると、遺跡の分布は丘

陵部に多くみられ、祝谷地区の祝谷六丁場遺跡 (15)、 祝谷六丁目遺跡 (16)、 祝谷大地ヶ田

遺跡 (17)な どが代表例である。このうち、祝谷六丁場遺謝は中期中葉を中心として後期前

半まで存続する。さらに、祝谷六丁場遺跡では平形銅剣が埋納坑と共に検出されている。中

期後半から後期前半の集落は丘陵部から扇状地低位部に移行する。後期中葉から後半には、

西方への集落の移動が認められる。松山大学構内遺跡 2次調査地 (18)や松山北高遺跡 (19)

には住居址があり、若車町遺跡 (20)や カキツパタ遺跡 (21)に は円形周溝墓群や壷枯墓が

検出されている。
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

遺跡名

祝谷丸山遺跡

道後冠山遺跡

土居窪遺跡

土居ノ段遺跡

道後樋又遺跡 (1次 )

文京遺跡 (8次 )

文京遣跡 (9次 )

文京遺跡 (11次 )

文京遺跡 (4次 )

持田遺跡

御幸寺山東麗遺跡

道後姫塚遺跡

道後鷺谷遺跡

道後今市遺跡

祝谷六丁場遺跡

祝谷六丁目遺跡

祝谷大地ヶ田遺跡

松山大学構内追跡 (2次 )

松山北高遺跡

若車町遺跡

カキツバタ遺跡

湯ノ町廃寺

内代廃寺

第3図 松山大学橋内遺跡3次調査地周辺の遺跡分布図 (S=± 15、000)



歴 史 的 環 境

古墳時代

古墳時代の集落は弥生時代に引き続 き、松山大学構内遺跡 2次調査地や松山北高遺跡、若

革町遺跡に営 まれる。道後地区では、道後今市遺跡に住居址が検出されている。一方、平野

部背後の丘陵には数多 くの古墳群が分布 している。祝谷古墳群、御幸寺山古墳群、常信寺古

墳群、桜谷古墳群、石手・伊佐爾波古墳群などがあるが、実態は不明な点が多い。

古代 。中世

古代では道後地区に自鳳期の寺院址である湯ノ町廃寺 (22)や 内代廃寺 (23)があり、古

瓦が出上 している。中世は、現在の愛媛県立道後公園は、河野氏の築造 (14世紀)に よる湯

築城址であり、以後250年間にわたって河野氏が領国を支配 した。

【文 献】

長井数秋 1986 「丸山遺跡」『愛城県史 資料編 考古』愛媛県史編さん委員会

名本二六雄 1990 「冠山一道後平野における弥生文化の受容と展開序説―」『遺跡第32号』

岡本健児 1961 「愛媛県土居窪遺跡」『日本農耕文化の生成』日本考古学協会編東京堂

西尾幸則 1989 「道後城北RNB遺跡」『松山市埋蔵文化財調査年報 H』 松山市教育委員会

愛嬢大学埋蔵文化財調査室 1989 『文京遺跡第 8・ 9。 11次調査』

愛媛県教育委員会 1979 『道後姫塚遺跡埋蔵文化財調査報告書 (資料編)』

梅木謙- 1994 「道後鷺谷遺跡」『松山市埋蔵文化財調査報告書第37集』松山市教育委員会

宮崎泰好 1991 「祝谷六丁場遺跡」『松山市埋蔵文化財調査報告書第24集』松山市教育委員会

梅木謙- 1991 「祝谷大地ヶ田遺跡」『松山市埋蔵文化財調査報告書第37集』松山市教育委員会

梅木謙- 1991 「松山大学構内遺跡-2次調査地―」『松山市埋蔵文化財調査報告書第20集』松山市教育

委員会

愛媛県教育委員会 1981 『愛城県立松山北高等学校遺跡埋蔵文化財調査報告書』

愛嬢県埋蔵文化財調査センター 1985 『道後今市遺跡』

相原浩二 1991 「若革町遺跡」『松山市埋蔵文化財調査年報ⅡI』 松山市教育委員会

古代学協会四国支部 1988 『松山道後城北の弥生遺跡をめぐって』(シ ンポジュウム資料)

吉本拡 1986 「湯ノ町廃寺」「内代廃寺」『愛媛県史 資料編 考古』愛媛県史編さん委員会
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III調 査 の 概 要

1.調査の経緯

調査地は、大学構内の西部にあたり、調査対象面積は1,600m2で ある。当地は調査以前は駐

輪場として使用されていた場所である。以下、調査工程を略記する。

1992年 11月 2日 、重機により表土黒1ぎ取 り作業を開始する。試掘調査の結果と調査期間を

考慮したうえで、重機により第Ⅳ層暗灰褐色土 (包合層)上面までの最1ぎ取 りを行う (第 1

次楽げぎ取 り)。 駐輪場施設の掘 り方を含め多くの近現代坑と客上があり、表土層及び攪乱土は

敷地外に搬出する。よって、表土祟1ぎ取 り作業に 5日 間を費やす。

11月 9日 より作業員を増員し本格的な調査を開始する。包合層の掘 り下げを人力で行い、

月末までに遺構検出を完了する。

12月  暗灰褐色土中にある遺構の測量を行う。調査の進行上、暗灰褐色土が予想以上に広

範囲にわたっており、人力では期間内に調査を終了することが困難だと判断したため、やむ

をえず、重機により残 りの暗灰褐色土の掘削を行った (第 2次子1ぎ取 り)。 調査区内には東西

方向と、南北方向にベル トを各 2本設置する。

1～ 2月  暗灰褐色土の掘 り下げを終了する。調査地北半部では第Ⅶ層 (地山面)を検出

し、多数の住居址や柱穴を確認した。調査区南半部では第Ⅶ層までに土層が数層堆積 してお

り、順次、人力で包合層を掘 り下げ、遺構検出を行う。

却

―

グランド

0               1o0             200m

(S=t4,000)

第4図 調査地位置図

7号館 (1次調
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調 査 の 経 緯

3月  包合層の掘 り下げが終了し、調査地南半部にて地山面を検出する。遺構の重複する

部分があり、検出に苦労する。中旬、竪穴式住居址を中心に調査を行う。

4月  中旬までにほとんどの遺構の測量が終了する。下旬、調査地を東西に流れる流路を

中心に調査を行う。この流路からは大量の土器や石器が出土し、土層別に測量と取 り上げを

行う。

5月 13日  すべての遺構の測量が完了する。14。 15日 、出土遺物や調査用具等を撤去する

(野外調査終了)。

5月 17日 ～翌年 3月 31日 の間、大学構内の事務所にて遺構図の浄書、遺物の洗浄・注記・

接合等の整理作業を行う。 4月 1日 ～翌年 3月 31日 の間、松山市立埋蔵文化財センターにて

報告書に関する整理作業を行う。この間、奈良国立文化財研究所、同埋蔵文化財センター、

福岡市埋蔵文化財センターほかにて資料調査を行う。

2.層  位 (第 6～ 13図、図版3)

本調査地の基本層位は第 I層表土、第H層緑灰色上、第Ш層明茶褐色上、第Ⅳ層暗灰褐色

土、第V層褐色土、第Ⅵ層褐色土 (黄色土ブロック混入)、 第Ⅷ層黄褐色粘質土、第Ⅷ層暗灰

色砂礫層である。

第 I層一瓦礫を合む造成土で、松山大学構内の造成にかかわる堆積土である。

第H層―緑灰色の砂質シル ト層である。調査区全域に分布し、近世 。近代の陶磁器片が出

土した。

第Ⅲ層―明茶褐色の砂質シル ト層である。調査区ほぼ全域に分布し、中世の上師器小片や

須恵器片が出土 した。

第Ⅳ層一調査区全域に広がる。暗灰褐色の砂質シル ト層である。第Ⅳ層中及び上面で遺構

を確認した。遺物は弥生時代後期から古代までの遺物が出土 している。とりわけ、

7～ 8世紀代の土師器と須恵器がその大半を占める。

第 V層一調査区南半部に堆積がかぎられる。褐色の粘土質シル ト層で硬 くしまる。土層観

察により第V層 中にて遺構を確認した。遺物は弥生土器、古墳時代の土師器 。須

恵器が出土した。

第Ⅵ層―第V層 と同様、調査区南半部に堆積がかぎられる。褐色の粘土質シル ト層に責色

のシル トが斑点状に混入している。調査区南壁の土層観察により第Ⅵ層中にて遺

構を確認した。遺物は弥生土器・土師器が少量出土した。

第Ⅶ層―調査区中央部、北東部及び北西部を除く地域でみられる。調査区北半部では第Ⅳ

層下に第Ⅶ層が検出された (一部を除く)。 責褐色のシル ト層である。第Ⅶ層上面

にて多数の遺構を確認 した。本層中からは、縄文時代後期の遺物が出土 している。
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調 査 の 概 要

第Ⅷ層―調査区西壁に深掘 りを行い確認 した。調査区北半部にて検出した暗灰色の砂礫層

で 3～ 5 cm大の円礫を合んでいる。

遺構は第Ⅳ層、第 V層、第Ⅵ層中及び第Ⅶ層上面で検出した。第Ⅳ層中では竪穴式住居IIL

8棟 (古墳時代後期)、 掘立柱建物址 4棟 (古墳時代後期末)、 溝 6条 (古代)、 土坑10基 (古

代)、 ピット155基 を検出した。

0          10        20m

(S=1:600)

第5図 調査地区割図

1)2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 19
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第V層 中では竪穴式住居址 2棟 (古墳時代中期・後期)、 溝 1条、ピット8基 を検出した。

第Ⅵ層中では竪穴式住居址 3棟 (弥生時代末～古墳時代初頭)第Ⅶ層上面では竪穴式住居

址12棟 (弥生時代後期～古墳時代)、 溝13条 (弥生時代・古墳時代)土坑13基 (弥生時代～古

代)、 自然流路 3条 (弥生時代)、 ピット604基 を検出した。ただし第Ⅶ層上面検出の遺構は、

その深さなどから考えると、本来は第Ⅵ層以上の層から掘 り込まれた可能性が高いものばか

りである。また、第Ⅷ層上面の標高を調査すると漸次、調査区北東部から南西部に向けて傾

斜をなしている (比高差60cm)。

遺物は遺構及び包合層からの出上である。縄文時代後期から中世までの上製品、石製品、

鉄製品、銅製品、ガラス製品、種子、動物遺存体ほかが出土した。

各層の時期は出土遺物と検出遺構から判断すると第Ⅲ層は中世、第Ⅳ層は古墳時代～古代、

第V層 は古墳時代、第Ⅵ層は弥生時代 ～古墳時代、第Ⅶ層は縄文時代～弥生時代に堆積 した

ものと判断される。

なお、調査にあたり調査区内を5m四方のグリットに分けた (第 5図 )。

本稿では検出した遺構 。遺物を第Ⅳ層から第Ⅶ層まで順に掲載 している。さらに、各層に

おいて最 も多く検出された時期の遺構 。遺物を各項の最初に記載 し、以下、時期別に報告を

行っている。

なお、本調査出土の遺物のうち、土製品、ガラス製品、種子については、「3.遺構 と遺物

〔1〕 ～ 〔4)」 にて実測図等を掲載している。ただし、石製品、鉄製品、銅製品は、「3.遺

構 と遺物 〔5〕 〔6〕 」にて出土地点や実測図を掲載 し、遺物の説明をしている。動物遺存体

イま「 3.遺構 と遺物 〔7〕 」にて出土地点と種類等を一覧表にまとめた。
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3.遺構 と遺物

〔1〕 第Ⅳ層検出の遺構と遺物
第Ⅳ層検出の遺構は竪穴式住居址 8棟、掘立柱建物址 4棟、土坑10基、溝 6条、ピット155

基 (掘立柱建物柱穴を合む)他である。住居址は古墳時代後期、その他の遺構は古代のもの

が主流をなす。 (第 14図 )

(1)古 代

1)土 坑

11 2 1 3 1  4 1 5 1 6

′   。

◎
°

壺  @
SP 850 0

+    °

S否思
健ンsP465 “為

(》            SK21
、SD16

RY:酔
咀 饗

SD14下帝ii

◎

+◎

掘立 1

|

5

(S=1:400)

第14図 第Ⅳ層遺構配置図
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遺 構 と 遺 物

SK4(第 15図 )

調査区中央部、D5～ E5区 に位置する。平面形は隅丸長方形を呈し、規模は南北 2.lm、

東西 1.Om、 深さ24cmを測る。断面形は皿状を呈する。床面は比較的平坦である。埋土は灰

褐色土で、埋土中に焼土・炭化物が混入しているが、床面が焼けた痕跡は検出されなかった。

遺物は埋土中に散在 して出土した。本土坑からは土師器 。須恵器の供膳形態を中心に主要器

種を揃えた比較的多くの遺物が出土 している。

出土遺物 (第 16図、図版37)

1～ 4は須恵器不蓋である。いずれも身受けのかえりを持たないものである。 5は無台の

不で、体部は直線的に立ち上がる。 6・ 7は高台の付 く郷である。 8は須恵器の皿である。

日縁端部はわずかに内傾する。 9はこの日縁部。口縁端部は平坦面をなす。10は甕の日縁部

である。11・ 12は土師器の甕である。12は頸部で稜をなして屈曲し、日縁端部は平坦面をな

す。13は土師器の不。日縁部外面にヘラミガキ調整を施す。

時期 :出土遺物より本土坑の時期は8世紀前半～中葉に比定される。

S K16(第 17図 )

調査区南東部F7区に位置する。平面形は楕円形を呈するものと考えられ、規模は東西 2.

8m、 南北検出長 1.2m、 深さ17cmを 測る。断面形は皿状を呈する。埋土は第Ⅳ層と同様の

暗灰褐色土である。床面は流路の埋土である灰色粗砂が検出された。遺物は埋土中に散在 し

て出土 した。

出土遺物 (第 18図、図版37)

14は 土師器邪。体部は内湾気味に立ち上がり、日縁端部は丸く仕上げる。内外面共にナデ

調整を施す。15は 完形の鉢である。16は須恵器童の日縁部である。日縁端部は平坦面をなす。

コ
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H.24,200m

1 灰褐色土(焼土・炭混じり)

O             im
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第15図  SK4測量図
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調 査 の 概 要

17は高台の付 く邪と思われる。

時期 :出土遺物が少なく土坑の時期を特定するのは難 しいが、 8世紀前半～中葉頃であろ

う。

こ ≡ ≡ ≡ ≡ ≡ 坐 二

==王
生 、 2

こ ⊆ ≡ Ξ ≡ 匡 型 重 ≧ 、 3

5

3

10

第16図  SK4出土遺物実測図
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遺 構 と 遺 物

2

暗灰掲色土

灰色粗砂 (SR2埋土)

第17図  SK16測量図

0            1m

(S=1:40)

t乱

0             1o            20cm

第18図 SK16出土遺物実測図

S K19(第 14図 )

調査区南東部G7区に位置する。遺構西部は溝 S D18(8世紀中葉～後半)を切っている。

平面形は楕円形を呈するものと考えられ、規模は東西検出長 2.lm、 南北 1.lm、 深さ約

23cmを 測る。断面形は皿状を呈し、埋土は第Ⅳ層と同様の暗灰褐色土である。床面は第Ⅶ層

責褐色粘質上が検出された。遺物は埋土中から土師器・須恵器小片が少量出上したが、図化

しうるものはない。また、馬の臼歯が埋土中にて出上 している (P312、 図版125)。

時期 :出土遺物が少なく土坑の時期を特定するのは困難であるが、溝 S D18を 切ることか

ら古代、 8世紀後半以降のものであろう。
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調 査 の 概 要

2)溝
S Dll(第 14図 )

調査区中央部南寄 りE5か らF5区で検出した南北方向に延びる溝である。検出長 5,4m、

幅約 0.7m、 深さ26cmを測る。断面形は「U」 字状を呈する。埋土は灰褐色土である。

出土遺物 (第 19図 )

18～ 21は須恵器邪蓋である。いずれも天丼部は扁平で、日縁部は下方に屈曲する。22～ 24

は皿である。体部は外傾 して立ち上がり、日縁端部で強く外反する。底部は平底である。25

は高好の脚部。裾部は大きく外反 し、脚端部で下方に屈曲する。

時期 :図化資料とその他の資料を合めた出土遺物より、溝の時期は8世紀前半頃であろう。

S D16(第 14図 )

調査区中央部東寄 りD7区で検出された。短 くて不定形な溝である。深さ約15cm、 断面形

は浅い皿状を呈する。埋土は第Ⅳ層と同様の暗灰褐色土である。

出土遺物 (第20図 )

26は須恵器蓋である。27は 高台の付 く皿で、体部は内湾気味に立ち上が り、日縁部はわず

かに外反する。28は皿で、日縁端部を水平に仕上げる。29は 土師器の鍋。

時期 :出土遺物よりこの溝の時期を8世紀中葉頃と考える。

S D14(第 14図 )

調査区南西部F2区からF4区にかけて検出した溝で、 SDHと ほぼ直交する流路方向を

もつ。溝の中央部及び西半部はそれぞれSB8、 SB3を切っている。検出長 7.Om、 幅約

0.3m、 深さ約50cmを測る。断面形は「V」 字状を呈する。埋土はS Dllと 同様の灰褐色土

である。溝床及び埋土中から須恵器・土師器が出土 した。

出土遺物 (第 21図 )

30は須恵器の不蓋。扁平な天丼部をもち、日縁部は下外方へ屈曲する。31・ 32は高台の付

く邪。いずれも、体部と底部の境界は丸みをもち、高台は境界よりも内側に付 く。33は椀、

34・ 35は壷である。34は長頸童の体部で、肩部と体部の境界は強く屈曲する。36は高台付皿。

時期 :出土遺物より溝の時期は8世紀中葉～後半頃であろう。

S D18(第 14図 )

調査区南東部 F7区からG7区にかけて検出した溝で、東端はS K19に切られている。検

出長 3.3m、 幅 0.4m、 深さ約 9 cmを 測る。断面形は浅いレンズ状を呈する。埋土は単層

で暗灰褐色土である。遺物は溝床にて須恵器片が数点出土 した。
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遺 構 と 遺 物

出土遺物 (第 22図 )

37・ 38は須恵器不蓋である。37は扁平な擬宝珠つまみが付 く。日縁端部で屈曲し、 くちば

し状を呈する。39は無台の邪。体部は直線的に立ち上がる。底部は平底である。40は 高台の

付 く邸であろう。41・ 42は須恵器皿。いずれも日縁端部は平坦面をなす。

時期 :出土遺物より溝の時期は8世紀中葉～後半であろう。

■
_

20

―

引  
一 19

二

一 21

第19図  SDll出 土遺物実測図

剰

第20図 SD16出 土遺物実測図
(S=1:3)
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調 査 の 概 要

一

一
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30

)          5          10Cm

第21図 SD14出土遺物実測図

/Ю

|―T_.__「
_T~耳生_____――一二世fm

(S-1:3)

第22図 SD18出 土遺物実測図

S D19(第 14図 )

調査区南東隅G8か らH8区にかけて検出した溝で、東端は調査区外に続き、西端は消滅

している。溝中央部はS B22を 切っている。検出長 3.5m、 幅 0.4m、 深さ約10cmを 測る。

断面形は,麦 いレンズ状を呈する。埋土は暗灰褐色土である。溝の方向や規模等がS D18と 類

似するため同一の溝の可能性が高い。

時期 :出土遺物が少なく年代付けは難 しいが、 S D18と 同一の溝と考えると本溝の時期は

8世紀中葉～後半と考えられる。
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遺 構 と 遺 物

S D20(第 14図 )

調査区南東隅G8区 に検出した短 くて不定形な溝で、 S K22を 切 る。調査区東壁の土層観

察より第Ⅳ層上面から掘 り込まれたものである (第 11図 )。 深さ約12cmを 測 り、断面形は浅い

皿状 を呈する。埋土は単層で明灰褐色の砂質上である。

時期 :出土遺物はな く時期を判断する資料はないが、第Ⅳ層を掘 り込んでいることなどか

ら古代以降の もの と推定される。

3)第Ⅳ層出土遺物 (第 23～ 27図、図版38・ 39)

須恵器

43～62は須恵器の邪蓋である。43～46は身受けのかえりをもつ 7世紀代のものである。47～

62は身受けのかえりをもたないもので、日縁部は下内方に屈曲する。47は擬宝珠つまみ、54・

55は断面台形状のつまみが付 く。47～ 49。 51は 8世紀前半、50・ 52～ 62は 8世紀中葉～後半

のものであろう。

63～68は無台の不である。63～ 66は底部はやや丸みをもち、体部は内湾気味に立ち上がる。

7世紀後半。67・ 68は底部は平底風で、体部は直線的に立ち上がる。 8世紀前半のものであ

ろう。69～ 78は高台の付 く不である。69・ 70は体部はやや内湾し、底体部の境界は丸みを帯

びる。 7世紀後半。71～78は底体部の境界は稜をなす。高台は境界付近に付き、短 くて太い。

8世紀中葉～後半。底部外面は69・ 75・ 76は 回転ヘラ削 り調整、その他は回転ナデ調整を施

す。

79・ 80は皿の蓋である。81・ 82は高台の付 く皿である。 8世紀中葉～後半。83～86は無台

の皿である。83・ 84は体部はやや内湾する。85・ 86は体部は外傾 して立ち上がり、日縁部は

強 く外反する。 8世紀。

87～ 91は高j7Xの 脚部である。87～89は低脚で脚端部は下外方へ屈曲する。90,91は 円柱状

の脚部である。 7世紀～8世紀前半。92は主の蓋。天丼部は平坦で日縁部は鋭 く屈曲する。

8世紀。93～ 95は短頸重。93・ 94は 日縁端部を丸 く仕上げる。 7世紀後半。95は 日縁端部は

平坦面をなし、肩部の張 りは強い。96。 97は主の底部。高台は低 く外方へふんばる。 8世紀。

98は椀である。体部は内湾 し口縁部はわずかに外反する。 7世紀。99。 100は平瓶。10Hよ甕

である。 8世紀。

土師器

102～ 107は土師器の郭である。102・ 104は 体部内面に放射状暗文を施す。103は 放射状暗文

とらせん暗文を施す。特に102。 103の暗文は丁寧であり畿内産土師器と考えられる。調整は

105は 内外面共にヘラミガキ調整を施すが、それ以外は内面ナデ調整、外面ヘラミガキ調整を

施す。108～ 115は土師器の皿、H6は高邪である。108～ Hl・ 115は 日縁端部がわずかに内側

に丸く肥厚する。
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調 査 の 概 要
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晴

第23図 第Ⅳ層 (古代)出土遺物実測図(1)

-30-



遺 構 と 遺 物
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第24図 第Ⅳ層 (古代)出土遺物実測図似)
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調 査 の 概 要
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第25図 第Ⅳ層 (古代)出土遺物実測図俗)
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遺 構 と 遺 物

Ч
部
蜘

|

101

10cm

第26図 第Ⅳ層 (古代)出土遺物実測図仰)

底部は108が丸底風であるが、その他は平底である。調整は体部内面にヘラミガキ調整を施す

もの (109。 112・ 115)、 ナデ調整を施す もの (103・ 110。 111・ 113)、 不明の もの (H4)が

ある。外面はいずれ もヘラミガキ調整を施す。107と 112の底部外面に「井」に似た細かい線

亥Jがみられる。

これ ら土師器は大 きく3つのグループに分類できる。102・ 103は畿内産、107～ 116は畿内

のものをまねた在地産、104～ 1061ま他の地域からの搬入品と考える。時期 は102が飛鳥 H、 103

は平城Ⅲ、107～ H6は平城 I・ Ⅱ、104～ 106は平城Ⅲ以前の ものであろう。
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調 査 の 概 要
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第27図 第Ⅳ層 (古代)出土遺物実測図脩)

修)古墳時代
1)竪 穴式住居址

S B20(第 28図、図版 4)

調査区北西隅B2区に位置する。遺構西半部は調査区外へ続き、東壁はS B24を 切ってい

る。調査区西壁の上層観察により第Ⅳ層中から掘 り込まれた遺構である (第 13図 )。
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1.暗灰色土 〔SB23埋土〕

2.暗灰色土 (粘性強)(SB24埋土〕

3.晴灰掲色土 〔SB20埋土〕

4.暗灰褐色砂 [SD40珂 埋土]

υ          1         2m

-35-

第28図 SB20・ SB23・ SB24測量図
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遺 構 と遺 物

平面形は隅丸の方形を呈するものと考えられ、規模は南北 3.4m、 東西検出長 3.Om、

壁高は約13omを 測る。埋土は第Ⅳ層と同様の暗灰褐色土単層である。住居址床面には流路の

埋上である灰色粗砂が検出された。主柱穴や炉は未検出である。

住居址西壁は欠落 しているものの北壁隅に焼土化 した部分があリカマ ドが存在 した可能性

がある。遺物は埋土中からの出土であり、須恵器不蓋や土師器甕他が出土 した。

出土遺物 (第29図、図版40)

117～ 119は 須恵器不蓋である。天丼部と日縁部を分ける稜は凹線により表現される。120。

121は邪身である。122は無台の邪。底部にヘラ切 り痕を残す。123は土師器甕の口縁部である。

124は片日の鉢で、体部外面に叩き調整を施す。

時期 :こ れらの出土遺物等より本住居址の埋没時期は古墳時代後期前半～中葉頃に比定さ

れよう。

S B24(第 28図、図版 4)

調査区北西隅A2区～B2区に位置する。遺構西半部は調査区外に続き、南半部及び東半

部はそれぞれ S B20、 S B23と 切 り合う。遺構中央部東寄りは近現代の攪乱坑により削平さ

21

o           5         10Cm

(S=1:3)

7

第29図 SB20出土遺物実測図

123
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調 査 の 概 要

れている。ベル トの上層観察により本住居址はS B20に後出する。調査区西壁の土層観察に

より第Ⅳ層中から掘 り込まれたものであることを確認 した (第 13図 )。

平面形は隅丸の方形もしくは長方形を呈するものと考えられ、規模は南北 5。 8m、 東西検

出長 5。 5m、 壁高は約20cmを 測る。埋土は暗灰色土単層である。床面は比較的平坦で、第Ⅶ

層下の暗灰色砂礫層が検出された。住居址床面にて大小 6基のピットを検出したが主柱穴は

特定できなかった。炉やカマ ドは未検出である。

遺物は埋土中に須恵器が数点出土 している。図化 しうるものを2点抽出した。

出土遺物 (第30図 )

125は須恵器
jTh蓋 である。126は短頸こである。日縁部は直立気味に立ち上がり、端部は丸

くおさめる。

時期 :出 土遺物が少ないため時期を特定するのは難 しいが、須恵器の資料より本住居llLの

埋没時期は 6世紀中棄～後半頃であろう。

S B23(第 28図、図版 4)

調査区北西部A3区 ～B3区 に位置する。東壁の一部は近現代の攪乱坑により削平され、

西半部はS B24に切られる。また、掘立 2、 掘立 3の柱穴にも切 られている。

平面形は隅丸の長方形を呈するものと考えられ、規模は南北 7.Om、 東西検出長 6.Om、

壁高は約20cmを 測る。埋土は暗灰色の砂質シル ト単層である。床面はほぼ平坦で硬 くしまっ

ている。

床面にて大小 6基のピットを検出したが主柱穴は特定できなかった。炉やカマ ドは未検出

である。遺物は住居址北壁中央付近の埋土中から須恵器郭蓋などが数点出土したのみである。

図化 しうるもの 2点 を抽出した。

出上遺物 (第30図 )

127は須恵器不蓋。天丼部と口縁部を分ける稜は鈍 く、日縁端部は内傾する。128は邦身片

/ れゝ

SB 24:125。 126

SB 23:127・ 128

1″   8
0          5         10cm

(S=1:3)

第30図 SB23・ SB24出土遺物実測図
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遺 構 と 遺 物

である。たちあが りは低 く内傾 し、端部は尖 り気味に丸 く仕上げる。

時期 :出土遺物が少ないため、詳細な年代付けは難 しいが、 S B24に切 られることや、出

上 した須恵器の資料より、本住居址の廃棄・埋没時期は 6世紀前半～中葉頃と考えられる。

S B21(第 31図、図版 5。 6)

調査区南東部G7区 ～H7区 に位置する。住居址東壁は S B22を 切 り、南壁は調査区外へ

続 く。調査区南壁の上層観察により本住居址は第Ⅳ層中から掘 り込まれたものである (第 8

図)。

平面形は隅丸の方形を呈するもの と考えられ、規模は東西検出長 3.5m、 南北検出長 3.

Om、 壁高は約15cmを 測る。住居址床面には第 V層である褐色土が検出された。埋土は第Ⅳ

層と同様の暗灰褐色土である。

住居址床面からは炉やカマ ド等の施設は検出されなかった。遺物はそのほとん どが埋土中

からの出上であり、須恵器j7X蓋や壷、ほぼ完形の提瓶、石器類では、石庖丁 (2052)な どが

出土 しているほか、埋土上面か ら骨片が出土 している。

出上遺物 (第32・ 33図、図版40)

129～ 132は須恵器不蓋、133～ 1361ま 郭身である。 129。 133は 住居址東壁の埋土上位から出

＼＼＼＼＼＼吟逃
＼
ど

＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼

・ 土器
°石器

工
・
Ю
↓

銅
０
０
こ

1.暗灰掲色土 〔SB21埋 土〕

2.暗灰色土 〔SB22埋土〕

第31図  SB21・ SB22測量図

(伴1:60)
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第32図 SB21出土遺物実測図 (1)
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第33図 SB21出土遺物実測図修)

上 したものであり、混入品の可能性がある。137・ 138は盛、139は長頸こである。140は甕の

日縁部片。日縁端部は珠玉状におさめる。14Hよ提瓶。日縁部が欠損 しているもののほぼ完形

品である。穴埋めのための円孔が体部中位に残る。142～ 145は土師器の甕である。いずれも

口縁部はやや内湾する。146は主の底部。外面にヘラ状工具による木の葉の文様の線刻を施す。

147は土製の勾玉である。径 4 mm大の円子しを穿つ。

時期 :出上 した提瓶の特徴などから、本住居址の埋ヱ支時期は 6世紀後半頃に比定されよう。

S B22(第 31図、図版 6)

調査区南東隅H7・ 8区に位置する。住居址北東部はS D19(8世紀中葉～後半)に切 ら

れ、南半部は調査区外に続 く。西半部は S B21に切 られている。

平面形は方形プランを呈するものと考えられ、規模は東西検出長 2.5m、 南北検出長 1.

8m、 壁高は約14cmを 測る。床面にはS B21と 同様に第 V層が検出された。埋土は暗灰色の

砂質シル トである。住居址床面からはピットや炉などは検出されなかった。遺物は埋土中に

て須恵器・土BI‐器小片が数点出土している。図化 しうるものを 1点抽出した。
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調 査 の 概 要

出上遺物 (第 34図、図版40)

148は須恵器邦身である。 3分の 2の残存

である。住居址はほぼ床面からの出上である。

たちあが りは内傾 し、端部は内傾する。

時期 :出土遺物が少ないため明確な時期判

断は難 しいが、 S B21に 切 られることなどか

ら、本住居址の埋没時期の下限を 6世紀後半

と考える。

第35図 SB13出 土遺物実測図

O         s        10cm

(S=1:3)

第34図  SB22出 土遺物実測図

S B13(第 36図、図版 6)

調査区西壁ほぼ中央部C2区からD2区で検出した。遺構西半部は調査区外へ続 く。調査

区西壁の上層観察により第Ⅳ層中から掘 り込まれたものである (第 13図 )。

平面形は隅丸の方形もしくは長方形を呈するものと考えられ、規模は南北 5,4m、 東西検

出長 2.4m、 壁高は約20cmを測る。床面は比較的平坦で北から南に向けて緩やかな傾斜をな

す。床面にて大小 4基のピットを検出したが、本住居址に伴うものかは不明である。主柱穴

や炉は未検出である。埋土は暗灰褐色土単層である。

遺物は埋土中から土師器、須恵器小片が数点出上 している。図化 しうるものを4点抽出し

た。

出土遺物 (第 35図 )

149は須恵器不蓋、150。 15Hま 須恵器郭身の日縁部である。149イ ま天丼部と日縁部を分ける

稜は消失 している。15Hまたちあがりは短 く内傾 し、端部は丸く仕上げる。152は 甕の日縁部

である。日縁端部は珠玉状に九くおさめる。

時期 :出土遺物がわずかなため時期を特定するのは困難であるが、須恵器の特徴などから

本住居址の埋没時期を古墳時代後期後半と考える。

r′ | 
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遺 構 と 遺 物

第86図 SB19測量1図
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調 査 の 概 要

SB6(第 37図 、図版 7)

調査区中央西寄 りE2区からF3区で検出した。遺構南東部はS B18を 切っている。ベル

トの上層観察により第Ⅳ層中から掘 り込まれたものである。平面形は東西にやや長い隅丸方

形を呈し、規模は東西 7.6m、 南北 6.lm、 壁高は約35cmを 測る。住居址床面は中央部が

やや凹んでいるものの、ほぼ平坦である。

住居址床面にて大小10基のピットを検出したが主柱穴は特定できなかった。ただし、遺構

南西部床面検出の SP①、 SP②はSB9の主柱穴である。炉や周溝は未検出である。埋土

は暗灰褐色土単層である。

遺物は床面付近出土 (153～ 162・ 164・ 166。 170。 173・ 174。 178～ 185)と 、埋土上位出土

(163・ 165。 167～ 169。 171・ 172・ 175～ 177)の ものに分けられ、埋土上位出上のものは包合

層である第Ⅳ層遺物の流れ込みの可能性が高い。

出上遺物 (第 38・ 39図、図版41)

須恵器

153～156は lTh蓋 である。すべて天丼部と口縁部を分ける稜は段により表現される。157～ 162

は不身である。157～ 159はたちあがりが比較的長 く、160～162は短 く内傾する。162の 受部は

上方にひねり出されている。163は皿の蓋であろう。日縁部は下方に屈曲する。164は無台の

邪。体部は直線的に立ち上がる。165は 高台の付 く郭。口縁部は欠損 している。高台は底部端

付近に付 く。166は高lTNの 邪部片。167～ 169は 皿である。167・ 168は体部は外反 し、日縁端部

は水平な面をなす。169は体部はやや内湾 し、日縁部は外反する。170は椀。日縁部及び体部

外面に波状文を施す。171・ 1721ま壺。171の 日縁端部は内傾する面をなす。173は甕の日縁部

片。日縁端部を上下方に拡張する。

上師器・弥生土器

174は土師器甕の日縁部。日縁端部は丸く仕上げる。175。 176イ ま邪。体部は内湾 してたちあ

がる。176は 日縁部が外反する。177は鉢。日縁端部を九 く仕上げる。178は椀で体部は内湾す

る。179は 高年の脚部。180。 18引よ弥生土器の甕である。日縁部は「く」の字状を呈する。182～

184は壷。182。 183は複合日縁壼で182は 日縁部外面に上下に7条の櫛描波状文を施す。183は

6条以上の櫛描1皮状文と斜線文を施す。184は小型の壺。日縁部は外反 し、体部内面に指頭痕

を頭者に残す。185は支脚である。

時期 :住居址床面付近出上の須恵器の特徴から本住居址の廃棄・埋没時期は古墳時代後期

後半～7世紀初頭に比定される。
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遺 構 と 遺 物
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調 査 の 概 要
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遺 構 と 遺 物

S B18(第 37図 )

調査区中央部南西寄 りF3区で検出した。遺存状況は悪 く、遺構南西部のみの検出である。

SB6と 同様にベル トの土層観察により第Ⅳ層中から掘 り込まれたものである。遺構南西隅

は掘立 4(7世 紀初頭)柱穴に切 られ、西側はSB6に 切 られる。

平面形は方形プランを呈するものと考えられ、規模は東西検出長 3.Om、 南北検出長 2.

4m、 壁高は約30cmを 測る。埋土は暗灰褐色上を基調 とし、責色上が斑点状に混入する。遺

物は土師器・須恵器小片が数点出上 しているが、図化 しうるような遺物はない。

時期 :SB6に 切 られることから、古墳時代後期後半以前の ものであろう。

2)掘 立柱 建 物 址

掘立 1(第40図、図版 7・ 8)

調査区南西隅Gl区～ 11区で検出した建物址である。調査区西壁の土層観察により第Ⅳ

層中から掘 り込まれたものであることを確認した (第 12図 )。 柱穴はS B10(古墳時代中期)

を切っている。 3間 (5,4m)× 3間 (5.Om)の総柱建物址 (一部柱穴未検出)で、ほ

ぼ磁北に等しい方位をとる。各柱穴の平面形は円～楕円形で径 0.6～ 1.2m、 深さ20～ 50cm

を測る。柱痕は径15～ 25cm、 深さ25～ 50cmを 根1る 。柱間は桁間 1.6～ 1,9m、 梁間 1.5～

1.8mを 測る。

柱穴のうち、径20～ 3Clcm大の詰め石の礫が検出されたものがある。柱穴埋土は、暗灰褐色

土単層、柱痕埋土は暗褐色土である。柱穴内からは須恵器邪身片などが出上している。

出土遺物 (第41図 )

186～ 188は須恵器17h身 である。たちあがりは短 く内傾 し、端部は尖り気味である。189は須

恵器甕。口縁端部は上内方に屈曲する。肩部外面に回転カキロ調整、内面に円弧叩きを施す。

時期 :出土した須恵器の特徴から、 6世紀末～7世紀初頭に比定する。

掘立 2(第 42図 )

調査区北西部A3区 ～B5区で検出した建物址でSB7(古 墳後期)を 切っている。 3間

(8.8m)× 3間 (4.8m)の総柱建物址と考えられ、主軸方位をほぼ磁北に等 しくとる。

柱間は桁間 2.6～ 3.4m、 梁間 1.3～ 1.6mを 測る。各柱穴の平面形は円～楕円形を呈

し、径20～ 90cm、 深さ40～70cmを 測る。柱穴埋土は暗灰褐色土、柱痕埋土は暗褐色土である。

柱穴内からは須恵器蓋不片が出土 している。

出土遺物 (第43図 )

190は 須恵器不蓋である。天丼部は丸みをもつ、天丼部と口縁部を分ける稜は,肖失している。

191・ 192は須恵器不身である。たちあがりは短 く内傾する。

時期 :出上 した須恵器の特徴より本建物l■の時期は 6世紀末～7世紀初頭と考えられる。

-49-



調 査 の 概 要

第40図 掘立1測量図
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遺 構 と 遺 物

第41図 掘立 1出土遺物実測図
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調 査 の 概 要

掘立 3(第44図 )

調査区北西部A3区～B5区で検出した建物址で S B23を切っている。 4間 (10。 4m)×

3間 (6.Om)の 総柱建物址と考えられ、掘立 2と 主軸方位をほぼ等 しくする。

柱間は桁間 2.2～ 3.4m、 梁間 1.6～ 2.4mを 測る。各柱穴の平面形は円～楕円形を

呈し、径40～ 80cm、 深さ30～80cmを 測る。柱穴埋土は暗灰褐色土である。

0         5        10Cm

(S=1:3)
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遺 構 と 遺 物

柱穴内からは須恵器・土師器の小片が数点出土 しているが図化 しうるものはない。

時期 :出土遺物・住居址 との切 り合い、掘立 2に主軸方位が類似することなどから、本建

物址は掘立 2に類似する時期の ものであろう。

掘立 4(第 45図 )

調査区南部 F3区 ～G4区で検出 した建物址で S B18を 切っている。 3間 (6.8m)× 3

間 (4.7m)の 東西棟で主軸方位 N65° Eを測る。柱間は桁間 2.0～ 2.5m、 梁間 1.6m

を測る。各柱穴の平面形は円～楕円形を呈 し径80～ 110cm、 深さ20～ 35cmを 測る。柱穴埋土は

灰褐色土、柱痕埋土は暗灰褐色上である。柱穴からは須恵器邪身と椀が出上 している。
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調 査 の 概 要

出土遺物 (第46図 )

193・ 194は須恵器j7h身 である。たちあがりは低 く内傾 し、端部は尖る。195。 196は須恵器

椀である。体部は内湾 し、日縁端部は尖り気味に仕上げる。

時期 :出上 した須恵器の特徴より、本建物址の時期は 6世紀末～7世紀初頭に比定されよ

う。

粘市すす■十~~甘m

(S=1:3)

第46図 掘立4出土遺物実測図

3)土坑

S K12(第 47図 )

調査区南東部F7区 ～F8区で検出された。調査時、第Ⅳ層掘 り下げ中に検出 した土坑で

ある。平面形は不整の長楕円形を呈 し、規模は長径 2.7m、 短径 0。 9m、 深さ約10cmを 測

る。断面形は浅い皿状を呈する。床面は流路 SR2の理土である灰色粗砂が検出された。埋

土は暗灰褐色土である。

遺物は須恵器郭身のほか、土師器の重他が出土 している。

灰色粗砂 (SR2埋土)

第47図  SK12測量図
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遺 構 と 遺 物

出土遺物 (第48図 )

197は土師器の壷。 日縁部は直立 して立ち上が り、日縁端部は内傾する。198・ 1991ま観の把

手である。200は須恵器不身である。

時期 :出 土遺物が少量のため時期を特定することは難 しいが、 6世紀代の遺構 と考える。

u―l―琥0 膨
一

Cm

膨一く翌⊃井弱

(S=t4)

第48図  SK12出土遺物実測図

S K22(第 14図 )

調査区南東隅F8区～G8区で検出された。遺構東半部は調査区外に続き南西部はS D20

に切 られる。調査区東壁の土層観察により第Ⅳ層中から掘 りこまれた遺構であることを確認

している (第 11図 )。

平面形は隅丸の方形状を呈するものと考えられ、規模は南北 3.4m、 東西検出長 0。 9m、

深さ約14cmを測る。断面形は浅い皿状を呈する。埋土は第Ⅳ層と同様の暗灰褐色土である。

遺物は埋土中から須恵器小片が出土 している。図化 しうるものを 1点抽出した。

出上遺物 (第49図 )

201は須恵器邪身。たちあがりは低 く内傾 し、端部は丸 く仕上げる。

時期 :資料が少ないため時期を特定するのは難 しいが、 6世紀後半頃と考えたい。

第49図  SK22出 土遺物実測図
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調 査 の 概 要

S K21(第 14図 )

調査区東壁中央部、C9区で検出された。遺構東半部は調査区外に続 く。調査区東壁の土

層観察により第Ⅳ層中から掘 り込まれたものである (第 13図 )。

平面形は隅丸の方形プランを呈するものと考えられ、規模は南北 3.4m、 東西検出長 0,

7m、 深さ約22cmを測る。断面形は浅い皿状を呈する。埋土は暗灰褐色上である。床面には

第Ⅶ層下の暗灰色砂礫が検出された。

遺物は埋土中から須恵器小片が数点出土したが図化 しうるものはない。

時期 :時期を判断する資料が少ないため、詳細な時期判断はできないが、 S K22と 形状、

埋土等が類似することなどからほぼ同時期の遺構 と考えておく。

4)そ の他 の遺構 と遺 物

第Ⅳ層検出のピットは155基である (掘立柱建物柱穴55基 を合む)。 埋上の違いにより①灰

褐色上、②暗灰褐色土、③暗灰褐色土 (責色上が斑点状に混入)の 3つ に分類される。

埋土①のピットは掘立 4を合め23基で調査区南東部に点在する。埋土②のピットは掘立 1

を合め32基で、調査区ほぼ全域に点在する。埋土③のピットは掘立 2・ 3を 合む100基で、調

査区北半部及び南東部に分布する。これらピットの内、古墳時代の遺物を出上したピットが

10数基あった。そのうち 3基のピットから出土 した遺物を以下に掲載 した。

ピット出土遺物 (第50図、図版41)

202は S P465出上の須恵器短頸壷である。日縁部は直立 し、日縁端部はわずかに面をなす。

体底部外面に回転ヘラ削り調整を施す。203は S P80出上の須恵器殖吃 口縁部は欠損 している

もののほぼ完形品である。体部は扁球形で体部下半に回転ヘラ削 り調整を施す。204は S P85

出土の須恵器甕の日縁部。頸部外面に回転カキロ調整、内面に円弧叩きを施す。

5

202:SP465

203:SP80
204:SP85

第50図 第Ⅳ層ピット(古墳)出土遺物実測図
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遺 構 と 遺 物

第Ⅳ層出上遺物 (第 51～54図、図版41・ 42)

須恵器

205～ 216は 邦蓋である。天丼部と口縁部の境界が断面三角形の稜をなすもの (205。 206)、

凹線によるもの (207～ 210)、 稜のないもの (211～ 216)に分類される。217～232は不身であ

る。たちあが りの長さが l cm以上のもの (217～ 224)と l cm以下のもの (225～ 232)に分か

れる。前者はたちあが り端部が内傾するものが大半で224の み丸 く仕上げる。後者は端部の尖

るもの (230～ 232)、 丸いもの (225～ 229)と がある。233～ 239は 高JTh、 240は有蓋高郭の蓋

である。233・ 234は 無蓋高不の不部で体部中位に凹線が巡 り、日縁部は外反する。235。 236

は椀形の不部で口縁端部は丸く仕上げる。237～239は脚部片。脚端部は下方に屈曲する。240

は高好の蓋でつまみ中央部が凹む。241,242は 盛、243は 長頸壺である。244は短頸壺。日縁

部はやや内傾 し、端部は九く仕上げる。245～ 2501ま 甕の日縁部である。249の 口縁端部は外方

へつまみ出されている。251は器台の脚部。脚端面は凹面をなす。

土師器

252,253は 甕形土器。252は 口縁部を折 り曲げ、日縁端部は丸 く仕上げる。253は 日縁部中

位で屈曲し、端部は失る。254は壷形土器、2551ま小型器台である。256は紡錘車である。断面

形は台形状を呈する。

俗)古墳時代～古代
時期の特定が困難な遺構にSK2・ 17・ 18・ 20。 21がある。 SK2・ 20については調査壁

及びベル トの土層観察により第Ⅳ層中から掘 り込まれたものである。 S K20か らは土錘が 1

点出上 している (第55図、図版42)。 S K17・ 18・ 21に ついては掘 り方は不明である。埋土は

いずれも暗灰褐色の砂質シル トである。出土遺物はなく、時期決定は難 しいが少なくとも第

Ⅳ層堆積中の遺構 と考えられる。よって時期特定は難 しいが総 じて第Ⅳ層堆積時期である古

墳時代～古代の遺構であろう。これらの上坑についての詳細は一覧表に記す (表 16)。

笠)弥生時代

弥生時代に時期比定できる遺構は未検出であるが、遺物は出上 している。

第 Ⅳ層出上遺物 (第 56・ 57図、図版43)

258～ 261は 複合 日縁重。258。 259。 261は 口縁部が内傾するもので、258の 日縁部外面に櫛

描波状文と半裁竹管文を、260は 日縁部が外反するもので端面には 3条の凹線を施す。頸部 と

口縁部下位に凸帯を貼 り付け、凸帯上に亥1み 目を施す。262・ 263は器台形土器。262は 口縁端

部を上下方に拡張 し、端面に円形浮文を貼付する。264は 高邪形土器。辱部下位で稜をなし、

日縁部は外反する。脚部は「ハ」の字状に開 く。
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調 査 の 概 要

九

劉3 知

郷 邪

0          5         10Cm

(S=1:3)

第51図 第Ⅳ層 (古墳)出土遺物実測図(1)
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遺 構 と 遺 物

三́比鰤       2

27   8

2

第52図 第Ⅳ層 (古墳)出土遺物実測図修)
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調 査 の 概 要

2ゝ“

第53図 第Ⅳ層 (古墳)出土遺物実測図ほ)

'           5          10cm
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遺 構 と 遺 物

0           5          10Cn

(S=li3)

せ:[::::|!:::!)256
0               1o              20cm

(S-1:4)

第54図 第Ⅳ層(古墳)出土遺物実測図俯)
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調 査 の 概 要

265は鉢形土器。平底の底部で体部は内湾す

る。266は支脚形土器である。267は底部片。

内面に赤色顔料が付着する。

(0 時期不明遺物 (第 58図、図版40

第Ⅳ層中からミニチュア土器やガラス玉、

種子等が出上 した。

0                5               10cm

(S=± 2)

第55図 SK20出土遺物実測図
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0               10              20cm
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第56図 第Ⅳ層 (弥生)出土遺物実測図(1)
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遺 構 と 遺 物

268～ 272は鉢形土器である。2681ま 平底の底

部で日縁部は強 く外反する。2691ま 直口日縁で

日縁端菩Бは丸 く仕上げる。27Ⅲ 272は ミニチュ

ア土器。270は平底で日縁端部付近で外反する。

体部外面に叩き痕 を顕著に残す。272は 内外面

ともに指頭痕を残す。2731ま 土製の紡錘車であ

る。

274～ 280は ガラス玉である。色調は274～ 276

は濃緑色、277・ 278はブルー、279。 280は紺

色を呈する。281は モモの種子である。

Ml

268

m

(S=I:4)

第57図 第Ⅳ層 (弥生)出土遺物実測図弦)
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①

⑥

①

◎  ◎

現 79  (11)280

0                                 5Cm

(S=± 1)

10cm0              5

=1:2)

第58図 第Ⅳ層 (時期不明)出土遺物実測図
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調 査 の 概 要

〔2〕 第V層検出の遺構と遺物
第V層検出の遺構は竪穴式住居址2棟、溝1条、ピット8基他である。住居址はいずれも古墳

時代のものである (第59図 )。

(1)古墳時代

1)竪穴式住居址

S B10(第 60図、図版 9。 10・ 12)

調査区南西隅Gl～ H2区に位置する。遺構南半部は後世の攪乱により削平され、西壁は調

査区外に続く。掘立 1に切られる。調査区西壁の上層観察により第V層 中からの掘り込みで

あることを確認した (第 12図 )。

①
l

(S=1:400)

第59図 第V層遺構配置図

|     |     |
0      5     10m

十 十 ■ 十 ■ 十 ■
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遺 構 と 遺 物

平面形は隅丸の方形を呈するものと考えられ、規模は南北検出長5,6m、 東西検出長5。 lm、

壁高は約18cmを 測る。床面はほぼ平坦で硬 く締 まっている。住居址壁体に沿って径4二 10cm、

i条 さ3～ 12cmの小ピットが住居址北東隅及び南側で検出された。埋土は暗灰褐色の粘土質シル

ト単層である。

主柱穴はSP① o② o③の3本を検出したが、その配置から4本柱であろうと考えられる。

各柱穴は円形を呈し、規模は径50～ 80cm、 深さ10～ 15clnである。柱穴間はSP①―②間3.7m、

・ 土器
O石器

(s=t60)

第60図 SB10測量図
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調 査

¬

の 概 要

J

1.黒掲色土

2.黒掲色土(炭化物混入)

第61図  sB10内炉測量図

トー_T__,__¬~~―

「
―二十

m

(S-1120)

Ｅ
ｏ
ｏ
宝

”
Ｎ

〓

」

SP②一③間2.4mで ある。

炉は住居址ほぼ中央部に位置する (第61図、図版11)。 平面形は円形で、規模は径60～ 65cm.

深さ約25cmを測る。断面形は逆台形状を呈する。炉内からは少量の炭化物のほか、土師器甕

や高郷などが出土した。また炉の西側の床面付近に広い範囲に炭が検出された。

炉内を除くと遺物は住居址中央部及び東壁側の床面付近及び床面直上に集中して出上 して

いる。特に東壁沿いの遺物については径60～ 80cm、 深さ5cmFf度の惰円形の落ち込み部分から

完形の小型丸底壼や高辱の脚部などが出土した。そのほか、床面検出のピット (S P 666)か

らは土師器の壷や高邪が重なりあった状態で検出され、ピット底からは径10～ 15cm大の詰め

石と思われる礫が出土した。また、埋土中より加工された庭の骨が出土した (P312、 図版125)。

出土遺物 (第62～65図、図版44～ 46)

S B10か らは住居址内と、 S P 666か ら遺物が出土している。住居址内からは、甕形土器、

壷形土器、鉢形土器、高邪形土器が出土している。

282～ 290は甕形土器である。球形の胴部に、短 く外反する日縁部をもつもので、内面には

(287を 除き)ケズリ痕が顕者にみられるものである。282・ 283は頸部が強 く締まるもので、

日縁端部は内傾し曖味な面をもっている。284～286は 日縁部が単に外反するもので、284,285

は日縁端部が丸く、286は面をもつものである。287は復元完形となるもので、わずかに内湾

して立ち上がる日縁部をもつ。内面は刷毛日と↓旨頭痕が看取される。 288は底部を欠くが、
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遺 構 と 遺 物

良好な資料である。内湾 して立ち上がる日縁部は、端部が外傾 して面をなす。内面はマメツ

するが‡旨頭痕がみられる。2891ま 平底をなす胴部片である。平底は289だ けであり、異形 とい

える。292は二重口縁壷である。293～ 306は 小型壷であるc扁球形の胴部に、上外方に立ち上

がる直口口縁をもつものである。293は完形品で、内湾 して立ち上がる日縁部をもつ。頸部が

強 く締まっている。294～297は 293と 法量を同じくするもので、頸部の締まりが弱いものであ

る。294・ 297は 内面にケズリ痕がみられるものである。298～305は法量的に最 も小さい壺で

ある。298は 日径が胴部最大径より大きいものである。内湾 して立ち上がる日縁部をもち、器

壁が薄い。299～ 305は胴部最大径が口径を凌 ぐものである。外面は用1毛 日、内面はナデによ

る調整となる。306は頸部が直立するもので、形態は須恵器の盛に類似するものである。291

は大型の鉢形土器になるものと思われるものである。有段の日縁部は器壁が厚 く、焼成も良

好でIIIい ものである。307は小型の鉢形土器である。外面には指頭痕が著 しく、ひずんだ土器

である。308～ 3391よ 高邪形土器である。ITh部の口径が20omを越えるもの308～ 315と 、20cm未

満のもの316～ 321がある。不部は外傾後ゆるやかに外反する口縁部をもつものである。好底

部は大きいもの308～ 314で は底部から口縁部の接合部までに深みをもつが、日径が20cm未満

のものはjTX底部に深みをもたず水平化する傾向をもつ。322～339は脚部片である。先の308～

321を合め、不都との接合手法をみると、邪底部を充填した後に、脚部と接合することを基本

としている。なお充填部分は脚内部に突出するものと、突出部を押圧 して凹ませるものがみ

られる。脚部形態は柱部は三角錐を呈 し、裾部は内面に稜をもって折 り曲げられるものとな

る。脚柱部の内面はヨコ方向にケズリを施 したままであり、ケズリ痕を顕者に残すものとなっ

ている。裾部はヨヨナデが強 くされるためにわずかに内湾するものとなっている。形態が異

なるものとしては334が あり、柱部と裾部の境が不明瞭なため、脚部の全体形が三角錐を呈す

るものとなっている。

S BIO炉内出土遺物 (第 66図、図版47)

炉内からは甕形土器、高不形土器が出土 している。

340～ 344は甕形土器である。340は完形に近いものである。球形の胴部にやや長い口縁部 を

もつ。341～ 3441よ 内i弯 して立ち上がるものである。340～343は 内面にケズリ痕を残 し、344は

ナデの痕がみられる。345～347は高不形土器である。345は深めの不部に外傾 して立ち上が る

日縁部をもつ。脚柱部は三角錐を呈 し、内面にはケズリ痕を残す。全体に丸みをもち、焼成

が良好なものである。346・ 347は脚部である。三角錐の柱部と、内面に稜をもってひらく裾

部をもつ。裾部はわずかに内湾する。

S B10内 S P666出 土遺物 (第 67図 )

住居址床面検出のS P666か らは、甕形土器、壷形土器、高辱形土器が出土 している。

348は 甕形土器で、日縁部はわずかに内湾 して立ち上がる。349は甕形土器の胴部片である。

内面の底部に指頭痕、中～下半部にケズリ痕を残す。
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調 査 の 概 要
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第62図 SB10出土遺物実測図 (1)
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SB10出 土遺物実測図似)第63図
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調 査 の 概 要

0                 1o                20cm

‐
                                 (S=1:4)

第64図 SB10出土遺物実測図俗)
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遺 構 と 遺 物

10

第65図 SB10出土遺物実測図俯)

350は 小型壺で胴上半部に張 りをもち、日縁部は屈曲 して立ち上がる。351～353は高郷形土

器である。3511ま浅い不底部に、外傾 して立ち上がる口縁部をもつ。脚部はいずれも柱部は三

角錐で柱部 と裾部の境は内面に稜をもっている。

S B10出 上の縄文上器・ 弥生土器 (第68図、図版47)

354は甕形土器の胴部である。長胴、平底の形態をもち、内面はケズリかと思われる工兵痕

がある。355。 3561ま 壷形土器の胴部片で、355は ヘラによる円形状の線刻、356はヘラによる

９３３

　

ｏ

-71-



調 査 の 概 要

0               1o              20cm

第66図 SB10炉内出土遺物実測図

ヨコ方向の沈線が2条みられる。3571ま 高不形土器である。円孔をもっている。358は器壁が厚

く、赤色顔料が付着する器台形土器の破片と思われる。359は縄文土器で、後期の縁帯文土器

である。360は炉内からの出土品である。甕形土器で、タタキ痕を残すものである。361は S

P689出土品である。小型の鉢形土器で、底部が突出し丸底となる。

く 343

347
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遺 構 と 遺 物

10

第67図  SB10内 SP666出土遺物実測図

壽時Q開

o       5      10Cm

(s=■ 4)

第68図 SB10出上の縄文土器・弥生土器 実測図

時期 :小型丸底童や高不形土器の形態は古墳時代中期前半に比定される。出土遺物が床面

付近から出上 し、かつ完形品に近いことから本住居址の廃棄時期に伴う可能性が高い。よっ

て、本住居址の廃棄 。理没時期は古墳時代中期前半と考える。

ヽ
，
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調 査 の 概 要

S Bll(第 69図、図版12)

調査区南西部 E4区 ～F4区 に位置する。遺構南半部は近現代の攪乱により削平されている。

調査区南壁の上層観察より第 V層中からの掘 り込みであることを確認 した (第 9図 )。 平面形

は隅丸の長方形を呈するものと考えられ、規模は南北5。 6m、 東西4.6mを 測る。壁高は東壁

で約20cmを 測る。西壁は壁体溝に相当する位置に小 ピット列を確認 した。

床面は北から南に向けて緩やかに傾斜する (比高差約8cm)。 埋土は茶褐色土単層である。

主柱穴はSP① o② o③ o④の4本を検出した。

翼 ⑬

L

1.茶掲色土 〔sBll埋土〕

SP686

第69図 SBll測量図
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遺 構 と 遺 物

各柱穴は円～楕円形を呈し径50～ 70∽、1条 さ30～40cmを 測る。柱穴間はSP①―②間2.Om、

SP①―③間2.lmで ある。住居址床面にて大小10基のピットを検出した。S P 686か らは弥

生土器が出上している。

他に住居址北西隅及び束壁の壁体に沿って径5～ 10cm、 深さ3～ 10cmの小ピット列を検出し

た。小ピットは北壁では未検出である。

本住居址には北壁のほぼ中央部にカマ ドが付設される (第70図、図版13)。 平面形は1馬貯形

を呈する。煙道部は未検出である。カマ ドは作 り付けで、縦・横断面観察では住居址床面と

北壁を掘 りくばめた後、褐色土と責色土を敷き、褐色土 (焼土混じり)、 明灰褐色土 (炭混 じ

り)を積み重ね、最後に粘土をのせて構築していることを確認 した。粘土は火を受けて赤 く

焼けている。カマ ドからの遺物の出土はない。

本住居址からの遺物は埋土中より土師器・須恵器の小片が数点出土している。

出上遺物 (第71図、図版48)

362は須恵器lTh蓋、3631ま須恵器不身である。たちあが りは短 く内傾 し、端部は尖る。364は

無蓋の高界である。lTh部 は椀形をなし、体部下位に2条の沈線、脚部中位に1条の凹線が巡る。

¬

0               50cm

(S=1:20)

1.焼±          4.褐 色土 (黄色土混入)

2.明灰褐色土 (炭化物混入)a.茶 掲色土 (カ マ ド内の埋土)

3.褐色土 (焼土・炭化物混入)

第70図  SBllカ マ ド測量図

ｇ

ｏ
ｏ
ｏ
ギ

劇
．
〓

-75-



調 査 の 概 要

36ち
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~~~千~~「

:'オ 6

:367     0 10              20cm

(S=■ 4)

第71図 SBll出 土遺物実測図

365は土師器甕。日縁端部は面取 りされる。366は土師器椀。体部は内湾 し、日縁端部は尖り

気味に仕上げる。367～ 368は S Bll床面検出のピットS P686出 土の遺物である。367は甕形

土器で外面に叩きを施す。368・ 3691ま どちらも弥生時代後期末の鉢形土器である。

時期 :出土した土器より、本住居址の廃棄、埋没時期は古墳時代後期後半に比定する。

2)溝
S D13(第 59図 )

調査区南西部G6区で検出した短 くて不定形な溝である。東端及び西端は消滅 している。べ

ル トの断面観察により第V層中から掘 り込まれたものである。検出長2.8m、 幅0。 5m、 深さ

約15omを測る。断面形は浅い「U」 宇状を呈する。埋土は第V層 と同様の褐色土である。遺

物は埋土中から弥生土器・土師器小片が数点出土しているが、図化 しうるものはない。

時期 :出土遺物がわずかであり時期を特定することは困難であるが、掘 り方や遺構埋土等

から古墳時代の遺構 と考える。
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遺 構 と 遺 物

第72図 第V層 (古墳)出土遺物実測図(1)

鈷

5

(S=1:3)
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調 査 の 概 要

m

(S=t4)

第73図 第V層 (古墳)出土遺物実測図修)

3)そ の他の遺構 と遺物

第 V層 出土遺物 (第72・ 73図、図版48)

370・ 371は須恵器lTh蓋である。3701よ 断面三角形の稜をもつ。372～375は須恵器 lTh身である。

372は たちあが りは比較的高 く、端部は丸 く仕上げる。373～375は たちあが りは低 く内傾 し、

端部は尖る。376は椀である。377～ 379は 高郭の脚部。377は透か しが看取 される。 378・ 379

は脚柱部が大 きく外反 し脚端部は上下方に拡張する。380は土師器の甕。二重口縁を呈するも

ので、 日縁端部は丸 く仕上げる。381・ 382は 土師器頷。体部は直立 し口縁部はわずかに外反

する。 日縁端部は内傾する。383は甕。 日縁部はわずかに内湾 し、日縁端部は内傾する凹面を

なす。体部内面に刷毛 目調整を施す。384は こ。 口縁端部は先細 りする。385は鉢。 日縁端部

付近で直立 し、端部は丸 く仕上げる。386は ふいごの羽 日である。

(2)弥生時代
弥生時代の遺構は未検出であるが、弥生時代中期中葉～後期の遺物が出土 している。

第 V層 出土遺物 (第74・ 75図、図版49)

387・ 388は甕形土器。387は 日縁端部に1条の凹線が巡 り、日縁下に凸帯を貼付する。389～

398は壺形土器。390は 日頸部に丸みのある断面三角形の凸帯を貼付する。391は 日縁部を上下

方に、392は下方に、393・ 394は上方に拡張 し、端部に凹線文と洗線文が巡る。395。 396は 複

合口縁壺。3951ま 口縁部は直立 し、端部はわずかに面取 りされる。397・ 3981ま 直口口縁と。399

は鉢形土器。直日口縁で日縁端部は丸 くおさめる。400～403は高不形土器。400は 凹線文期の

高不の日縁部。6条の凹線文が巡る。404・ 405は 器台形土器。404は 日縁部を上下方に拡張 し、

日縁端面に半裁竹管文と波状文を施す。406・ 407は支脚形土器である。

ム
く
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調 査 の 概 要

(S='4)

第75図 第V層 (弥生)出土遺物実測図似)

●)古 代
古代に時期比定される遺構は未検出であるが、第V層 中から少量ではあるが遺物が出土し

ている。

第 V層 出土遺物 (第76図、図版49)

408。 409は 高台の付 く須恵器好である。底体部の境界は丸みをもち、高台は境界よりやや

内側に付 く。 8世紀前半。

410は 土師器甕、41引よ土師器邪である。411の 口縁部内面に斜格子状の嗜文を施す。

徽)時期不明

第 V層検出のピットは8基 (調査壁の上層観察にて 4基検出を合む)である。埋土は①褐

色の粘土質シル ト、②褐色の粘土質シル トに責色シル トが斑点状に混入するものである。ピッ

ト内からの遺物の出土はなく、時期はわからない。

そのほかに、第V層 中からミニチュア土器や土玉等が出土 した。遺構に伴わず、時期の特

定が難 しく、ここでは時期不明遺物として取 り扱うことにする。

出土遺物 (第77図、図版49)

412・ 413は小型の鉢形土器。413は 文様の全容は不明だが体部外面に細沈文による線刻を施

す。414は 手づ くね土器、4151ま 土玉である。径 5 mm大の子しを穿つ。

‐十日
銅川
百
目
‐‐
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5

第76図 第V層 (古代)出土遺物実測図

Ⅷ9聞―剛 Φ 鶴
0                1o               20cm

(S=1:4)

第77図 第V層 (時期不明)出土遺物実測図
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調 査 の 概 要

〔3〕 第Ⅵ層検出の遺構 と遺物
第Ⅵ層検出の遺構は竪穴式住居址 3棟である (第78図 )。

(1)弥生時代
1)竪穴式住居址

SB2(第 79図、図版14)

調査区南壁中央部やや東寄 りH6・ 16区 に位置する。遺構東半部は調査区外に続 く。調査

区東壁の土層観察により第Ⅵ層中からの掘 り込みであることを確認 している (第 11図 )。

平面形は隅丸の方形を呈するものと考えられ、規模は南北4.8m、 東西検出長2.Om、 壁高

は約20cmを 測る。床面は比較的平坦で硬い。埋土は褐色粘質土と責色土の混合土である。

(S=,:400)

第78図 第Ⅵ層遺構配置図
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遺 構 と 遺 物

主柱穴はSP① o②の2本を検出し、おそらく4本柱の可能性が高いと考えられる。そのほ

か、住居址床面にて大小12基のピットを検出したが、本住居址に伴うかどうかはわからない。

遺物は埋土中に弥生土器、土師器片が数点出土 している。

出上遺物 (第80図、図版50)

416は刻み目凸帯文甕形土器である。混入品であろう。弥生前期。417～ 4221ま壷形土器、423

は鉢形土器の底部である。

時期 :出土遺物は総 じて弥生時代後期後半～末に比定されるものである。時期特定は難 し

いが、本住居址の埋没時期は弥生時代後期後半～末と考える。
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褐色土(黄色土混入)

掲色土

暗褐色土
(S=± 60)

第79図 SB2測 量図
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調 査 の 概 要
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第80図 SB2出 土遺物実測図

SBl(第 81図、図版14)

調査区南壁中央部 14・ 5区に位置する。住居址北西及び南西部はピットに切 られ、南半部

第81図 SBl測量図
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遺 構 と 遺 物

は調査区外へ続 く。調査区南壁の土層観察により第Ⅵ層中からの掘 り込みであることを確認

している (第 3図 )。

平面形は隅丸の方形を呈するものと考えられ、規模は東西4.4m、 南北2.2m、 壁高は約30cln

を測る。埋土は第Ⅵ層と同様の褐色粘質土に責色上が斑点状に混入するものである。住居址

床面にて大小4基のピットを検出したが、本住居址に伴うものかどうかは不明である。

遺物は埋土中から弥生土器 。土師器片が散在 して出土している。

出上遺物 (第32図、図版50)

424～427は甕形土器。424～426は 「く」の字状日縁で、日縁端部は424・ 425は丸 く、426は

「コ」字状に仕上げる。4271ま 口縁端部に亥1み 目を施す。弥生時代前期。混入品であろう。428

は鉢形土器。外反する日縁部をもつ。429は壺形土器。4301ま 高邪形土器、43Hま器台形土器。

430は 円筒状の柱部に径lcmの円孔を穿つ。431は裾部が大きく外反するものである。432は鉢

形土器、4331ま 壷形土器の底部である。432は 突出部をもつ。

時期 :遺物はすべて埋土中からの出土であるが、その大半が弥生時代後期後半～末の様相

を示している。よって本住居址の埋没時期は弥生時代後期後半～末と考える。

1三「=尽ミ
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ロ
コ
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４３

１
駕
司
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引
‐
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0                 19                20cm

(s=t4)

第32図 SBl出 上遺物実測図

SB5(第 83図 )

調査区南壁中央東寄り15・ 6区に位置する。遺構東半部及び南半部は調査区外に続 く。調

査区南壁の上層観察により第Ⅵ層中からの掘 り込みであることを確認 している (第 8図 )。
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調 査 の 概 要

(S-1:60)

第83図 SB5測量図

平面形は隅丸の方形を呈するものと考えられ、規模は東西検出長3.Om、 南北検出長0.8m、

壁高は約15cmを 測る。床面は北東から南西に向けて緩やかに傾斜 している。埋土は褐色粘質

土と責色上の混合上である。

主柱穴はSP① ,②の2本が考えられ、おそらく4本柱であろう。住居址床面にて主柱穴以

外に2基のピットを検出したが、埋上が暗灰褐色上であることから、本住居址に伴うものとは

考えがたい。本住居址からの遺物の出土はない。

時期 :住居址の形状や埋上が S Bl・ 2に類似することから、ほぼ同時期のものと考える。

2)そ の他の遺構 と遺物

第Ⅵ層出土遺物 (第84図 )

434は甕形土器。日縁端部は上方につまみ上げている。435は 複合日縁重の頸部片。日縁部

は欠損している。436・ 437は甕形土器の底部。436は くびれの上げ底、437は わずかに上げ底

を呈する。438・ 439は鉢形土器。439の 底部はわずかに突出する。

1.掲色土 (黄色土混じり)

″
' 434

第34図 第Ⅵ層 (弥生)出土遺物実測図

0           1          2m

煎 4弱
龍` 37

辻 8＼琥
0               10              20cm

(S=t4)
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遺 構 と 遺 物

〔4〕 第Ⅶ層検出の遺構と遺物
第Ⅶ層検出の遺構は竪穴式住居址12棟、土坑13基、溝13条、自然1荒路 3条、ピット604基他

である。各遺構は弥生時代後期から古代までのものである (第85図 )。

(1)弥生時代

1)竪穴式住居址

SB8(第 86図 )

調査区中央部南寄りF3区～G4区に位置する。遺構北西部はS D14(8世紀)に、南西

部はS K13(古墳後期)に、南東部は掘立 4柱穴 (古墳後期)に切 られる。

平面形は円形を呈し、規模は長径4.8m、 短径4.6m、 壁高は約15cmを 測る。遺構の遺存状

①
l

|     |

0       5      10m

(S=1:400)

第85図 第Ⅶ層遺構配置図
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調 査 の 概 要

況は良好ではなかった (東半部では壁高は約 2 cm程度)。 床面はほぼ平坦で硬 くしまっている。

埋土は褐色粘質土に責色土が斑点状に混入するものである。

主柱穴はSP①・② o③・④・⑤の5本を検出した。おそらく他に1本 あるものと思われ、

6本柱の可能性が考えられる。各柱穴は円～桔円形を呈し、規模は径30～ 45cm、 深さ10～ 20cm、

柱穴間は1.2～ 2.Omを 測る。

炉址は住居址中央部やや北西寄りに位置する。平面形は楕円形を呈し、規模は長径0.8m、

短径0.6m、 深さ約30cmを測る。断面形は逆台形状を呈する。炉内にて少量ではあるが炭化物

を検出した。埋土は褐色の粘土質シル トである。

H24,200m

1.掲色土 〔黄色土混入〕
(S=1:60)

第86図 SB8測 量図

SP⑤          ＼

瞥 に
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遺 構 と遺 物

遺物は住居址床面付近に散在 して出土している。

出上遺物 (第87図 )

440は 甕形土器の底部である。器壁にやや厚みをもつ。441は壺形土器の底部である。小さ

く突出する平底をもつ。

時期 :出土した遺物は弥生時代後期末の特徴を示 している。よって、本住居址の廃棄・埋

没時期は弥生時代後期末と考えられる。

0               10              20cm

第87図 SB8出土遺物実測図

SB9(第 88図、図版15)

調査区南西部F2区～G2区に位置する。遺構北半部はSB6、 南東部はSB3お よび S

D14に切 られる。南西部はSD8。 9を切っている。

平面形は円形を呈するものと考えられ、規模は東西検出長5.3m、 南北検出長4.7m、 壁高

は約15cmを 測る。床面はほぼ平坦で、比較的硬い。住居址壁体に沿って径 6～ 14cm、 深さ4～

12cmの小ピットが、住居址北西部及び南西隅で検出された。遺構埋土は褐色粘質土に責色土

が斑点状に混入するものである。

主柱穴はSP① o②・④を検出した。柱穴埋土、配置等からSB3床面検出のSP③、 S

B6床面検出のSP⑤もSB9の柱穴と考えられ、おそらく6本柱であろう。

炉址は住居址中央部やや西寄りに位置する。平面形は楕円形を呈し、規模は長径0。 7m、 短

径0.6m、 1条 さ約20cmを 測る。断面形は浅い皿状を呈する。炉内からは炭化物、焼土が検出さ

れ、完形品に近い鉢形土器 (459)が うつぶせの状況にて出土 した。

炉内を除くと遺物は住居址西半部の床面付近に集中して出上 している。
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調 査 の 概 要

出上遺物 (第89。 90図 )

甕形土器、壷形土器、高邪形土器、 ミニチュア品が出上している。

442～ 444は 甕形土器である。442は 日縁端部がわずかに内傾し、曖味な面をもつ。443は厚

みをもつ平底、444は立ち上がりをもつ平底である。445～449は壷形土器である。445～447は

複合日縁壷である。445は 日縁接合部は面をなし、櫛描波状文をもつ。日縁部には櫛描波状文

を2段 もつ。446は 日縁部に大い沈線文をもつ。4481ま 直日日縁壷で、器壁が薄い。449は胴上

べ

」
ル

ト

H.23,800m_         f、

1.掲色土(黄色土混入)〔SB9埋土〕

2.暗灰掲色土 〔SB3遅土〕 (S=t60)

第88図 SB9測 量図
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遺 構 と 遺 物

Ч 44

疵 57

I

0

SB9出 土遺物実測図(1)第89図
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調 査 の 概 要

|《‖ ャ              |!             21cm

第90図  SB9出 土遺物実測図似)

半部の破片で、沈線文をもっている。小片にて傾 きは判断できなかった。450～ 459は鉢形土

器である。450～ 4531ま 日径が19～23cmの ものである。450・ 451は 日縁部が外反するもので、

450は 器壁が薄 く日縁部が著 しく長いものである。45引ま日縁部がわずかに折 り曲げられるも

のである。452・ 453は 直日口縁 をもつ ものである。452は大 きめの底部をもっている。454～

459は 日径が 9～ 16cmの ものである。454～ 457は 日縁部が外反するもので、458。 459は 直口口

縁のものである。454は器壁が薄 く、仕上げが丁寧であり稜をもって外反する短い口縁部をも

つ。450。 453と 同 じ様相 を示す。455。 456はやや厚い平底をもっている。457は焼成前の小円

孔をもつ ものである。458・ 459は 直口日縁をもつ もので、458は 器高が低 く、459は 器高が高

いものである。459は立ち上が りをもつ平底である。460は小型品で、 ミニチュア品と考えら

れる。指頭痕が著 しい。461・ 462は 高郭形土器の脚部である。461は柱部の中位部分であるが、

器壁がやや厚 く器台に似た形状 を呈 している。462は裾端部に近い位置に円孔をもってお り、

異質の感がある。

時期 :出 土 した遺物か ら、廃棄・埋没時期は弥生時代後期末に比定する。

S B12(第 91図、図版 12)

調査区南西隅Gl・ 2区 に位置する。遺構南半部は S Blo(古墳中期)に、北半部は掘立 1

(古墳後期末)柱穴に切 られている。

平面形は円形を呈するもの と考えられ、規模は東西検出長4.9m、 南北検出長2.6m、 壁高

は約20cmを 測る。床面は北から南に向けて緩やかに傾斜 している。埋土は褐色粘質土に責色

上が斑点状に混入するものである。

住居址壁体に沿って径4～ 10cm、 深 さ5～ 8cmの小 ピットが北壁沿いに散在 して検出された。

炉址は住居址ほぼ中央部に位置する。平面形は楕円形を呈 し、規模は長径0,82m、 短径0.

462

４

い蠍

い
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遺 構 と 遺 物

H24,200m

(S=1:60)

第91図 SB12測量図

48m、 深さ約10帥 を測る。断面形は浅い皿状を呈する。炉内からは炭化物・焼上のほか、完

形の鉢形土器 (469)が横たわった状態で出土している。

他に住居址中央部及び北東部壁体に沿って焼土塊が散在 して検出されたが、床面に焼けた

度跡はみあたらなかった。遺物は埋土中及び床面直上から弥生土器が散在 して出土している。

出上遺物 (第92図 )

甕形土器、壷形土器、鉢形土器、高不形土器、支脚形土器ほかが出土している。

463・ 466・ 467は甕形土器である。463は 底部を欠くが遺存が比較的良好なものである。球

形の胴部と、日縁端部に曖味な面をもつものである。464・ 465・ 4681ま 壺形土器で、464・ 465

は複合口縁壷である。464・ 465は接合部が小さく下方に垂れ下がるものである。464は櫛描波

状文をもつ。468は立ち上がりをもつ小さい平底で、鉢形土器の可能性もあるものである。469

は鉢形土器である。完形品で、 くびれの上げ底はやや大きい底部となる。470。 471は高邪形

土器である。4701よ 邪部の小片で、端面に櫛描波状文をもつ。47Hま脚部片で、柱部が短い。

472・ 473は支脚形土器である。472は 底部片で、厚い器壁で表面に指頭痕を残す。473は受部

片で、角状に突出する受部をもつものである。474は蓋形土器と考えられるものであるが、断

ｇ
０
０
劇
ギ
Ｎ
．エ

1.掲色土(黄色土混入)〔SB12埋 土〕

2.暗灰掲色土 〔SBlo埋土〕
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調 査 の 概 要

基≡璽望ゴア下 几A4＼〔ヒ私

三苺
470

ブ撫功

474

m

(S=± 4)

第92図 SB12出土遺物実測図

定できない。器壁が厚 く、水平にひろがるものである。475,4761ま 古い時期のものである。

475は 弥生時代前期の甕形土器の日縁部である。日縁端部に刻目をもつ。476は壷形土器の胴

部片で、胴部最大部分にM字状の刻目凸帯をもつ。

時期 :出土 した遺物には多少の時期差がみられるが、概ね弥生時代後期末の特徴を示 して

いる。よって、本住居址の廃棄・埋没時期は弥生時代後期末と考えられる。
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遺 構 と 遺 物

S B15(第 93図、図版15。 19)

調査区中央南寄 りG5区～H6区に位置し、 S B16・ 17と 重複する。理土が類似すること

から検出に困難を有した住居址である。遺構北部はS K14(8世紀)に切 られている。

平面形は不整の円形を呈する。住居址は東部に長径幅70cln前後、高さ約15cmの テラスを有

する構造であった。規模は長径5,9m、 短径5.6m、 壁高は約30cmを 測る。床面はほぼ平坦で

比較的硬い。

埋土は 3層 に分層され、上層は褐色の粘土質シル ト、中層は上層に黄色土が斑点状に混入

するものである。下層は黒褐色の粘土質シル トである。住居址床面及びテラスの床面にて幅

1.褐色土

2.掲色土 (黄色土ブロック混入)

3.黒褐色土

第93図  SB15測量図

Ｅ
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Ｎ
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エ

H24,200m
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調 査 の 概 要

10cm、 深 さ 5～ 8 cmの小溝が検出された。

主柱穴はSP①・②・③ o④の 4本を検出した。各柱穴は楕円形を呈し、径40～ 60cm、 深

さ約10～ 15cmを 測る。柱穴間はSP①―②間2.4m、 SP①―④間2.7mを 測る。

炉址は住居址中央部やや南寄りに位置する。平面形は不整の楕円形を呈し、規模は長径1.2

m、 短径0.6m、 深さ約20cmを 測る。断面形は皿状を呈する。理土は黒褐色の粘土質シル トで

ある。

主柱穴以外に住居址床面にて大小12基のピットを検出したが、本住居址に伴うものかどう

かは不明である。

住居址は壁体溝と思われる溝が二重に巡ることや埋上の堆積状況、平面形態などから住居

の拡張もしくは 2棟の住居址が重複している可能性 もある。

これらの判断が困難であったため、本稿ではテラスを付設する住居址として報告 している。

遺物は住居l■床面及び埋土上層からの出土である。上層からは須恵器・土師器 (6～ 8世

紀)が出土 し、床面付近からは弥生土器が出土している。

出上遺物 (第94～96図 )

甕形土器、壷形土器、鉢形土器、甑形土器、支脚形土器ほかが出土 している。

477～485は甕形土器で、いずれも破片で小さいものである。479以外は在地的なもので、479

は畿内的要素をもつものである。479は球形の胴部で内面にケズリ痕をもち、日縁端部は面を

なしている。483～ 485は 底部片で、483は平底、484は 曖味は面をもちながらも丸底となって

いる。486～ 49Hま壺形土器である。486。 487は大きくひろがる日縁吉「をもつものであるが、

487は器壁が薄 く高邪形土器や器台形土器等の脚部片に近いものである。488～490は平底の底

部で、491は立ち上がりをもつものである。492～495は鉢形土器である。いずれも直口口縁を

もつ。495は丸底である。496・ 497は いわゆる飯形土器である。丸底の底部に焼成前に円子とを

穿つ。4971ま 焼成前に円孔と未貫通の小円孔を穿つ。498は小片で、把手付土器の把手部分で

ある。499～ 501は支脚形土器である。4991よ 角状の突起を受部とするもので、突起を2ヶ もち

背面には小さいつまみだしをもっている。5001よ器高が低いもので、体部は中実となる。受部

には上外方にのびる小突起を lヶ もつ。50Hま裾部片である。

502～505は埋土上層出土品である。

502は土師器の甕形土器。日縁部が内湾 し、日縁端部は内傾する面をなす。503は重形土器。

日縁部が直立気味に立ち上がり、日縁部内面は刷毛目調整、体部内面はヘラケズリ調整を施

す。5041ま須恵器不蓋。天丼部と口縁部との境は凹線により表現される。日縁端部は尖り気味

に仕上げる。505は須恵器不身。たちあがりは欠損 している。

時期 :住居址床面出土の遺物は弥生時代末に比定されることから、本住居址の廃棄・埋没

時期は弥生時代末と考えられる。
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遺 構 と 遺 物

夕
′

484

第94図 SB15出土遺物実測図(1)
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調 査 の 概 要

第95図 SB15出土遺物実測図修)

501

0              10             20cm

(S=1:4)

m

(S‐ ±4)

5

9         5        10Cm

(S=1:3)

第96図 SB15出土遺物実測図伯)
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遺 構 と 遺 物

S B17(第 97図、図版16～ 19)

調査区の中央南よりに位置する。住居址東側はS D17。 S K14に切 られ、南側は S B16に

大 きく切 られて、破壊 されている。平面形態は円あるいは楕円形を呈 し、規模は直径あるい

は長軸が7m前後 と想定される。住居の北側には張 り出 し部が付設 されている。張 り出し部は、

平面形態が長方形を呈 し、規模は東西1.3m、 南北0.8mを 測る。壁高22～34cmの遺存であっ

た。張 り出 し部の床は、住居のそれより8 cm程度高 くなっている。壁体に沿って幅10cm程度

のテラスが巡る。テラスの床は、住居の床から6～ 10cm程度高 くなってお り、第Ⅶ層を削 り

出 してつ くり出 した ものである。本住居址の覆土は暗褐色上である。床面は硬 くしまってい

た。壁体に沿って幅15～30cmの 周壁溝を検出している。張 り出 し部には、この溝の外側に沿っ

て同幅の周壁溝 1条 を検出 している。

主柱穴はSP①、②、③の 3本を検出した。先述 したように住居址の大半が破壊されてお

り、主柱穴の配列は明らかにできなかった。検出した主柱穴は楕円形を呈 し、長軸40伽、短

軸20cm、 深さ10～ 40cm、 柱穴間は2.1～ 3.Omを 測る。

SK14

J

暗掲色土 (黄色土ブロックを多量に含む)

暗褐色土 (黄色土ブロックを少量に含む)

暗褐色土+黄色上の混合土

(S=1:80)

第97図 SB17測量図

。
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調 査 の 概 要

H24,0011m

圃 焼土

□ 炭化物

1. SB17埋 :上

2.暗灰掲色土 (炭化物含む)

3.暗灰掲色土 (炭化物・焼土含む)

4.暗灰掲色土+黄色土 (炭化物含む)

5.暗灰褐色±  0        50cm
6.黄褐色土

第98図  SB17内炉測量図

炉址は、住居址の中央 と想定される位置で検出した。平面形態は不整円形を呈 し、長軸 (東

西方向)短車由 (南北方向)と もに1.2m、 深 さ7～ 34cmを 測る。構造は西に最深部があり、東

にむかって掘 り方が浅 くなっている。埋土は、 4層 に分層可能であるが、暗灰褐色土 (粒が

細か く、炭化物粒が散在する)を基調 としている。最深部の床面には焼土や炭化物が認めら

れず、これらが確認されたのは、掘 り方の浅い東側の床面である。床面直上に炭化物が層厚

l cm程度みられ、この上には焼上が厚さ 3 cm程度認められた。

遺物は、張 り出 し部を中心に弥生土器・石器が出土 した。なかで も、住居址の床面直上か

ら出土 した石杵 (2061)に は、その機能面に赤色顔料が良好に遺存 (付着)し ていた。

出土遺物 (第 99。 100図、図版50)

甕形土器、壷形土器、鉢形土器、高不形土器、支脚形土器が出土 している。また、506～509

は張 り出 し部より出上 した遺物である。
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遺 構 と 遺 物

張 り出 し部から出土 した506・ 507は 甕形土器で、506は 長胴、5071ま 胴部に膨 らみをもつ も

のである。508はこ形土器の胴部である。平底で、外面はヘラミガキがなされる。509は壺形

土器の回縁部片で日縁部に大い沈線文を 2条 もつ。509は古い時期の ものである。

510～ 533は住居llL出 土品である。510～ 515は 甕形土器である。510・ 51Hま肩部が強 く張 る

もの と考えられる。51Hよ 口縁部下に施文であるか調整時に無意識的についた線であるのかが

判断で きない沈線を 1条 もっている。512は月同部の張 りが弱 く、器壁が厚いもので、異形品で

ある。513～ 515は底部で、いずれ も底部全体に丸みをもつ。516～523は壺形土器である。516

は複合 口縁壺で、接合部は面をもち櫛1苗波状文を施す。 口縁部には櫛描 き波状文のほか、 1

組 8条のタテ直線文帯を等間隔に施す。5171ま 口縁部が短い複合口縁ことなるもので、 口縁端

面に浅い沈線文が 2条施される。形態、施文 とも異質の感がある。518は直口日縁壼で、日縁

部に細い|た線文を 3条 もつ。器壁が薄い。519は広口主で、日縁端部が拡張され、端面に櫛描

波状文をもつ。520は月同部片で、複合口縁ない し広日の壺になると思われる。521～ 523は底部

片で、平底の ものである。524～ 528は鉢形土器である。524は 中型品で、長い口縁部をもつ。

525。 526は直口口縁をもつ ものである。526は ほIP完形品で、底部は立ち上が りをもつ平底 と

なる。527は脚付鉢である。大 きく広がる裾部 と円孔 (4方 向)を もつ。528は底部が低い高

台状の平底となるものである。タタキ痕 とみられる跡を看取する。529は ミニチュア品で、 く

びれの上げ底 となる。530。 53Hま 高邪形土器である。530は 日縁部小片である。53Hま 脚部 片

で、裾部は有段 とな り、円孔をもつ。532・ 533は 支脚形土器である。532・ 533と もに受吉Iに

突起 を 2ヶ もつ ものである。体部は532は 中空、533は大部分が中実であり、底部が上げ底 に

なるものである。533の背面は小さく突出 している。

時期 :出 土 した遺物の特徴などから本住居址の廃棄・埋没時期は弥生時代末に比定されよう。

S B15～ 17出 土遺物 (第 101図、図版50)

S B15。 16,17は切 り合いの関係にあ り、いずれの住居に伴うか判断できなかった遺物 を

以下にあげる。

534～ 536は甕形土器である。胴部に膨 らみをもつ もので、534・ 535は タタキ痕を看取す る。

537～ 539は 複合口縁壷である。537は接合部に面をもち、斜格子文を施す。538は 口縁部に斜

線文充填の三角文をもつ。540～542は鉢形土器である。540は外反口縁に平底、541・ 542は直

日口縁に丸底の形態をもつ。543は壷形土器あるいは鉢形土器の底部である。544は鉢形土器

の底部で くびれの上げ底となる。545は 充填技法の高lTh柱部片である。546は甕形土器の底部

で、厚い平底 となる。
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調 査 の 概 要
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第99図 SB17出土遺物実測図 (1)
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遺 構 と 遺 物
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第100図 SB17出土遺物実測図確)
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調 査 の 概 要

第101図  SB15～ 17出土遺物実測図

υ               10              2∝ m
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遺 構 と 遺 物

2)自 然 流 路 と土 器 溜 りほか

本調査において3条の自然流路を検出した。発掘調査時の工程をふまえながら各流路の概略

を説明する。調査は調査区北西部から中央部 (B2～ D7区)と 南東部 (E6～ H8区)に分け

て行った。

まず、流路の掘 り下げに先立ちE～ H区の7・ 8区間にベル トを設定した (Eベル ト)。 ベル

ト沿いに先行 トレンチを掘 り、土層観察を行った。また、調査開始時に設定した東西方向と

南北方向のベル ト (A・ BoCベル ト)及び調査区東壁 。西壁の土層観察をもとに流路の範

囲や堆積状況の把握に務めた (第 102図 )。

11213141516
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第102図 第Ⅶ層上面検出状況図
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調 査 の 概 要

南東部ではS Rl・ 2・ 3の 3条の流路を検出した。北東部から中央部では SRHま検出されず

S R2・ 3の 2条の流路を検出 した。

つづいて、 S Rl～ 3の埋上について説明する。 SRHま粘性の強い砂を多く含む暗灰褐色土

を埋上にもつ流路である。その上面には褐色の粘質土が覆っている。本稿では暗灰褐色土を

S Rl下層、褐色粘質土を S Rl上層として呼称する。また流」A・基底面からは明灰色砂層と鉄

分を多 く合む小礫層を検出 した。前者を最下層 A、 後者を最下層 Bと して土層名を呼称 した。

両者は出土地点が異なるため前後関係はわからない。

S R2及び S R3は 調査区南東部から北西部に向けて流れる流路である。灰色の粗砂を埋土

S  NCI
B  I

Ｖ

Ⅶ

Ⅷ

Ｉ

Ｉ

　

Ⅲ

表土

緑灰色土

明茶褐色土

暗灰褐色土

黄褐色粘質土

暗灰色砂礫

第103図 西壁土層図

F8 1

(S―■100)

G8 1Ett l s H8
H25,300m

w ぜ
71 H8

I 表土

I 緑灰色土
Ⅲ 明茶掲色土
V 暗灰褐色土
V 掲色土

Ⅵ 掲色土 (黄色土ブロック混入)

Ⅶ 黄褐色粘質土

SR3 灰色粗砂
SR2 灰色粗砂
SR刊 上層 掲色粘質土
SRl下層 暗灰掲色土
最下層A 明灰色砂

H25,300m

Ⅱ

Ⅲ

(S-1:100)

第104 東壁 (上 )南壁 (下 )土層図
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遺 構 と 遺 物

にもつ流路である。両者の埋土は類似 しており、形状や範囲は調査区東壁 。西壁及び調査区

内に認定したベル トの土層観察をもとに認定している (第 103・ 104図 )。 北西部から中央部ま

では両者の区別が難 しく、調査は同時に掘 り下げることになった。そのため、出土 した遺物

はどちらの流路のものか判断 していない。よって、これらの遺物を本稿では「 S R2・ 3出土

遺物」として掲載 している。一方、南東部ではS R2と S R3の認定が可能であり、区別して

調査をした。 S R2は完掘後、流路基底面に明灰色砂層と鉄分を合む小礫層を検出した。前者

をSR埋±2、 後者を埋±3と 呼称 した。

S RI～ 3以外の遺構

また、3条の流路掘 り下げ時には、遺構 と土器溜りを検出した。北西部から中央部では土器

溜 り2箇所 (S Xl,S X2)と 溝1条 (S D401)を 、南東部では土器溜 り2箇所 (S X3・ SX
5)と 溝1条 (S D402)を 検出した。以下、自然流路と遺構・土器溜 りについての検出状況を

模式図を用いて説明する (第 105図 )。

① まず、北西部から中央部では S R2・ 3の 2条の流路を検出した。2条は土層観察より、 S
R2が S R3に先行する。両者を掘 り下げた後、I荒路基底面では S Xl、 S X2と 溝 S D401を 検

出した。 S Xlと S X2は、 S D401埋土上面付近から検出した土器溜 りである。

② 次に、南東部ではS Rl～ 3の流路を検出した。 S R3は S Rl及び S R2を一部浸食してい

る。よって、はじめにS R3を掘 り下げ、つづいて、 S R2の 掘 り下げを行った。 S R2の上部

では遺物を合む土層 (S X 401・ 402)を 検出した。調査はS X401と 402を 完掘後、調査区を

北と南 (北半部、南半部と呼称)に分けて行うことにした。

③ 北半部では西側 と東側で流路基底面の様相が異なっている。西側はS R2を 完掘すると、

流路基底面で S X5、 溝 S D402、 明灰色砂 (理±2)と 小礫層 (埋±3)を検出した。 S X5は

S D402埋土上面付近から検出した土器溜まりである。埋±2と 埋±3は 出土地点が異なるため、

前後関係は不明である。

(1) 北西部から中央部

(2) 南東部 南半部
1司

し半部

第lo5図 SR模式図
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調 査 の 概 要

北半部の東側では S R2を 完掘すると、 S Rl下層が検出された (S Rl上 層は本来、存在 し

ていたと考えられるが、調査時には S Rl下層と区別できなかった)。 つづいて下層を完掘す

ると、流路基底面には明灰色砂層 (最下層A)と 小礫層 (最下層 B)が検出された。最下層

A・ Bは、出土地点が異なるため前後関係は不明である。

④ 南半部ではS R2を 完掘すると、 S Rl上層が検出された。次に上層上部では土器溜 りS

X3が検出された。つづいて、 S X3及 び上層を掘 り下げると、 S Rl下層が検出された。南半

部では下層の堆積は北半部に比べて厚いため、調査は上部と下部に分けて掘 り下げを行った。

下層下部を完掘すると、流路基底面 となり、基底面では明灰色砂層 (最下層A)を検出した。

以上のように、自然流路や土器溜 り等は、地区により堆積状況や調査方法が異なるため、

報告は調査区の北西部から中央部までと、調査区の南東部に分けて記述を行うことにする。

また、記述に際しては遺構は宮内が、土器は梅木が担当した。さらに石器は加島が担当しP

283～ 3071こ 、鉄器は宮内が担当しP308～ 31Hこ まとめて記述 した。

(1)北西部 か ら中央部 (B2～ D6区 )の調査 (第107図 )

調査区北西部から中央部では自然流路2条 と溝1条、土器溜り2基、ピット7基を検出した。

SR2

調査区南東部H8区から北西部 B2区に向けて流れる。D4～ D6区では第Ⅷ層砂礫層が一部

露出し流路の形状は不明である (第102図 )。 北西部から中央部では検出規模は最大幅7m、 深

さは検出面下約40cmを 測る。断面形は浅いU字状を呈する。基底面からは溝 S D401を検出し

た。また S D401の埋土上面付近からは土器溜まりを2箇所検出した (S Xl・ S X2)。

SR3

調査区南東部 G8区から北西部 B2区 に向けて流れる流路である。調査区中央部以西では、

S R2と の切 り合いは断面では確認できたが、平面では区別がつかなかった。そのため S R3

の両岸は、調査区西壁と調査区内のベル トの断面、さらには流路の基底面のレベルにより、

想定ラインを設定したものである。北西部から中央部では、検出規模は最大幅3.2m、 深さは

検出面下約50c/mを 測る。断面形はU字状を呈する。土層観察では、埋上が S R2に くらべ大粒

の砂粒があり、 S R2よ りは急な流れをもつ流路であったと推測される。

S R2・ 3か らは弥生時代後期末から古墳時代初頭頃までの遺物が出土 している。

S N
D21 C2 I B2

SD40耳

Ｖ
　
Ⅶ

暗灰掲色土  SR3
黄褐色粘質土 SR2

灰色粗砂 SD401暗灰掲色微砂

灰色粗砂

o                                5m

第106図  Aベ ル
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遺 構 と 遺 物

SD401(図 版21)

S D401は C3区からB2区にあり、 S R2の完掘後に流路基底面で検出した溝である。規模

は最大検出幅90om、 深さは検出面下約20cmを 測る。埋土は暗褐色で粘性の強 く、・微砂が主体

となる。断面形は浅い、逆台形状を呈する。溝底面は東から西へ向けて緩やかな傾斜をなす。

溝内からの遺物の出土はない。

ただし、S D401埋土上面付近では上器溜まりを2箇所検出している (SX卜 S X2)。

ト

レ

チ

第107図 北西部遺構検出状況図
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調 査 の 概 要

SXl(第 108図、図版19・ 20)

調査区北西部 C3区 にあり、 S D401の 上面で検出した土器溜りである。出土物は1× 3.2m

の範囲で、押 しつぶされた状態で検出している。明確な掘 り方は確認できなかった。遺物は

図化 して取 り上げを行い、上部遺物 (S Xl上部出土遺物)を取 り上げるとさらに完形に近い

遺物が下部より出土した (S Xl下部出土遺物)。 S Xlか らは弥生時代後期末に比定される遺

物が多数出上し、石器には石庖丁の未製品 (P287,第 268図 )が出土している。

SXI下 部出土遺物 (第 109～ 112図、図版51～ 53)

547～ 558は甕形土器である。法量より、547～ 550は大型品、551～ 553は 中型品、554～558

は小型品となる。器形は長胴、平底、短 く外反する日縁部をもつものである。ただし、胴部

最大径が胴上位に位置するものと中位にあるものとがあり、日縁部でも長いものと短いもの

があり、多少の違いがみられる。559～ 564は壺形土器である。559～ 56Hま複合口縁壷である。

561は大型壺で、大きく突出する接合部をもつ。口縁端部の内面、端面、接合部上端面に竹管

文を施しており、器形・施文とも異質である。5621ま広日壷で、器壁は厚いものとなる。563・

564は壷形土器の胴部片である。564は細長頸重になるものと思われる。565～ 571は鉢形土器

である。565～567は外反する日縁部をもつものである。565は薄い器壁のもので、大きくひろ

がる長い口縁部をもつものである。568・ 569。 571は直口日縁をもつものである。571は丸底

となる。570はやや広い平底で小さく突出するものである。572は大型の器台形土器である。

多段の円了しと櫛描文をもつものである。573は鉢ないしは壷形土器の底部に穿孔を加えたもの

である。574～ 577は支脚形土器である。5741ま 体部が中実、575～ 577は 中空のものである。

SXI上 部出土遺物 (第 113図 )

578～580は甕形土器である。形態は長胴で、短 く外反する日縁部をもつものである。581～

587はこ形土器である。581・ 582は複合口縁壷で、583も 複合日縁壷になると思われるもので

ある。584は外反する日縁部をもつ中型壷である。585～587は底部であるが、586・ 587は中～

大型品で複合口縁壷となるものであろう。588は鉢形土器である。5891よ 高郭形土器のJTh部 片

である。590は器壁が薄いので器台形土器ではなく、高邪形土器と判断したものである。591

は大型の器台形土器である。端面に櫛描きの浅い直線文をもつ。5921ま甕形土器であるが胴部

の張 りが弱 く、日縁直下が薄 く、 しまりをもつことより古い時期のもの (後期前葉)である。

SX2(第 H4図、図版20・ 21)

調査区北西部 B2・ 3区にあり、 S D401の上面で検出した土器溜りである。 SXHま S X2の

南面、約1.5mに ある。出土物は1× 2.8mの範囲で、遺物がまとまって出上している。明確な

掘り方は確認できなかった。遺物は完形品に近いものが多く、図化 して取 り上げを行い、上

部出土のものをS X2上部、下部出上のものをS X2下部とした。 S X2か らは弥生時代後期末

に比定される土器が多数出土 している。
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-111-



調 査 の 概 要

第109図  SXl下 部出土遺物実測図 (1)
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遺 構 と 遺 物

」              19              20cm

第110図 S�下部出土遺物実測図似)
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調 査 の 概 要
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第111図 SXl下部出土遺物実測図0)
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遺 構 と 遺 物

(S=1:4)

第112図  SXl下部出土遺物実測図僻)

とりわけ、 S X2上部からは分0同形土製品が1点 出土 している。石器では、上部より石庖丁が

1点 出上 している (P287,第 268図 )ほか猪の切歯が1点 出土している (P312)。

SX2下 部出土遺物 (第 115～ 119図 、図版54。 55)

甕形土器、壷形土器、鉢形上器、高邪形土器、支脚形土器が出土 している。

593～ 606は甕形土器である。器形は長胴、平底、短 く外反する日縁部をもつものである。

593～ 596は大型品で、胴部の張 りが著 しいもの594・ 595がみられる。597。 5981よ 中型品で、

598は一部を欠くがほぼ完形品となる。597・ 598は 日縁端部を水平近 くに強く折 り曲げるもの

である。599～ 602は小型品である。599は ほtF完形品で、底部は平底であるが丸みをもつc

603～ 606は底部片で、いずれも平底である。605・ 6061ま 小さい平底で、胴部下半にふ くら

みをもつものである。607～ 620は壷形土器である。607～ 612は複合日縁壷である。607・ 608

は接合部は面となり、609～611は稜となる。611は小型で完形品である。日縁部下半に2条1組

の工具による長い刻目をもち、異質な加飾方法となる。613は大型品の底部片で、複合日縁童

になるものと思われる。底部外面に、鳥足状の沈線文がみられる。614は短 く外反する日縁部

をもつ中型壷である。器壁が厚 く粗製である。615。 616は広口壷で、6161ま 日縁部に櫛描波状

文をもつ。617・ 618は細長頸重である。接合部分がないため別個体として取 り扱ったが、同

一体である可能性をもつ。6191よ短頸壷である。短 く外反する日縁部と小さく突出する小さい

平底をもつ。なお、617～619は器壁が薄 く、仕上げも丁寧なものである。620は突出する厚い

平底となるもので、壷形土器の底部片と思われるものである。621～633は鉢形土器である。

形態には日縁部が外反するものと直日のものがある。621～625は外反口縁のものである。621

は大型品で平底となる。6251ま 小型品で、丸みをもつ小さい平底となる。626～ 6301ま直日口縁

のものである。626・ 627と もにわずかに上げ底となる。630は胴部が外傾するもので、日径に

対し器高が高いものである。
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第113図 SXl上部出土遺物実測図
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遺 構 と 遺 物
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第115図 SX2下部出土通物実測図(1)
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遺 構 と 遺 物
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調 査 の 概 要

圧正三覆
~~三

式 616

υ                I∪                20cm

(S=1:4)

第117図 SX2下部出土遺物実測図伯)
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調 査 の 概 要

|

10

(S-1:4)

第119図 SX2下部出土遺物実測図6)

631～ 633は鉢形土器の底部片である。いずれ もわずかに上げ底 となる。634・ 6351ま 高邪形

土器である。634は脚部、635は 耳部である。635は不部 と口縁部の接合部が段 となるものであ

る。636～ 638は支脚形土器である。体部は中空となる。636・ 637は 受部が「U」 字状に傾斜

するものであり、636は 傾斜部を2方向、637は 1方向に傾斜部をもつ。638は 受部に突起 を2ヶ

もつ ものである。前・後面に円孔をlヶ もっている。

SX2上 部 出土遺物 (第 120～ 123図、図版56)

甕形土器、主形土器、鉢形土器、器台形土器、分0同形土製品が出土 している。

639～ 653は甕形土器である。形態は長胴、平底、短い口縁部をもつ ものである。639～ 646

は中～大型品である。639は 器壁が厚 く、重いものである。6401よ 著 しく口縁部が長いもので

ある。645は 器壁が薄 く、641～ 646の なかでは異質である。647～ 653は 小型品である。650。

652・ 653は 内面が刷毛 日で仕上げられ、他はケズリ痕を残すものである。653底部は丸みをも

つが平底である。654～ 664は 中～大型品の壷形土器である。654～ 6621よ 複合日縁壷 となるも

のである。接合部は654～ 656は面、657～ 659は稜となる。
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第120図 SX2上部出上選物実測図 (1)
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調 査 の 概 要
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0                10               20cm

(S=1:4)

第121図 SX2上部出土遺物実測図惚)

665～669は鉢形土器である。形態には日縁部が外反するものと直日の ものがある。6671ま わ

ずかに上がる底部に、短 く外反する日縁部をもつ ものである。内・外面 ともに仕上げはヘラ

ミガキされ丁寧な作 りとなる。6661ま 甕形土器になるものかもしれない。668は 底部がやや厚

く大きな平底で、内湾する日縁部をもつ ものである。669は丸みをもつ底部は一部に面をもっ

て平底 となっている。670は支脚形土器である。円柱状の柱部をもつ。67Hよ 分銅形土製品で

ある。器形は円形を呈 し、下端面からくびれ部にかけて次第に肥厚する。顔面表現はみられ

ないが、表面の くびれ部から端部にかけ外周に沿って、ヘラ状工具による刺突文を最大4列 に、

また下端部に2～ 3条の沈線文を施す。朱彩の痕跡は認められない。

SX2関 連 出土遺弦 (第 124図、図版57)

672は S X2か ら出土 したが、出土地点がわからないものである。中型の甕形土器で、やや

長い口縁をもつ。673は S X2の 下部より出土 したと思われるものであるが、特定できなかっ

たものである。中型の甕形土器で長胴、平底となる。
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調 査 の 概 要

(S=1:4)

(S=,2)

第123図 SX2上部出土遺物実測図俯)

674～ 681は上部の出土品であるが、出上位置は特定できないものである。674は甕形土器で、

胴中位が強 く張るものである。675～ 677は 複合日縁壷である。接合部は675・ 676は面をなし、

677は稜となる。678・ 679は鉢形土器である。678は わずかに外反する日縁部をもつ。679は 台

付鉢で、脚部が欠損 している。680は支脚形土器で、受部に突起を2ヶ もつ。体部は中空で、

上部に円孔をもつ。681は いわゆるコシキ形土器で、焼成前に円孔が穿たれる。

ピッ ト (第 107図、図版22)

流路の基底部及び壁体からは、 S R2・ 3の埋土である灰色の粗砂が覆うピットを7基検出し

た。ただし流路に伴うものかはわからない。
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遺 構 と 遺 物

第124図 SX2関連出土遺物実測図
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(S=1:4)
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調 査 の 概 要

基底部か らはS P733・ 734の 2基のピットを検出 した。 S P733の規模は径50～ 60cm、 深 さ

は約20cm、 S P734は 径80cm、 深さ20cmを測る。両者 ともに埋土は灰色の粗砂で遺物の出土は

ない。壁体からはS P97・ 444・ 731・ 732・ 741の 5基のピットを検出 した。いずれも埋土は暗

灰褐色土である。 S P73Hま径60× 90cm、 i条 さ検出面下約40cm、 S P732は径40× 60cm、 深 さ

約40cmを 測る。両者の埋土は類似するため切 り合いは不明である。 S P731と S P 732か らは

完形品を含む良好な状態の遺物が出土 した。特に S P731出上の土器片には赤色顔料が付着す

るものがある。 S P444・ 733・ 734・ 741の ピットからは遺物の出土はない。

S P731・ 732出 土遺物 (第 125・ 126図、図版 22・ 57)

682～ 694は S P 731、 695は S P 732出 土遺物である。682・ 683は甕形土器。「く」の字状 口

縁で内外面共に刷毛 目調整を施す。684～ 6871ま 壺形土器。684は 日縁部が大 きく外反 し、日縁

端部を上方にわずかに拡張する。685。 686は複合 日縁壷で、686の 日縁端面に浅い波状文が巡

る。687は 完形品である。日縁部は直立気味に立ち上が り、体部の張 りは弱い。内外面共に刷

毛 目調整を施す。688・ 689は高邪形土器。688は 17x部片で、屈曲部で稜をなし、口縁部は外反

する。日縁内面にミガキ調整を施す。6891よ脚部片。径lcm大の円孔を穿つ (焼成前穿孔)。 690

は器台形土器の日縁部。日縁端都は下方に垂下 し、端面に6条の櫛描沈線文を施す。内面はヘ

ラミガキ調整を施す。

691～693は主形土器の底部。691・ 692は平底で693は わずかに突出する上げ底を呈する。694

は体部片。内外面共に一部赤色顔料が付着する。

695は 甕形土器。「く」の字状口縁で、日縁部は外反する。内外面共に刷毛目調整を施す。

S R2・ 3(灰色粗砂 )出土遺物 (第 127～ 129図 、図版58)

S R2・ 3の 埋土である灰色の粗砂中からは、土器や石器が出上 している。 S R2・ 3遺物は

グリット別に取 り上げたが、ここでは大グリッ ト (B・ C・ D区)ご とにまとめて掲載する。

遺物には、 B区からは赤色顔料が付着 した壷形土器片や大陸系磨製石器片、 C区ではミニチュ

ア土器や分0同形土製品、石鏃、石庖丁、石斧が出土 している (P287,第 269図 )。

B区 (B2・ 3区)出土遺物 (第 127図 )

696は 壷形土器である。長球形の胴部に短 く外反する日縁部をもつ。697は壷形土器で、 口

縁部外面に多条の沈線文をもつ。698は壺形土器片で、M字状の凸帯をもつ。赤色顔料が付着

している。696～ 698は弥生時代中期から後期前葉までの ものと思われる。6991ま 直口日縁をも

つ鉢形土器である。器壁が薄 く、ヘラミガキされ作 りが丁寧なものである。700は S X2の上

部にある砂層中から出土 した高lTh形 土器である。内・外面 ともにミガキがなされ丁寧な仕上

げである。701は柱部が短い高邪形土器の脚部片である。702・ 703は 支脚形土器である。702

は中央に貫通孔をもつ。703は受部が一方向だけ高 くなっているものである。
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遺 構 と 遺 物
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o               10              20cm

第125図 SP731出土遺物実測図

-129-



調 査 の 概 要

鯵 れ穐

0                1o               20cm

(S=± 4)

第126図 SP731・ SP732出土遺物実測図

C区 (C2～ 4区)出上遺物 (第 128・ 129図 )

704・ 705は甕形土器である。704は完形品である。小さい平底に、短 く外反する日縁部をも

つ。705は上方に拡張する日縁部をもつものである。日縁外面に2条の浅いナデ凹みをもつ。

706。 707は 複合日縁壷である。接合部は面をもち、706は半裁竹管文が施される。707は外反

する日縁部をもつもので、器壁が厚 く、形態とともに異質である。708・ 709は広口壷である。

709は 日縁端面に竹管文をもつ。7101ま 広口壷の頸部を考えたが、定かではないものである。

711は主形上器の胴部片である。M字状凸帯には刻目が施される。7121ま壼形土器の頸部下半～

胴部上半の破片である。肩部に櫛描波状文をもつ。時期は後期と思われるが、施文手法に平

野では類例がない。713～ 7171ま 高邪形土器である。713は郭部片で日縁部と不底部の接合部に

刻目をもつものである。7171よ柱部片で、接合部に凸帯 (羽状の刻目)と 多重沈線文をもつ。

高不形土器の郷部と脚部の接合部への凸帯加飾は平野内にはなく、よって外来系のものと思

われる。

694

691～694:SP731

695:SP732
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第127図 SR2・ 3B区出土遺物実測図

715・ 716は柱部が円筒状になるもので、裾部が有段になる高不形土器の破片とみられる。

718～ 722は支脚形土器である。7181ま 受部に突起を2ヶ もつもので、背面には小さいつまみ出

しがつ くものである。7191ま突起ないし、「U」 宇状の受部がつ くものと思われる。7201ま くび

れをもつ裾部に、中央が中空となるもので数少ない形態のものである。721・ 722は体部が中

実なものである。つまみ状の立ち上がりをもつ。7231ま拳大の上製品である。用途不明品。724

はとないし甕形土器胴部の転用品である。現状で半円形を呈している。725は ミニチェア品で

ある。726は分銅形土製品である。上半部のみの残存であり、表裏面共に各所に凹みがみられ

る。表裏面共に日の表現がみられる。目の表現は2箇所ある面と1箇所ある面とがある。これ

まで、愛媛県下では両面共に顔面表現がある資料は出上していない。特に、 くびれ部断面の

焼成具合から、焼成前に下半部を欠失 していた可能性 もある。

D区 (D3・ 4区)出土遺物 (第 129図 )

727は大型の鉢形土器である。728は主形土器の胴部片で、焼成前の線刻があるが、内容は

判断つかない。729は 弥生中期後半の高不形土器の脚部片である。7301ま 高不形土器の脚部片

である。731は支脚形土器で、体部が中実のものである。器高が低いものである。7321ま ミニ

チュア品で、甕形土器を模 したものと思われる。

腿
702
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C区 出土遺物実測図

調 査 の 概 要

′
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第 128図  SR2・ 3
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第 129図 SR2・ 3c・ D区 出土遺物実測図
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調 査 の 概 要

修)南 東部 (E6～ H8区)の調査

調査区南東部E6～ H8区においては3条の流路と溝1条 (S D402)、 土器溜り2基 (S X3・

S X5)、 ピット3基、流路上部にて第V層 に類似した土層 (S X401・ 402)を検出した。調査

は、E6～ H8区の地域を5mの小グリット (① o② o③……⑩区と呼称)に細分し進めた。最

初に、流路上部の③・⑥区と③区にて検出したS X401、 S X402に ついて調査を行った (第

130図 )。

SRl■庭∃ H24600m

埋±2

(S=1:150)

第130図  SR3。 SX401・ SX402検 出状況図
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遺 構 と 遺 物

SX401 ・ 402(第 130図 )

S X401は ③・⑥区、 S X402は ③区で検出した。 S X401は 1× 3mの範囲で検出され、弥生

時代後期末に比定される土器類 と扁平片刃石斧 (P301,第 281図 )な どが出土した。

S X402は 1× 2.5mの 範囲で検出され、弥生時代後期末に比定される土器と石庖丁、大隆系

磨製石器片 (P301,第 281図 )な どが出土 した。 S X401と 4021ま 出土遺物や堆積状況が類似

することから、本来はひとつの上層であり、おそらく、 S R3に よりS X401と 402の間は、削

平されたものと考えられる。ただし、 S X401・ 402の性格は、遺構埋土か包合層か、不明で

ある。

SX401出 土遺物 (第 131図、図版59)

733は甕形土器、734～ 736は壺形土器で、複合口縁壷である。737は 焼成前に穿了しされたコ

シキ形土器である。738は 筒状の土製品で、器壁が厚いものである。

SX402出 土遺物 (第 132図 )

739・ 742・ 743は 甕形土器である。形態は胴部が長胴となるものである。745は壷形土器で

ある。古い時期のものである。740。 741・ 746～749は鉢形土器である。746は大型品、その他

は中・小型品である。749は短い口縁部をもつもので、底部は小さい平底をもつものとなる。

0                10               20cm

(S=± 4)

第131図  SX4 01出 土遺物実測図
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調 査 の 概 要

0                1o               20cm

(S-1:4)

SX402出土遺物実測図第132図
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遺 構 と 遺 物

SR3(第 133図、図版23)

SR3は調査区北西部から続ぐ流路であり、

まず、調査区東壁及び調査区内に設けたB・ C

る灰色粗秒の範囲を設定して掘り下げを行つた

はS R2,3の埋上の違いを判断しかねたため、

S X401,402を 完掘後、
1流

路の調査を行った。

・ Eベルトの土層観察により、S R3と 思われ

(第 1鶴 ～135図 )。 北西部から中央部の調査で

S R2・ 3を同時に掘 り下げたが、南東部では

Ｅ
８
ф
．ミ

王

第133図 SR2・ SR爺出状況図
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調 査 の 概 要

S R2と S R3の底面のレベルが異なることや、埋土の違いが比較的容易に区別できたため、

S R3のみを掘 り下げることができた。 S R3は①区から③区にかけて検出し、規模は最大検

出幅は5m、 深さは最深部で約70cmを波1る 。流路底面は東から西に向けて緩やかな傾斜をなす。

埋土は灰色の粗砂で、2～ 3mm大の砂粒が一直線上に層をなして混入している。堆積状況から

S R3は比較的急な流れの流路であったと考えられる。

遺物は①・④・⑤区において弥生時代後期末から古墳時代初頭の土器がまとまって出土 し

ている。この中には外来的要素の強い土器も含まれている。その他の地区では遺物の出土は

少量であった。

SR3(⑤ 区)出土遺物 (第 136。 137図、図版59)

750～ 752は甕形土器である。750・ 7511ま 比較的長い口縁部をもつ ものでる。753～ 7571ま 壷

形土器で、753～755は複合日縁壷、756は広口壼である。758～762は鉢形土器である。日縁部

が外反するもの758と 直日口縁のもの759・ 760が ある。底部は小さく突出するものがみられる。

763・ 764は高郭形土器である。763は柱部から裾部にかけてヨコヘラミガキをする。765。 766

は小型器台で、丁寧なヨコミガキがされる。767・ 7681ま 中型の器台形土器である。769～ 776

は支脚形土器である。769・ 770は受部径が底径より小さくなるものである。771は 中実の柱部

に、椀状の受部をもつ異形品である。

SRl下層

s G留 I Ⅳ
F7 1 E71 D7

H24.600m
SR3 S貝 2

第134図  Bベル ト[上]Cベル ト[下 ]土層図
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暗灰掲色土

掲色土

黄褐色粘質土

SR3 灰色粗砂    最下層A

SR2 灰色粗砂    埋±2

SRl上層 褐色粘質土

SRl下層 暗灰褐色土

踏優雹稼

第135図  Eベル ト土層図
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遺 構 と 遺 物
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第刊36図  S R3(⑤区)出土遺物実測図(1)
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調 査 の 概 要

(S=1:4)

葬刊37図  S R3(⑤区)出土遺物実測図(2)
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遺 構 と 遺 物
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第138図  S R3(①区)出土遺物実測図

772・ 773は 裾部にタタキ痕 を顕者に残す ものである。774～ 776は器高が低 く、中実の もの

である。776は受部の一方向に突出部をもつ。777は いわゆるコシキ形土器である。

SR3(④区)出土遺物 (第138図、図版59)

778～781は甕形土器である。780・ 78引ま口縁端部が面 をなし、内面にケズリ痕をもつ。782～

784は 壷形土器で、782・ 783は複合口縁壺、7841ま 長頸壼である。785。 786は鉢形土器で、785

は長い口縁部、786は 内湾 ぎみに立ち上がる日縁部をもつ もので、785。 786と も器壁が薄い。

787は 高 17・形土器で、短い柱部に、大 きくひらく裾部をもつ ものである。7881ま 支脚形土器で、

器高が低 く中実のものである。789は胴部片で、ヘラ描 きの文様がみられる。

SR3(① 区)出土遺物 (第 139。 140図、図版60)

790～ 801は甕形土器である。形態は胴部に膨らみをもち長球形を呈するものである。タタ

キ調整痕が胴下半部にも顕著にみられるもの もある。また、日縁端部が細先するものが多い。
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調 査 の 概 要

10

(S-1:4)

第139図  S R3(①区)出土遺物実測図(1)
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遺 構 と 遺 物

0               10              20cm

(S-1:4)

第140図  SR 3(①区)出土遺物実測図 (2)

802～ 806は重形土器で複合日縁部をもつものである。804は 日縁接合部以外に突出部をもつ

異形品である。805は 日縁部が下方に垂れ、直立するものとなっている。807～ 809は鉢形土器

である。808は 丸い底部に直口日縁をもつものである。8091ま 台付鉢の台部である。810～ 813

は高j7N形土器である。810・ 81Hま 邪部片で、81Hま柱部がエンタシス状を呈するものとなる。

813は 邪部と柱部の境に凸帯をもち、不部下位に半裁仲管文をもつものである。器壁は薄 く、

色調 もほかのものと異なり、外来的要素が強いものである。814は ミニチェア品で、鉢形土器

を模 したものである。815・ 817・ 8181ま 支脚形土器である。817は 細い中実の柱部となる。

SR2(第 133図、図版23～ 25)

S R2は調査区北西部から続 く流路で、①区から⑩区にかけて検出した。規模は最大検出幅

は10m、 深さは最深部で約60cmを測る。流路底面は東から西に向けて緩やかな傾斜をなす。

埋土は灰色の粗砂で、明灰色の微砂がしま状に混入している。堆積状況からS R3に比べると

S R2は ゆるやかな流れの流路であったと考えられる。

鮒　　一”【い〕８
15

-143-



調 査 の 概 要

遺物は弥生時代後期末に比定される土器類 と、石器では石庖丁、石斧、石錘などが出土 し

ている (P298・ 299,第 278・ 279図 )。

調査は完形品に近い遺物がS R2① ～⑥区の上部にまとまって出上したため、北半部 (① ～

⑥区)と 南半部 (⑦～⑩区)に分けて進めることにした。

以下、調査工程に沿って南半部 (⑦～⑩区)と 北半部 (①～⑥区)に分けて遺物の出土状

況を主に報告を行う。

SR2南半部 (①～⑩区)の調査

南半部では③・⑩区及び⑦区の一部でS R2を 検出した。③区ではS X402に よりS R2は部

分的に削平されている。遺物は、土器が③区にまとまって出土 しているが、そのほとんどが

破片である。その他の地区では遺物の出土は少量であった。出土物には、ジョッキ形土器の

握手部分と思われるものや土製の勾玉が含まれている。

なおS R2を 完掘すると、南半部ではS Rlの上層を検出した。

SR2南 半部 (③区)出土遺物 (第 141～ 144図、図版61)

甕形土器、壷形土器、鉢形土器、高JTh形 土器、支脚形土器が出土 している。

819～ 835は甕形土器である。825は 内面にケズリ痕をもち、日縁端部が上方に拡張するもの

でほかのものとは異なる形態をもつ。831～835は 底部で、丸みのある平底となるものである。

836～ 851は 重形土器である。886～ 845は複合日縁壺である。836～ 8391ま 口縁接合部が面を

なし、840は 丸みをもって突出し、841～843は稜となるものである。844・ 845は 袋状の口縁部

になる。846は広口壺で、日縁端部が垂下する。847は月同部片で肩部に2ヶ l組の押圧文をもつ。

848～ 851は 底部で平底になるものである。852～ 8721ま 鉢形土器である。852は大型品、853～

865は 中・小型品である。853は大きく外反する長い口縁部をもち、外面はタテヘラミガキさ

れ仕上げが丁寧なものである。854・ 857・ 858は 器壁が薄 く、調整が丁寧なものである。860

は器壁が厚 く、短い口縁をもつ。やや異形態。861～865は 直回口縁をもつものである。866～

872は 底部で、866は上げ底、867・ 868は 平底、869～ 872は 突出するもので、うち869は平底、

870～ 872は 上げ底となる。

873～ 884は 高邪形土器である。873は器壁が厚 く、不底部と口縁部の接合部分は立ち上が り

をもっている。875は接合部が丸みのある段となる。878は 郭部が丸いものである。883・ 884

は時期の異なるものである。883は 矢羽根状の文様は、格子目文で充填される。885は ジョッ

キ形土器の把手部分と思われるものである。886～89Hま支脚形土器である。886・ 887は 受部

に突起をもつものである。888は外面にタタキ痕を著しく残す。889～ 891は器高が低いもので

ある。889・ 890は 中央部に貫通孔をもつ。892は蓋形土器もしくはミニチュア品と思われるも

のである。8931ま 土製の勾玉である。腹部に刻目風の段をもつ。
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遺 構 と 遺 物
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第141図  SR 2(③区)出土遺物実測図(1)
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調 査 の 概 要
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第142図  SR2(③区)出土遺物実測図 (2)
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遺 構 と 遺 物
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第143図 SR2(③区)出土遺物実測図(3)
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調 査 の 概 要
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遺 構 と 遺 物

② SR2北 半部 (①～⑥区)の調査

北半部では②～④・⑥区と①・⑤区の一部にてS R2を検出した。③・⑥区ではS X401に

よりS R2は部分的に削平されている。② o③区の流路壁体付近では遺物がまとまって出土し

た。遺物は完形品が多く、その場で押しつなされた状況であった。これは北西部で検出した

S Xl・ S X2と 同様の状況を示している (図版23・ 24)。 遺物は調査期間の都合上、範囲を図

化して取り上げ、Pl地点、P2地点などと呼称した (第 145図 )。

0                   5m
ヽ

(Sit150)

第145図  SR2遺物取上状況図
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調 査 の 概 要

②区では遺物を取 り上げた後、基底面 と溝 S D402を検出した。 S D402の 上部付近からは

遺物がまとまって出土したため、範囲を図化 して取 り上げを行った (S X5)。 S D402は検出

状況、規模、埋土等から判断すると、北西部検出の溝 S D401の続きと考えられる。

②区では流路基底部に明灰色砂層 (埋±2)と 、酸化鉄を含む小礫層 (埋±3)を検出して

いる。両者は検出地点が異なるため、先後関係は不明である。

発掘調査終了後、出土遺物の整理を進めていくと、 S R2と して取 り上げた遠物のうち、時

期の大 きく異なるもの (古い時期のもの)がいくつかみられた。これらは、本来はS R2の下

部にあるS Rl上 層の遺物として考えられるものである。

SR2北 半部出土遺物

P30地点出土遺物 (第 146図、図版62)

①区の南端、 S R3と の境界近 く、流路基底面付近に出土 した遺物である。60× 80cmの 範囲

で口縁部や底部などがまとまって出土 している。特に在地ではあまりみられない加飾の著 し

い遺物などが含まれている。なお、①区では石器 (石庖丁、石錘、砥石)が出土 している。

894は甕形土器の底部である。丸みをもった小さい平底となる。895～897は壷形土器で、895・

896は 複合口縁である。896は大型品で、日縁接合部に凸帯をもつ異形品である。加飾も著 し

いものである。897は月同部で、刻目凸帯をもっている。898～ 900は 高lTh形土器であり。8991ま

細沈線が多条に施されている。90Hよ支脚、902は 土製の紡錘車である。

PI～ 4・ 6地点出土遺物 (第 147図、図版62)

②区の北端、流路壁体付近に出土 した遺物である。2.0× 3.2mの 範囲で、遺物が押 しつぶ

された状況で、部分的にまとまって出土 している。907は Pl地点、904は P2地点、905。 908

はP3地点、903・ 906。 909。 910は P4地点、911・ 912は P6地点から出上した遺物である。

903～ 906は 壼形土器である。904は 複合口縁壷の頸部である。905は 日縁部が直立する二重

日縁こで頸部に「ノ」の字文状の刺突文列をもつ。備後地方に類例がある。906は複合日縁壺

の口縁部である。907は甕形土器で、内面のケズリが頸部まで達し、肩部の張りが強い胴部を

もつものである。908・ 909は 底部で、丸みのあるやや厚い平底である。911は 鉢形土器で、大

型品である。912は支脚形土器である。

P7・ 8地点出土遺物 (第 148図、図版63)

②区の中央部、流路埋土中から出土 した遺物である。 P7地点からは複合口縁壼の日縁部と

コシキ形土器が出土し、 P8地点からもほぼ完形の支脚形土器などが出土している。913・ 914

はP7地点、915～ 917は P8地点から出土 した遺物である。

913は 複合口縁壺、9141ま いわゆるコシキ形土器である。914は完形にちかい遺存である。日

縁部下に円孔をもつ。焼成前穿孔。915。 916は 甕形土器、917は支脚形土器である。

- 150-



遺 構 と 遺 物

o               lo              20cm

(S-1:4)

第146図  SR2(①区P30)出土遺物実測図

PII地点出土遺物 (第 149～ 151図、図版63・ 64)

②・③区の南部、流路壁体付近に出土 した遺物である。80× 100cmの範囲で、遺物が重なり

合うような状況で集中して出土 している。

918～ 928は 甕形土器である。形態は膨らみをもった長い胴部となるものである。918。 919

はするどく折り曲がる長い口縁部をもつものである。925～928は底部である。中～大型品 (925,

926)は平底、小型品 (927・ 928)イ ま立ち上がりをもつ平底となる。

929～ 934は 壷形土器である。929は複合口縁主、930は 広口董、931は細長頸壼である。931

は器壁が著 しく薄いものである。932は頸部以下が判断できないものである。933は直立する

頸部をもつことより広口こと思われるものである。934は 底部で平底となる。

ノ

衛
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調 査 の 概 要

Pl:907
P2:904
P3:905。 908

P4:903。 906。 909・ 910

P6:911・ 912

第刊47図 SR2(②区Pl～ 4。 6)出土遺物実測図

935～ 937は鉢形土器である。いずれも器壁が薄 く、丁寧な作 りである。938・ 939は高lTh形

土器である。938は大きくひろがる日縁部をもつものである。989は長脚で多段の円孔をもつ

ものである。940～ 942は器台形土器である。941は大型品で、日縁部の上面と端面に刺突文と

半裁竹管文を施 している。942は裾部片である。943～ 945は支脚形土器である。943・ 944の受

部は「U」 字状の傾斜部をもち9451ま 突起を2ヶ もつ。946～ 948は焼成前の円子しをもついわゆ

るコシキ形土器である。949は 出土地 (P12)が離れたものであり、遺存状況が良い甕形土器

である。
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遺 構 と 遺 物
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0               1o              20cm

(S=t4)

第148図 SR2(②区P7・ 3)出土遺物実測図

917

P7:913・ 914

P8:915～ 917

②区出土遺物 (第 152図、図版64)

P地点以外から出上 したものである。950。 951は甕形土器である。952～ 957は 壷形土器で、

952・ 953は複合日縁壺、954は広 口壺、9551ま長頸壷である。956は頸部で、多条の沈線文をも

つ ものである。957は壷形土器の底部 とみられるもので、ヘラによる線刻がある。958～ 9601ま

鉢形土器で、960は脚付鉢の脚部である。961～ 964は高不形土器で、961・ 962は不部、963・

964は脚部 となる。965は支脚形土器で、受部に2ヶ の突起 と背部に小さい突出部をもつ。966

はミニチュア品である。
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調 査 の 概 要

第149図  SR2(②③区Pll)出土遺物実測図(1)
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遺 構 と 遺 物

υ               lo              20cm
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第150図  SR2(②③区Pll)出土遺物実測図 (2)
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調 査 の 概 要
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第151図 SR2(②③区Pl卜 12)出上遺物実測図

-156-



遺 構 と 遺 物
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第152図  SR2(②区)出土遺物実測図
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調 査 の 概 要

③区出土遺物 (第 153図、図版65)

P地点以外から出土 したものである。967・ 968は 甕形土器である。969～ 973は壷形土器で、

969～ 971は 複合 口縁壷、972は広 日壷である。970は 日縁接合部以外に突出部をもっている異

形品である。 9741ま 支脚形土器で、9751ま 脚付鉢である。976～ 978は古い様相 (後期前葉)を

もつ もので、9761ま 甕形土器、977は壺形土器、978は 高邪形土器である。

なお、③区からは石斧が出土している (P298,第 278図 2138)。

P21・ 22・ 24・ 26地点出土遺物 (第 154図、図版65)

⑥区中央部、 S R3と の境界付近の埋土中から出土 した遺物である。979・ 987・ 988・ 990は

P21地点、 981・ 9821ま P2211L点、 983。 984。 986・ 989は P24地点、 980。 985は P26地 点から

出土 した遺物である。

979～ 981は 甕形土器である。982～986は主形土器である。982・ 983は複合日縁壷で、984は

広日壷である。986は細長顎壷で、器壁が薄いものである。987・ 988は鉢形土器である。大き

くひらく日縁部をもつものである。989は器台形土器の受部とみられるものである。990は支

脚形土器で、受部の一部が「U」 字状に傾斜する。

P25地点出土遺物 (第155図、図版65)

⑥区の北西部、 S R3と の境界付近の埋土中から出土 した遺物である。90× 100cmの範囲で

遺物がまとまって出土 した。遺存状況は比較的良好なものが多くみられた。

991・ 992は 重形土器である。99Hま複合口縁壺で、日縁部を欠いているものである。992は

外面にヘラミガキがあることより壺形土器の胴部とみられる。993～ 996は鉢形土器である。

994は大型品でゆるやかに外反する長い日縁部をもつ。995は器壁が薄いものである。997～1000

は高17x形土器である。997は不都で回縁部を欠 く。998は柱部がエンタシス状になるもである。

999は 長脚のもので、3段以上の円子しをもつ。1000は柱部で、上段の円子とは半貫通、下段は貫

通するものである。1001は甕形土器の底部で、小さい平底となる。

P28地点出土遺物 (第156図、図版66)

⑥区の北東部、流路の埋土中から出上 した遺物である。50× 50cmの狭い範囲で遺物が出土

した。

1002～ 1005は 壷形土器である。1002～ 1004は複合口縁壺である。1004は 口縁部が外反 し、

外面に沈線をもっており異形態を呈している。1005は広 口壺である。1006は鉢形土器の口縁

部である。1007・ 1008は高lTh形 土器である。1008は細長い柱部をもつ。細かい刷毛目調整が

なされる。1009は 支脚形土器である。完形品。受部が傾斜 し、底部が上げ底となる。
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遺 構 と 遺 物
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第153図  SR2(③区)出土遺物実測図
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調 査 の 概 要

983

P21:979・ 987。 988。 990

P22:981・ 982

P24:983・ 984・ 986・ 989

P26:980・ 985

0               10              20cm

第154図 SR2(⑥区P21。 22・ 24・ 26)出土遺物実測図
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遺 構 と 遺 物

0               1o              20cm

(S-1:4)

第155図  SR2(⑥区P25)出 土遺物実測図

⑥区出土遺物 (第 157・ 158図、図版66)

P地点以外からの出上で、完形品を含む遺物が出上 した。

1010～ 1015は 甕形土器である。1015は 日縁端部は平坦で、内側に小さく突出する。内面は

ケズ リ痕が著 しく残る。1016～ 1023は 壺形土器である。1016～ 1021は 複合口縁壼である。

ヽ
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調 査 の 概 要
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1009
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第156図 SR2(⑥区P23)出土遺物実測図

1023は 長頸壷で、1022は器種が不明なものである。1024～ 1028は 鉢形土器である。1024は

大型品、1025～ 1028は 中～小型品である。1028の 内面には赤色顔料が付着する。1029は器台

形土器、1030は支脚形土器、1031は ミニチュア品である。1032は 土製の紡錘車である。1033

は後期前葉の高邪形土器の脚部である。1034は甕形土器、1035。 1036は壷形土器であり1035・

1036と も複合日縁壷である。1037は鉢形土器、1038は焼成前の穿孔であり、コシキ形土器で

ある。1039は 受部が大きく「U」 字状に傾斜する支脚形土器である。

なお、⑤区からは、石器 (伐採斧、台石)が出土している (P297・ 298,第278。 279図 2137・

2140)。
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遺 構 と 遺 物
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第157図  SR2(⑥区)出土遺物実測図(1)
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調 査 の 概 要
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遺 構 と遺 物

SX5(第 159図、図版24)

②区の南端部、溝 S D402の 埋土上部で検出した土器溜まりである。1× 2.8mの範囲で、完

形品を含む土器がまとまって出土した。明確な掘 り方は確認できなかった。遺物は弥生時代

後期末に比定される土器が出土している。その中には、ミニチェア品や上錘のほか赤色顔料

が付着する遺物なども含まれている。石器では完形の磨製石鏃、敲石、石庖丁未製品などが

出土した (P295。 296,第 277図 )。

o                     5m

(S=■ 150)

第159図  SD402・ SX5及び埋±2・ 3検出状況図
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調 査 の 概 要

出土遺物 (第 160～ 163図、図版67・ 68)

1040～ 1044、 1046～ 1049は甕形土器である。形態は膨 らみをもつ長い胴部になるものであ

る。底部形態は平底で、丸みのあるものになる。1045は 中型の広口壺である。1050～ 1060は

主形土器である。1050～ 1052は 複合口縁壺である。1052は最大の法量をもつものである。1053

は広日壺で、1054は長頸壺 となる。1055は扁平球の胴部に短 く外反する日頸部をもつ もので

ある。1056～ 1060は底部で、大型品ほど突出する平底 となる。1061～ 1063は鉢形土器である。

1063は脚付鉢の小型品である。1064・ 1065は高邪形土器である。1066・ 1067は支脚形土器で

ある。1068～ 1072は 甕形土器である。形態は胴部は膨 らみをもち長胴 となるものである。1072

は丸底である。1073は広日壺の日縁部である。1074は 複合回縁壼になるものと思われる。櫛

描波状文とS字状の浮文をもつ。1075は小型の主である。頸部に櫛描 きによる多条の直線文

と斜線充填による山形文をもつ。器壁が薄 く、仕上げも丁寧である。1076は 片口になる鉢形

土器である。細い刷毛 目調整である。1077は底部片で、赤色顔料が付着する。1078。 1079は

高邦形土器である。1078は裾部に櫛描波状文をもつ。1079は大型の高lTh形 土器のlTh部 と思わ

れるものである。1080。 1081は 器台形土器である。1080は 大型品、1081は 小型品である。1082～

1084は支脚形土器である。1082は受部が2ヶ の突起によりつ くられる。1083は小型品で、受部

と底部が大 きく凹むものである。1084は 中実の もので、受部 と底部が凹む ものである。1085

は土錘である。1086は蓋形土器、1087は器台形土器である。1087は端部に小さい三角形の凸

帯をもっている。1088は甕形土器、1089は壺形土器、1090は器台形土器、1091は高郭形土器、

1092・ 1093は ミニチュア品である。1091は高邪としたが、器壁が著 しく薄 く、細かい刷毛 目

をもってお り、長頸壺の頸部 としても考えられるものである。1094は甕形土器、1095～ 1097

は三形土器で複合口縁をもつ ものである。1097は外反する日縁部をもつ ものである。1098～

1100は ミニチュア品である。1101は土錘である。

SD402(第 159図 )

S D402は②区の流路基底面で検出した溝である。溝の東端及び西端はS R2も しくはSR
3に削平されたものと考えられ、未検出である。規模は最大検出幅1.5m、 i果 さは検出面下約

20cmを 測る。埋土は暗褐色の粘性の強い微砂である。断面形は皿状を呈し、溝底面は東から

西へ向けて緩やかな傾斜をなす。検出状況や埋土等が北西部検出の溝 S D401と 類似すること

などから、 S D4021ま S D401に 続 く溝と考えられる。溝からの遺物の出土はない。

埋± 3(第 159図 )

②区南東端の流路基底面で検出した土層である。酸化鉄分を多く含む2～ 5mm大の小礫から

なり基底面に密着 した状況で検出された。範囲は50× 80cm四 方で、厚さ3～ 5cmの堆積である。

遺物は弥生時代後期末に比定される土器片が数点、出土 した。出土遺物から、埋±3は S R2
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調 査 の 概 要
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遺 構 と 遺 物

もしくは S R3の基底部層 と考えられる。

出土遺物 (第 164図、図版68)

1102～ 1105は壷形土器である。1102・ 1103は複合日縁壺、1104は広 口壼の日縁部である。

1105は 複合口縁壷の頸～胴部 と思われるものである。刺突文を施 した円形浮文をもつ。1106・

1107は甕形土器の底部である。

埋± 2(第 159図 )

②区の南西隅の流路基底面で検出した土層である。明灰色の砂層で、幅60cm、 長さ1.2m、

厚さ5～ 10cmを 測る。埋±21ま色調や土質が S Rl最下部の堆積層 (最下層A)と類似 している

ことからS R2・ 3の基底部層もしくはS Rl最下部層と考えられる。そのため遺物は、両者が

混在 している可能性がある。本層中には安芸地方からの搬入品と思われる遺物が含まれてい

る。

出土遺物 (第165図、図版68)

1108～ 1113は重形土器である。1108は 日縁端面に「ハ」の字状の文様をもつ。1110は細長

頸壼で、細沈線による線刻がみられる。全容は不明である。1112・ 1113は頸部～胴部で貝殻

による羽状文が数段施されている。安芸地方からの搬入品と考えられる。1114は甕形土器の

底部で、小さく凹む底部をもつ。1115は器台形土器である。大型品で、日縁端部は垂下する。

1116。 1118は赤色顔料が付着 しているものである。1116は壷形土器と思われるもので、刺突

文がみられる。1117は胴部片を転用加工 したもので、半円形を呈する土製品である。1118は

鉢形土器で小さく凹む底部をもつ。H19・ 1120は分0同形土製品である。1119は小片であるた

め判断が難 しいが、全体の器形は円形と推定される。なお、顔面表現の一部と考えられる刺

突が無数に残存 しているため、上半部の一部と推定される。また、外周に向けて次第に肉厚

になる。上端面・表裏面共に刺突文が残存するが、大小2種類の工具により施されている。

効3

i0 20cm

(S=1:4)

第164図 埋±3出土遺物実測図

1105
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遺 構 と遺 物

1120は器形は円形であろうが破損が激 しく、大きく3分割になって出上 している。顔面表現

がみられないため下半部が残存 したものと考えられる。

SRl上 層出土 と判断 され る遺物 (第 166～ 172図 )

発掘調査時にS R2と して取 り上げた遺物のうち、時期の大きく異なる遺物が出土する地点

があった。これは③区及び⑥区のPH・ 14,17～ 20地点には、 S Rl上 層が残存していたこと

を示すものである。よって、これらの地点から出土した遺物は、本来はS Rlの上層の遺物と

考えられるものである。

PH地点出土遺物 (第 166～ 169図、図版69～ 71)

③区の西端、 P12地点の西側に出上 した遺物である。遺物は約60× 60cmの 範囲で、完形品

を合む多くの土器が重なり合った状況で出土 した。重形土器は外来的要素が強いものが多く、

線刻が施されたものもある。また、台形状土製品や赤色顔料が付着する器台形土器なども出

土 している。これらの遺物は弥生時代後期前葉に比定される①

l121。 1122は 甕形土器である。1121は完形品で、ゆるやかに外反する日縁部に、平底の底

部をものものである。1123～ 1141は壺形土器である。1123～ 1128・ 1132は 内傾～直立する頸

部に、短 く外反する日縁部をもつもので、1123を 除き日縁部端に沈線をもっている。1125の

肩部には貝殻押圧による刺突文列がある。1132は頸部に刻目凸帯、頸部下に刺突文列をもつ

ものである。1129～ H31・ 1133は 長頸重であり。日縁端部がわずかに外傾するものである。

1133・ 1134は同一イ団体 と思われる頸部と胴部であるが、接合部分がないことより、少 し離し

て図を作成した。1134内 からは種子が5イ回出土した。1135。 1136は胴部片である。H35は胴中

位部にヘラによる「X」 状の線刻が施される。1136は底部で、内傾する立ち上がりをもつ平

底となる。

1137～ 1141は外来的要素が強い壷形土器である。1137は ほぼ完形品である。口縁外面に3条

の凹線文、頸部下端に木日押圧文、肩部に雑なヨヨ直線文が6条あり、その下に内部にタテ線

をもつ半円形状の文様帯をもつものである。1138は頸部に多条の櫛描直線文と木口押圧によ

る刺突文列を2段 もつものである。施文方法より安芸～備後地方のものと考えられる。1139は

頸部～胴部境に刺突文と櫛描波状文をもつものである。

1140は 日縁端部が厚 く、上面に小さい粘土塊の浮文をもつものである。山形文と円形浮文

より東九州地方のものと考えられる。1141は頸部下半を一部欠くものである。日縁部外面に

沈線と円形浮文、頸部～胴部に木口押圧による羽状文と円形浮文をもつものである。1142～

H46は 鉢形土器である。1142は大型品、1143～ 1146は小型品である。1145は 直日日縁 となる。

H47・ 1148は高郭形土器である。1149は いわゆる台形状土製品であり、突出部と厚い器壁を

もつ。H50は復元完形品の器台形土器である。赤色顔料が付着する。日縁上面に凹線文がみ

られる。また、脚端面に竹管文をもつ。
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調 査 の 概 要

0                 1o                20cm

(S-1:4)

第166図  SRl上層(③区Pll)出土遺物実測図(1)
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遺 構 と 遺 物
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第167図  sR可上層(③区P ll)出土遺物実測図 121
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調 査 の 概 要
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第168図  SRl上層(③区P ll)出 土遺物実測図(3)
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第169図  SRl上層(③区Pll)出土遺物実測図 (4)
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調 査 の 概 要

P14地点出土遺物 (第 170・ 171図、図版72・ 73)

③区の南西隅、流路壁体付近に出土した遺物である。遺物は60× 100cmの範囲で、まとまっ

て出土 した。遺物には、完形品を含む壷形土器の出土が他の器種にくらべ多くみられた。

1151～ 1155は甕形土器である。1152・ 1153は胴上半部に刺突文をもつものである。1156～

H71は 壷形土器である。1156～ 1159は大～中型品で、1157は 日縁部上部が手1離 し、器形が判

別 しないものである。1160～ 1167は 中～小型品で、筒状の頸部に、短 く外反する日縁部をも

つものである。1162の頸部下には工具による刺突文と、爪による刺突文列がみられる。1166

は完形に近いものである。1167は頸部に山形文と刺突文をもつものである。1168～ 1171は壼

形土器の底部片である。丸みをもった平底1168～ H70と上げ底1171がある。1172は高邪形土

器の脚部で太い柱部をもつものである。

P17～20地点出上遺物 (第 172図、図版73)

P17～ 19地点の出土遺物は③区、 P20地点の出土遺物は⑥区の流路壁体付近から出土 した

遺物である。特にP18、 P19、 P20地点出土の遺物は形態や施文手法が特異なものであり、

外来的要素の強いものである。

1173～ 1179は P17地点で出土 したものである。1173～ 1176は甕形土器、1177～ 1179は高郭

形土器である。H73・ H74の甕形土器には日縁部に沈線文を1～ 2条 もつ。高郭形土器1177～

1179の 回縁都と裾部には凹線文をもつ。1180。 1181は P18地点で出上 したものである。1180

は主形土器、1181は甕形土器である。1130は頸部に凸帯と小さい棒状浮文をもっており、平

野の施文手法 とは異なるものである。1182は P19地点で出土したものである。こ形土器で、

頸部に上から貝殻押圧文、刻目凸帯、櫛描波状文をもち、施文手法が特異なものである。貝

殻施文より安芸～備後地方のものと考えた。1183・ 1184は P20で出土したものである。1183

は壷形土器、1184は鉢形土器である。1183は 日縁部はやや拡張する。角閃石を胎土にもつこ

とや形態などから讃岐地方のものと考える。

SX3(第 173図、図版26・ 27)

調査区南東隅、 S R2完掘後、③区で検出した土器i留 まりである。遺物はS Rlの上面にあ

り、 S R2と S Rlの 中間に位置する。遺物は2.7× 4.2mの範囲にあり、遺物は押 しつぶされ、

重なり合う状況で大量に出土している。明確な掘 り方は確認できなかった。遺物は破片が多

く、投棄された様相がみうけられる。 S X3か らは弥生時代後期末に比定される土器と、石器

では加工斧、有溝石錘などが出上 している (P294・ 295,第 276図 )。 土器には、重形土器や

鉢形土器の中に外来的要素が強い土器が出土しているほか、鉢形土器の内外面に赤色顔料が

付着するものが多くみられた。
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遺 構 と 遺 物
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第170図  SR司 上層(③区P14)出 土遺物実測図(1)
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調 査 の 概 要

埋±2 SRl上層 SRl下層

第173図  SX3及びSRl上層検出状況図

SX3出 土遺物 (第 174～186図、図版74～ 79)

甕形土器、壷形土器、鉢形土器、高lTh形土器、支脚形土器ほかが出上している。

1185～ 1222は甕形土器である。1185～ 1200は 日縁部がゆるやかに外反するものである。日

縁部は面をなすが、曖味なものが多い。1201～ 1211は 日縁部内面に稜をもって外反するもの

である。1201・ 1202は 日縁部が短 く肩部が強く張るものである。
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遺 構 と 遺 物

o               lo              20cm

(S-1:4)

第176図 SX3出 土遺物実測図伯)

1203～ 1205は胴部最大径が日縁部径を凌 ぐものである。1206～ 1211は 日縁端部が細 く尖る

もので、胴部最大径は口縁部径 と同 じか、少 し小さいものである。1212は 小片で、器壁が薄

く、口縁部は内湾 して立ち上がるものである。1213は 日縁部は短 く、「 L」 字状に外反するも

のである。1214は古い形態の もので、 日縁部端部に2条の沈線をもつ。1215～ 1222は底部であ

る。丸みをもった平底 となる。1220。 1222は小さい平底をもつ。

1223～ 1270は重形土器である。1223～ 1239は 複合日縁壷である。1223～ 1228は 口縁接合部

が突出 し面をもつ ものである。1223は法量が最大の ものであり、加飾が著 しい。1225は頸部

が直立 ぎみに立ち上がるもので出土数は極少数である。1228は異形品である。日縁接合部の

上方に、さらに突出する部分をもっている。1229～ 1234は 日縁接合部が曖味な面 となるもの

である。1231・ 1232は 日縁接合部が垂下 してお り特徴ある形態をもつ。1235～ 1238は接合部

が稜 とるものである。1236は 口縁部が長 く、下端部にi先線を施 してお り異形態である。1239

は外反する口縁部をもつ もので出土は1点である。1240～ 1244は短い日縁部で、直日口縁の も

のである。1240～ 1242は 直線的に口頸部が立ち上がるもので、1243・ 1244は 内湾 して日頸部

が立ち上がるものである。1240の胴上半部には櫛描波状文が施され、外来的要素が強いもの

である。1245～ 1247は 直線的に立ち上がる長い日頸部をもつ ものである。
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調 査 の 概 要

第177図 SX3出 土遺物実測図仰)
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遺 構 と 遺 物

第178図 SX3出土遺物実測図脩)

9                10                20cm
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調 査 の 概 要

第180図 SX3出 土遺物実測図骸)

＼遇 :ラ2∝

(S=1:4)
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調 査 の 概 要

10

第181図 SX3出 土遣物実測図俗)

1246は 小型品で、頸胴部の境が曖味で、底部は小さく凹む ものとなる。1248～ 1253は長い

口頸部をもつ もので、 日縁部がゆるやかに外反するものである。1249は 頸部の上半部に刺突

文をもっている。1254・ 1255は古い形態のものである。1254は直立する顎部に大 きく外反す

る口縁部をもつものである。1255は 日縁端部が拡張され、沈線をもつ ものである。1256～ 1263

は壷形土器の胴部である。大型品は突出する厚い平底、中～小型品は平底 となる。1264～ 1270

は特異な土器である。1264は 日縁内面に段をもち、日縁端面に沈線をもつ ものである。胎上 。

色調 もやや異なるものである。1265。 1266は胴部片で櫛描波状文をもち、1240と 同 じ施文手

法であ り、外来的要素が強いものである。1267は 2条が1組 となる線刻が施されているもので、

線が示す内容は判断できない。1268・ 1269は大型壺の胴部片で、凸帯を2条以上 もつ ものであ

る。1268は 凸帯上に刻 目をもっている。1268・ 1269と もに胎土・色調が異なり搬入品の可能

性 をもつ。1270は胴部下半の破片で2条 1組の線刻をもつ ものである。
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調 査 の 概 要

1271～ 1305は 鉢形土器である。1271～ 1290は 外反する日縁部をもつものである。1291は直

口口縁をもつものである。1292～ 1302は鉢形土器の底部である。1292・ 1293は平底、1294～

1296は わずかに凹む上げ底、1297～ 1302は小さく突出するものである。1303～ 1305は 台付鉢

の台部である。1304は器壁が薄 く、細かい刷毛 日で丁寧に仕上げられたものである。

1306～ 1316は 鉢形土器ないし甕形土器で、赤色顔料が付着 しているものである。

1317～ 1327は 高不形土器である。1317・ 1318は 不部である。大きくひらく口縁部をもつ。

不底部と口縁部の接合部はやや立ち上がりをもつものである。

0                 10                20cm

第183図  SX3出土遺物実測図 1け
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遺 構 と 遺 物

1319～ 1327は脚部である。1319～1321は長い柱部に、やや短い裾部をもつものである。1322

は長い柱部をもつが、器壁が著 しく薄 く、細かい刷毛 目をもつ ものである。1323は 直立する

短い柱部に長 く大 きくひろがる裾部をもつ。ヘラミガキが丁寧にされる。1324はやや器壁の

厚いもので、柱部が円錐状 となるものである。1325はやや長 く、大 きくひろがる裾部をもつ

ものである。1326・ 1327は 高邦形土器ないし脚台付鉢の裾部 となるものである。器高が低 く、

大きく裾部がひろがる。1328～ 1330は支脚形土器である。1328。 1329は受部にU字状の傾斜

部をもつ。1331は いわゆる台形状土製品である。1332は厚い番壁をもつ筒状の上製品である。

器種不明。

第184図 SX3出 土遺物実測図11)
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調 査 の 概 要
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遺 構 と 遺 物
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第186図 SX3出土遺物実測図10
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調 査 の 概 要

SRl

S X3の遺物を取り上げた後、S Rlの調査を始めた。S Rlは調査区南東部②～⑩区に検出

した遺構である。調査地外に続くため全容は不明である。規模は現況で最大幅12m、 深さは

最深部で約80cmを 測る。断面形は,表い「U」 字状を呈する。

S Rlは大きく2つの土壌により埋没している。上層は褐色の粘土質シル ト、下層は暗灰褐

色土である。さらに下層は50～ 60cmの 堆積であり、取り上げは上 。下2回 に分け実施した。

また、基底面では明灰色砂層 (最下層A)と 、小礫層 (最下層B)を検出した。⑤～⑦区

では上層及び下層の一部はS R3に より削平され、ただし⑦～⑩区では埋土は上から順に上層

→下層→最下層A・ 最下層Bの堆積であるが、①～⑥区では上層はほとんど検出されなかっ

た。

遺物は上層からは完形品が多 く、下層からは破片が少量出土する状況であった。概ね、上

層からは弥生時代後期前葉、下層からは弥生時代中期後葉、最下層 Bか らは弥生時代中期～

後期前葉に比定される土器が出土 した。石器では石庖丁、石鏃、石錘などが出土 している。

報告は S R2の調査 と同様、土壌の堆積状況が異なる南半部 と北半部 とに分けて記述を行う。

① SRI南半部 (⑦～⑩区)の調査

SRI上 層 (第 173図、図版23・ 24・ 27・ 28)

S X3の遺物を取 り上げた後、 S Rlの上層部分の掘 り下げを行った。上層は⑦、③、⑩区

では厚さ20～40帥を測る。上層の上位では遺物の出土は極わずかであったが、下位において

は遺物が大量に出土 した。完形品はその場で割れた状況にあった。遺物の出土状況は良好な

遺存状況から、投棄されたものと考えられる。上層からは弥生時代後期前葉に比定される土

器と、石器では弧背直刃形や長方形態の石庖丁、有溝石錘などが出土 した (P293・ 294,第

275図 )。 土器には、讃岐や豊前～豊後地方からの搬入品と考えられるものや、赤色顔料が付

着するものもある。このほか、台形状土製品、紡錘車、分銅形土製品が出上している。

なお、⑦ o③区の境界付近では、 S X3と 上層の区別が困難であったため、 S X3の遺物を

上層遺物として取 り上げたものがある (第 206・ 207図、1522～ 1539)。 これらの遺物は、形態

により区別し「S X3と 判断される遺物」として記載 した。

出土遺物 (第 187～ 205図 、図版80～ 88)

甕形土器 (1333～ 1389)

1333～ 1357は 中～大型品である。1333～ 1336は頸部に刻目凸帯をもつ ものである。1336は

肩部が強く張 り、日縁端部が拡張せず、器壁が厚いことで1333～ 1335と は異なるものといえ

る。1337～ 1345は ゆるやかに外反する日縁部に、日縁端部には沈線をもつものである。この

うち1337～1339は頸部の締まりが弱いもので、よって月同部上半の張りが著 しくない。また1339・

1342の胴上半部には「ノ」字状の文様が施されている。
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遺 構 と 遺 物
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第187図 SRl上層出土遺物実測図(1)
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調 査 の 概 要

第188図  SRl上層出土遺物実測図惚)

1346～ 1354は、日縁部を拡張 しないものである。1351と 1352は復元完形品であるが、胴上

半部は形態に違いはないが、下半部は1351は上げ底、1352は くびれの平底となり異なる形状

を呈している。1350は 日縁端部に刻目をもち、中期前半の古い要素をもつ。1355～ 1357は「 L」

字状に折 り曲げられた日縁部形態をもち、器壁が著 しく薄いものである。特に1357は色調 も

明るく外来的要素が強い。1358～ 1378は法量が小さい一群である。1358～ 1367は 日縁部が拡

張され、端部に沈線をもつものである。1362・ 1365は復元完形品である。肩部が張 り、上げ

底となることを共通とする。1368は 肩部が著 しく強 く張 り、日縁端部を上下方向に大きく拡

張するものである。器壁の厚さや色調 もほかのものとは異なり外来的要素が強いものである。

1369～ 1377は 日縁部に,先線をもたないものである。1378・ 1379は最 も法量が小さいものであ

る。1380は 日縁部の拡張が上方に大きく、ほかのものと形態が異なるもので外来的要素が強

いものである。1381～ 1389は 底部片である。1381～ 1388は上げ底、1389は 立ち上がりをもつ

平底である。量的に前者の方が出土量が多い。
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遺 構 と 遺 物

第189図 SRl上層出土遺物実測図ほ)

,                1,               21cm

(S=1:4)

面

く
恐
ド

阿

▽

仲ヽ
一択

-199-



調 査 の 概 要

(S=1:4)

第190図 SRl上層出土遺物実測図仰)

- 200 -



遺 構 と 遺 物

第191図 SRl上層出土遺物実測図低)

o                10               20cm

(S主 1:4)
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調 査 の 概 要

〕               lo              20cm

第192図 SRl上層出土遺物実測図俗)

壺形土器 (1390～ 1445)

1390～ 1395は大型品である、1390・ 1391・ 1395は法量が最 も大 きいもので、大 きくひらく

長い日頸部をもつ ものである。1390は頸部の刻 目凸帯は細か く、 日縁内面に放射状のやや粗

いヘラミガキをもっている。1392～ 1394は先の大型品に比べ器壁が薄 く、やや法量が小さい

ものである。1396～ 1399は 短い日頸部 と球形の胴部をもつ ものである。1397は焼成前の穿孔

をもっている。1400～ 1402は 筒状の頸部に、外反する日縁部をもつ ものである。1400～ 1406

は内傾、1407～ 1422は 直立から外傾 して頸部が立ち上がるものである。1416～ 1418は頸部に

,先線をもってお り、頸部形態 もほかのものと異な り長い傾向をもっている。1415。 1419は 日

縁部がやや異なる形態を呈 してお り出土 も各1点 に限られる。1423は 完形品である。日頸部が

長 く、頸部下半の締 まりと肩部の張 りが強いものである。

1424～ 1426は 日縁部が上方に立ち上がるものである。1424は器壁が厚 く、1425。 1426は頸

部に刺突文をもつ ものである。1427は完形に近いものである。長い日頸部をもち胴部中位が

著 しく張るものである。1428は無頸壺である。丁寧なヘラミガキがされる。1429,1430は 長

い頸部をもつ もので多重の凸帯をもつ。1431は胴部片で線刻を施 したものである。

1386
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遺 構 と 遺 物

第193図  SRl上層出土遺物実測図骸)

｀
 1394

0               1o              20cm

(S=1:4)

- 203 -



調 査 の 概 要
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第194図 SRl上層出土遺物実測図伯)

1432～ 1441は底部片である。厚 くやや丸みをもつ平底のものが多く、なかには立ち上が り

をもつ上げ底のものもみられる (数 は少ない)。

1442～ 1445は外来的要素が強いものである。1442は形態、施文、色調が平野出上のものと

は異なり搬入品とみられる。讃岐地方。1443は 形態は平野出土品と大差はないが、頸部の刺

突文と口縁部のタテヘラ刻みが施文手法 として異なるものである。1444は小さいM字状の凸

帯をもつもので、胎土・色調 も異なり搬入品とみられる。1445は 中～大型壺の胴部片である。

胴部に3条の凸帯を施すことは当平野にはなく (中期後半以降)よ って搬入品とみられる。豊

前～豊後地方のもの。

鉢形土器 (1446～ 1482)

1446～ 1451は法量の大きい鉢形土器である。日縁部の屈曲が強いもの1446・ 1449と 弱いも

の1447・ 1450。 1451がある。1448は法量が最 も大きいものである。1451は 日縁部外面に2条 の

沈線があり、形態・施文手法とも平野のものとは異なる。外来的要素が強いものである。1452～

1455は 外反日縁、1456は直口日縁をもつものである。1456は復元完形品で、器壁が著 しく厚

いものである。1457～ 1482は法量が小さいものである。
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遺 構 と 遺 物
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第195図 SRl上層出土遺物実測図0)
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調 査 の 概 要
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第196図 SRl上層出土遺物実測図1け
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調 査 の 概 要

第198図 SRl上層出土遺物実測図1か

-208-



遺 構 と 遺 物

1442
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(S=1:4)

第199図 SRl上層出土遺物実測図10

1457～ 1466は 口縁部が外反するものある。底部はくびれの上げ底のものと平底のものがみ

られる。1467～ 1478は 直口口縁のものである。 くびれの上げ底を主体 とする。1467・ 1476は

弱子の上げ底となっている。日縁部は内傾～直日のものが多く、外面に施文するものは少な

い。1479～ 1482は小型の鉢形土器の底部である。

高lTk形土器 (1483～ 1500)

1483・ 1484は小型品でほぼ完形のものである。内傾する日縁部は、外面に細沈線をもつ。

脚部には直線文と山形文状、矢羽根状の文様をもつ。1485～ 1487は法量の大きいもので、日

縁部は直立～外傾する。1488は鉢形土器に似た不部形態となる。1489・ 1490は鋤先状口縁を

もっており、九州地方の形態を呈 しているものである。1492～ 1500は 脚部である。1492は脚

部全面を沈線により加飾するもので類例は少ない。1496・ 1497は脚端面に2条の沈線をもつ。

1498は長脚になるもので、出土数は1点である。外面に赤色顔料が付着 しており九州地方のも

のと考えられる。15001ま端部が上方に拡張され、小円孔が穿たれているものである。外来的

要素をもつ。近畿地方に類例がある。

器台形土器 (1501～ 1506)

1501～ 1503は 中～大型の器台形土器である。端部は拡張され沈線をもつ。1501は部分的に

竹管文入りの円形浮文をもつ。1504・ 1505は形態、色調、胎土ともきわめて酷似するたもの

である。1506は柱部径が細 く、作 りは1504。 1505に比べてやや粗雑 となる。

0000
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調 査 の 概 要

第200図  SRl上層出土遺物実測図1ゆ
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第201図  SRl上層出土遺物実測図1け

支脚形土器 (1507～ 1513)

1507は受部の一部が「U」 字状に傾斜するものである。1508は遺存が約1/2で、受部形態は

不明なものである。1509～ 15Hは裾端部がゆるやかに外反するものである。1512は裾端部が

直日のものである。1513は 脚部が中実になるものと思われる。

その他 (1514～ 1521)

1514・ 1515は ヨシキ形土器である。器壁が厚 く、底部に大きな円子しが穿たれている。1514

は口縁部直下にも1組の円孔がある。1516は 1514と 同形態をとるものと思われるものである。

1517は いわゆる台形状土製品といわれるものである。厚い器壁 と突出部をもつ。1518は ミニ

チュア品である。1519は 土製の紡錘車である。1520。 1521は分銅形土製品である。

1520は いわゆる「伊予型A」 の典型的なタイプである (谷若 1989)。 器形は円形で、残存

部分は上半部右側端部付近のみで、全体の4分の1以下であろう。眉と思われる顔面表現があ

るため、上半部と推測 した。類例に従い、顔面表現がある面を表面とするが、裏面には、部

分的に指頭圧痕が残る。1521は 器形は今回出土した6点 中唯―の方形で、 くびれ部根元付近で

折れ、上半部を欠失 している。下端面からくびれ部にかけての幅は、ほとんど変イとがみられ

ず、平らに仕上げている。下端面両側に2カ 所の指頭圧痕がみられる。
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調 査 の 概 要
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第202図 SRl上層出土遺物実測図10

SX3と 判断される遺物 (第 206・ 207図、図版89)

1522～ 1539は⑦ o③区の境界付近から出土 した遺物である。弥生時代後期末の特徴を示 し

ていることから、 S X3出土品として判断される遺物である。

1522～ 1530は三形土器である。1522～ 1528は複合口縁壺であり、1522～ 1524は接合部が面、

1525。 1527は稜となるものである。1523は 日縁部にタテ方向の刻目浮文を部分的にもち、浮

文間はヨヨ沈線文で加飾するという特異な施文手法をもつ。1526の外面には赤色顔料が付着

する。1529・ 1530は直口口縁をもつ長頸壷である。1531～ 1534は鉢形土器で、1531・ :532は

口縁部が外反し、1533・ 15341よ直日日縁をもつものである。1533は 器壁が薄 く、細かい刷毛

目調整であり作 りが丁寧なものである。1535～ 1538は高邪形土器である。1539は 中型の器台

形土器である。
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調 査 の 概 要
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第204図  SRl上層出土遺物実測図19
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調 査 の 概 要

第206図  SX3と 判断される遺物実測図 (1)
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遺 構 と 遺 物
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る第207図  SX3と 判断され 遺物実測図 (2)
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調 査 の 概 要

SRI下 層 (第208図、図版力)

S Rl上層を完掘後、下層の掘り下Iデ を行った。南東部全域にみら|れ、厚さは20～40clnを 測

る。北半部では約20cm前後の堆積であるのに対して、南半部では堆積が厚く、調査は2分層し

て遺物の取り上げを行った。それぞれ、S Rl下層上部、S Rl下層下部として実測図を掲載

している。上部と下部からは破片が少量出上している。上部からは甕形主器、壷形上器、鉢

形土器、高lTh形土器のほか、ジョッキ形土器やミニチューア形土―器、分鋼形土製品力1出土して

SRl下層     。hI「眉

第298図 SRl下層検出状況図
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遺 構 と遺 物

いる。石器は石庖丁、砥石などが出土している (P286・ 288～ 290,第 270・ 271図 )。 下部か

らは、甕形土器、主形土器、高辱形土器、ジョッキ形土器、台形状土製品、分銅形土製品、

鳥形状土製品が出土 し、石庖丁も出土 している。下部からは吉備地方や東瀬戸内地方からの

搬入品と思われる土器が含まれている。

そのほか、調査区内に設定した土層観察のためのEベル ト (第102図)か ら出上した遺物も

参考品として掲載 している。ベル ト内からは鹿が描かれた線刻土器の出上がある。

下層上部出上遺物 (第209～211図、図版90,91)

甕形土器、壺形土器、鉢形土器、高不形土器ほかが出土 している。

1540～ 1559は甕形土器である。1540・ 1541・ 1543は大型品である。日縁端部は拡張され沈

線を1・ 2条 もち頸部には刻目凸帯をもつものである。1542。 1544～ 15501ま 中型品である。1546～

1550は 日縁端部を拡張 し沈線を1～ 2条 もつ。1551・ 1552は小型品である。1553は器壁が厚 く、

内面にケズリ痕を残すなど、1540～ 1552ま での様相 とは異なるものである。1554～ 1559は底

部である。1554～ 1558は くびれの上げ底、1559は平底である。日縁部が拡張されない (沈線

をもたない)も のは前者の底部、日縁部が拡張されるものは後者がつくものとなる。

1560～ 1572は壷形土器である。1560は大型品、1561～ 1568は 中型品である。1561。 1562は

日縁部が鋤先状になり、端面に櫛描直線文1561や波状文1562を 施している。胎土と色調がほ

かのものと異なり、外来系の要素が強いものである。1569～ 1572は壷形土器胴底部である。

1572は胴下半部片である。ヘラによる山形文状の線刻がみられる。

1573は鉢形土器である。小型品で日縁端部はナデによる面をもつ。1574～ 1578は高邪形土

器の不部である。1574・ 1575は内傾ないし内湾して立ち上がる日縁部をもつものである。1576

は内面にも突出部をもつもので、突出部と日縁端面に刻目をもつ。1577は形態と口径より九

州系の高不形土器の要素が強いものである。1578は大型の高lTh形 土器ないし脚台付の鉢形土

器となるものである。内湾 して立ち上がる日縁部には外面に多条の細沈線文をもち、さらに

山形文状の施文を施 している。1579～ 1585は高郭形土器の脚部である。1579は 丸みのある三

角形の貫通子しをもつ。1580～ 1582は沈線文と矢羽根透 しをもつものである。1588～ 1585は低

脚で、高郭形土器の脚部ないし脚台付鉢になるものである。1586は器壁が厚 く、脚台付鉢に

なるものであろう。1587は蓋形土器である。壺用と考えられ、焼成前の円子しを4ヶ もつ。1588

はジョッキ形土器である。1589～ 1591は ミニチュア品である。1591の外面には線刻が施され

る。1592は厚みのある土製品で、分銅形土製品の破片と思われるものである。器形は隅丸方

形と推定され、下半部の角の一部が残存したものと考えている。

-219-



遡 45弱 理

5引

549

0               10              20cm

(S=1:4)

調 査 の 概 要
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第209図  SRl下層上部出土遺物実測図 (1)
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遺 構 と 遺 物
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調 査 の 概 要
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遺 構 と 遺 物

Eベル ト出上の下層上部相当遺物 (第 212～ 214図、図版91)

1593～ 1613は甕形土器である。ゆるやかに外反する口縁部をもつ もの1593～ 1601、 1603・

1604・ 1606と 内面に強い稜をもって外反する口縁部をもつ もの1602・ 1605が ある。1601は刻

目凸帯をもつ ものである。1607～ 1613は 底部で、大 きくくびれる上げ底の もの1607～ 1609、

小さくくびれる上げ底の もの1610～ 1612、 平底をもつ もの1613が ある。1614～ 1633は 重形土

器である。1614～ 1619・ 1621～ 1626の 口縁端部には沈線をもつ。1623の 口縁部には焼成後 に

円子しが穿たれている。1627～ 1629は胴部である。1627は 中～大型品で、M字状の凸帯をもつ。

形態、色調 とも平野のものと異な り、外来的要素の強いものである。1628は胴部片で、上半

部に円形浮文を施 したものである。1629は 線刻土器で、鹿が描かれている。1630～ 1633は底

部で、平底になるものである。1634～ 1636は 鉢形土器である。1634は小型品でほぼ完形の も

のである。1635は くびれの上げ底で、 くびれ部分に刺突文をもつ。施文手法 としては異例 な

ものである。1636は 小さく突出する平底をもつ ものである。器壁が薄い。

下層下部 出土遺物 (第215～ 220図、図版92～ 94)

1637～ 1665は甕形土器である。1637は 中期前半に隆盛するもので古い形態の ものである。

出土数はこの1点 に限られる。1638～ 1641は大型品である。1638。 1639は 日縁都直下に刻 目凸

帯をもつ。1640・ 1641は 日縁部に沈線文をもち、1641は胴上半部に木口による押圧文をもっ

ている。1641は、日縁部の拡張、器壁が厚いことより後期的要素ならびに外来的要素が強い

ものである。出土数は1点に限られる。1642～ 1657は 中型である。1642は 日縁端部に刻目をも

つ もので、日縁端部を刻むものはこの1点 に限られる。1644～ 1649、 1650～ 1657は出土量が多

いもので、前者は日縁部を拡張せず、後者は日縁部を拡張 し、日縁端部に1～ 2条の沈線 をも

つ ものである。1658・ 1659は小型品である。1660～ 1665は 底部片である。 くびれの上げ底 と

なる1660～ 1663は 日縁部を拡張 しない1644～ 1649の 底部 とな り、平底の1664・ 1665は 日縁部

の1650～ 1657の底部 となるものである。

1666～ 1696は壺形土器である。1666～ 1670は 大型品である。大 きくひろがる口縁部をもつ

もので、器壁が厚い1666。 1669。 1670は通常み られるものである。1667・ 1668は器壁が薄 く、

日縁端部が上方に拡張され、これまでに出土資料 としては数少ないものである。1671～ 1686・

1688は 中型品である。1671～ 1676は 日頸部が比較的長いものである。日縁部は拡張 され、い

わゆる凹線文をもつ ものが多い。1676は どちらかと言えば古い形態を呈 しているものである。

1680～ 1686・ 1688は比較的日～頸部が短いもので、頸部の締 まりが強いものが多い (1686を

除 く)。 1682は器壁が厚 く、 口縁端部の拡張 も下方に広 く、出土例が少ない形態をもっている。

1683は頸部に大 きな押圧凸帯がつ く、押圧は2ヶ l組 となり、押圧手法が注目されるものであ

る。1687・ 1689～ 1691は小型品である。頸部が締 まり、日径が小さいものである。1687・ 1689

は胴上半部に木 口による押圧文をもっている。1692～ 1696は底部片である。平底が多 く、上

げ底になるものは古い様本日を残 したものといえる。
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調 査 の 概 要
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遺 構 と 遺 物
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調 査 の 概 要
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第214図 Eベル ト(下層上部)出土遺物実測図 (3)

1697～ 1719は 高邪形土器である。1697～ 1704は lTh部片である。 日縁部が丸みをもって内傾

ないし直立 ぎみに立ち上がるものである。 日縁部には1704を 除き凹線文が施され、 くわえて

凹線文下に刻目を施す ものである。1701は 邪部全体に丸みをもっており、出土例が少ない形

態の ものである。1705～ 1719は脚部片である。1705。 1706。 1709。 1711～ 1713は通常にみら

れる大～中型品である。1707は柱上部が大 く、施文手法 も先の ものと異なるが、平野内で少

例みられるものである。1708は柱上部が無文であ り、中期前半にみられる長脚をもつ高郭形

土器片とみられる。1710は山形文をもっており、矢羽根透しに次 ぐ文様モチーフである。1714～

1717は 小型品である。不部がやや深い不部がつ くものである。1718・ 1719は搬入品である。

形態 。胎土色調が全 く異な り、1718は吉備地方、1719は 東瀬戸内地方の ものと思われる。

1720・ 1721は鉢形土器である。1720は 直口日縁で、器壁が厚いものである。バケツ状の形

態を呈す ものになる。1721は小型品である。1722は 把手部を欠 くもので、ジョッキ形土器 と

なるものである。1723・ 1724は いわゆる台形状土製品で、大型で器壁が厚 く、突出部をもつ。
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遺 構 と 遺 物
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調 査 の 概 要
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遺 構 と 遺 物
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調 査 の 概 要
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遺 構 と 遺 物
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調 査 の 概 要
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遺 構 と 遺 物

1725は甕形土器を転用 したコシキである。1726は ミニチュア品で甕形土器を模 した もので

ある。底部外面に沈線文をもってお り、讃岐地方にみられる手法をもっている。1727・ 1728

は土製紡錘車で、1727は胴部片の転用品である。1729は 土製品である。鳥形状の もので、未

貫通子とが穿たれている。1730は分銅形土製品である。器形は円形で、 くびれ部根本で折れ、

上半部を欠失 している。また、下端面からくびれ部にかけて次第に肥厚する。確実に顔面表

現 と思われる部分は、見当たらない。任意に表面、裏面を決定 しているが、表面は全体が黄

灰色で、一部に煤が付着 している。裏面は、全体が黄土色である。胎土は微細砂で、焼成は

やや良好である。

参考品 (第 221図、図版95)

出土地点より、下層として確定できなかった資料である。

1731～ 1735は下層ないし上層からの出土品である。1731～ 1733はこ形土器、1734は鉢形土

器、1735は 高邪形土器である。1731は 胴上半部にタテ方向の沈線が全体に施されているもの

である。頸部が長 く、やや細い形態は平野での出土例がみられないものである。 ―

1736～ 1739は S X3資料 と思われるものである。1736は甕形土器、1737～ 1739は壷形土器で

ある。1738は広日壺で、調整が丁寧で、焼成 も良好な作 りのよい土器である。

1740、 1741は 出土地点が不明なものである。1740は脚部片である。裾部外面に細かい多条

の沈線文を施 している。形態、施文手法 とも異形の ものである。1741は ミニチュア品である。

② SRI北 半部 (①～⑥区)の調査

北半部ではS R2・ 3の埋土である灰色粗砂を完掘後、 S Rlを 検出した。③・⑤・⑥区及び

②区の一部にて検出した。調査時には、 S Rlの上層はS R2・ 3に よりすべて削平されている

ものと判断し、遺物はS Rl下層として取り上げを行った。その後、整理時に上層遺物と思わ

れるものが多数あることが判明した。 しかし、上・下層のいずれかに属するものか判断 しが

たいものが多いため、本稿では掲載遺物は上・下層を分別せず、 S Rl北半部出土品として報

告する。

遺物は弥生時代中期後棄～後期前半に比定される土器と、石器では打製石鏃や石庖丁など

が出土 した (P289。 291～ 293,第 272～ 274図 )。 土器には、ジョッキ形土器の把手部分や分

銅形土製品があり、九州、安芸、備後地方からの搬入品も合まれている。九州地方からの搬

入品には赤色顔料が付着している。

SRI北 半部出上の遺物

②区出土遺物 (第 222・ 223図、図版95・ 96)

1742～ 1748は 中期後棄～後期前半に比定されるものである。1742は壷形土器で、日縁部は

立ち上がり、外面に沈線をもつ。1743は 底部に焼成前の線刻がある。1745は高邪形土器のlTh

部である。好部外面と口縁部上面に沈線をもつものである。
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調 査 の 概 要
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遺 構 と 遺 物
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調 査 の 概 要
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遺 構 と 遺 物

1746は高不形土器である。日縁部は鋤先状を呈す。九州的要素が強いものである。1747は

いわゆる台形状土製品である。1748は高年の脚部である。1749は主形土器の胴部である。最

大胴部にM字状の凸帯をもつ。器壁がやや薄い。1750は 甕形土器で胴上半部に貝殻による押

圧羽状文をもつ。1751・ 1752・ 1754は壷形土器、1753・ 1757は甕形土器。1753の 内面には赤

色顔料が付着する。1755は 高辱形土器の脚部、1756は 鉢形土器である。

③区出上遺物 (第 224図、図版96・ 97)

1758はこ形土器である。肩部に櫛描波状文をもつ。1759は 高辱形土器で、日縁部を欠くも

のである。柱上部に細沈線をもつ。1760は 甕形土器で肩部の張 りが強いものである。1761は

異形品である。日縁部外面に2条の沈線をもつ。1762は いわゆる台形状土製品で、端部に沈線

を2条 もつ。1763は 高lTh形 土器である。1764～ 1766は ミニチェア品で、日縁部が外反する形態

をもつ。
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調 査 の 概 要

⑤区出土遺物 (第225～ 227図、図版97)

1767は壷形土器である。頸都 と口縁端部に沈線をもつ。1768は鉢形土器である。大 きな平

底をもつ ものになる。1769～ 1771は 高辱形土器である。1770は柱部に細沈線 と円孔をもつ。

1772は いわゆるジョッキ形土器の把手部分である。1773,1774は 胴部に凸帯をもつ もので、

形態 。施文手法 とも平野にはな く外来的要素の強いものである。

1775～ 1782は やや古い時期の ものと思われるものである。1775～ 1780は 壷形土器である。

1775。 1776は 外反するやや長い日頸部をもつ ものである。1777は完形に近いもので、大 きな

底部 と短 く外反する日縁部をもつ ものである。1781は 甕形土器の底部、1782は高辱形土器の

脚部である。1783。 1784は古い時期のもの (中 期後半～後期前半)で 1783は壷形土器、1784

は高不形土器の脚部である。1785は分銅形土製品である。1785は器形は円形で、 くびれ部中

央付近で折れ、下半部のみが存在 している。大 きさでは、現在公表されている中で、県下最

大の ものである。上下対象の分銅形土製品と仮定 し、欠損 した上半部を復元すると18× 1lcm

程度の もの と推定される。
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遺 構 と 遺 物
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調 査 の 概 要

⑥区出土遺物 (第 228図、図版98)

1786～ 1790・ 1793。 1794は壺形土器である。1786の頸部には刺突文、1787は顎部に沈線 と

刺突文をもつ。1788は 日縁端部に部分的に斜線文がある。1789は 2本歯の山形文をもつ。1791

は高辱形土器、1792は鉢形土器である。1793は 日頸部～頸胴部の各境が曖味なものである。

胎土・色調 も異なり外来的要素が強いものである。1794は 口縁部片で複合口縁状の形態をも

つ ものである。赤色顔料が付着する。器種は不明。
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第228図 SRl(⑥区)出土遺物実測図
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遺構 と遺 物

流路最下層 (第229図〉

S Rl下層を完掘すると―、流路基底面で明灰色の秒層 (最下層A)と鋏分を合む小礫層 (最

下層B)を検出したj

最下層Aは⑥o③・⑩区で検出した土層でt苗北1lmx東西5れ、厚さ5～10omの雄積を測

る。土壌内には明灰色の微砂がしま状に1混入する。遺物は、上器の出上はほとんど
―
なく、石

器は柱状片刃石斧、砥石卜石庖丁未製品などが出上している (P286・ 288・ 291～ 29缶 う認70'

272・ 273図 )。

0                     ,n

(6〒 1:+501

第229図1 最下層A,最下層B及び基底面検I出状況図
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最下層Bは⑥区の北西部で検出した土層で、幅50× 230cm、 厚さ3～ 5cmの堆積を測る。流路

基底面に密着 した状態で検出した。3～ 5mm大 の小礫を合む土層で酸化作用より土壌全体が褐

色を呈 している。

遺物には弥生時代中期～後期前葉に比定される土器と、石器には石錘、石庖丁、扁平片刃

石斧などが出土する (P289。 291・ 293,第 272,273図 )。 土器の中には安芸や讃岐地方から

の搬入品も合まれている。

最下層 B出 土遺物 (第 230。 231図、図版98)

1795～ 1802は 弥生中期～後期前葉に比定されるものである。1795は甕形土器、1796～ 1801

は壷形土器、1802は高jTh形 土器である。1799は鉢状のもので、日縁外面に細い沈線をもつ。

1800は頸部に4条以上の凹線文と刻目をもっている。1801は壷形土器の胴部で、沈線文と刻目

凸帯をもつ。形態・色調・施文手法 とも平野のものと異なり、外来的要素の強いものである。

/、  |~ ＼
1799

1802

m

(S=t4)

第230図  SRl最下層B出土遺物実測図(1)
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遺 構 と 遺 物

0                     1o

(S=1:4)

第231図  SRl最下層B出土遺物実測図修)

1803は童形土器、1804は 鉢形土器である。1805は小型の鉢形土器である。 ミニチュア品に

近い法量をもつ。1806は 高邪形土器の脚部である。1807は主形土器 と思われるものである。

1808は支脚形土器である。受部の一部が「U」 字状を呈す。1809は 器種不明の土製品である。

多条の山形文が施されている。1810は ミニチュア品で、童形土器を模 したものと思われる。

1811。 1812は 出土地点が少 し離れているもので、1811は高jTh形土器の脚部、1812は 中実支脚

のミニチュア品かと思われる。

基底面検出の遺構 (第 229図、図版30,31)

S Rlの基底面は、わずかに西から東に向けて緩傾斜 している。流路検出面から基底面まで

の深さは約lmを測る。⑤ o⑥ o③区ではピットを計3基検出した。

S P750は⑤区にあり、規模は径70cln、 深さ約20cmを測る。埋土は S Rl下層と同様の暗灰

掲色上である。ピット内からの遺物の出土はない。

S P 751は ⑥区にあり、ピット上部は最下層Bが一部覆っている。規模は径80× 100cm、 深

さ約25cmを測る。埋上はS Rl下層と同様の暗灰褐色である。ピット内からの遺物の出土はな

い。

S P752は③区にあり、 ピット上部は最下層Aが覆っている。規模は径60× 70cmh深さ約35cm

1811

〕05地

´ 貞

1807

伊
‐ 1れ

_胚 _

彦 1割 2

20cm

1806

1810
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調 査 の 4JA要

を測る。埋土は暗灰色上である。ピット内からは弥生土器片が数点出土 した。

これら3基のピットは′性格は不明で、流路に伴うものかどうかは判断 しがたい。

このほか⑥・③区では、径10cm前後、深さ5～ 10cmの小ピットが点在 して検出したが、時期

と性格は判断できない。

その他の遺物

調査区内に設けた土層観察用のベル トとトレンチからも遺物が多数出上 した。出土地点や

層位に不明な点があり、本稿ではベル ト・ トレンチ出土遺物 として報告する。

ベル ト・ トレンチ出上遺物 (第232～ 234図、図版99。 100)

1813・ 1814は壷形土器である。1813は大型品で幅広い押圧を施 した凸帯を頸部にもつ。1814

は頸部に多条の櫛描 き直線文をもつ。器形 。施文手法 とも平野の もの とは異な り、外来的要

素の強いものである。1815は 甕形土器の底部。1816～ 1818は鉢形土器である。1817・ 1818は

小型品で、 ミニチュアに近い法量である。1816は 口縁部が立ち上が り、外面に沈線をもつ も

ので、内面のケズ リ痕が著 しく残るものである。形態・調整 。施文手法は外来的要素が強い。

1819は高邪形土器で、大 きく広がる口縁部をもつ ものである。1820は 甕形土器の日縁部であ

る。日縁端部は面をもち、わずかに外傾する。1821は壺形土器の日頸部である。内傾する短

い頸部に、外反する二重口縁 をもつ。1822は 高JTh形土器の柱都片である。外面に赤色顔料が

付着する。1823～ 1825は 支脚形土器である。1823は裾端部がわずかに外反するもので小型品

である。1824は脚端部は内側に小さく突出する。1825は 中央部に貫通子しをもつ。1826,1827

は甕形土器である。1826は 器壁が厚 く、日縁端部に沈線をもつ。1827は 口縁端部が上方に拡

張され、肩部に刺突文をもつ。1828は ミニチュア品で、主形土器を模 したものであろう。1829

は弥生中期のと形土器、1830は後期の鉢である。1831は壺形土器で後期前半の ものである。

1832は長脚付の注目土器になる可能性が高いものである。胎土・色調 とも平野の ものとは異

なる。1833～ 1836は壺形土器である。後期末。1837は 中型の鉢形土器である。1838は大型壺

の底部である。後期末。1839は主形土器で、古墳時代前半期の ものである。同時代の遺構に

伴うものであろう。1840～ 1842は壷形土器である。いずれも形態 。施文・色調 とも平野のも

の とは異なるもので、外来的要素の強いものである。1843は小型の鉢形土器である、1844は

ミニチュアないし古墳時代の小型壺 とも考えられるものである。1845は 底部で、重形土器 と

みられるが、断定できない。1846は小型の鉢形土器である。1847は 高邪形土器の写部、1848

は焼成前の小円孔がみられる壷ないし鉢形土器の蓋である。

最後に流路出上の遺物のうち、複合口縁壺に施されている波状文や山形文などの拓本を以

下に掲載 した (第 235～ 237図 )。
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1817

巡
1818

∀

´

1819

20

Eベル ト上層 :1813～ 1819

SR2。 3:1820-1825

南東隅 トレンチ:1826。 1827

東壁 トレンチ:1828

第 232図 ベル ト。トレンチ出土遺物実測図 (1)
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＼
1ヽ832

礁＼
1834

Eベルト下層 (③③区):1829～ 1839

第233図 ベル ト。ドレンチ出土遺物実測図2)
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‐８４０
　

＼
ふよヽ

、
口
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４

，ヽ内
Ⅸ
Ⅳ

ＩＩ
口
・
１８

1848

B′ ルヾ ト :1840～ 1846

F7区 トレンチ :1847。 1848

m

(S=,4)

第234図 ベル ト・ トレンチ出土遺物実測図俗)
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1226(SX3)

1234(SX3)

ミ菖煮§考§豊富§井
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1228(SX3)
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'ポ

rfFr

1230(SX3)

1235(SX3)
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Tヽゞ ざ 、
ギ■r

841(sR2⑥区)

(S=,:2)

４

い
一

836(SR2③区 )

第235図 複合口縁壺の拓本 (1)

1233(SX3)
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983(SR2⑥区P24)

1005(SR2⑥区 P28)

第236図  複合口縁壺の拓本確)

896(SR2①区P30)

913(sR 2②区P7)

982(sR 2⑥区 P22)

Iて IP,4,′t″・ 4Ⅲ Ⅲ r´    ⌒

1003(SR2⑥区P28)
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l

811(SR3①区)

蠅 :孟□
805(SR3①区)

782(SR 3④区)

969(SR2③区)

754(SR3⑤区)

971(SR 2③区)

第237図 複合口縁壺の拓本 0)
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遺 構 と 遺 物

自然流路のまとめ

本調査では3条の自然流路を検出した。これらの流路は出現期が遅 くとも弥生時代中期後葉

であり、埋没期は古墳時代初頭頃と考えられる。以下、流路の形成順に時期 と性格を記述す

る。

|)形成過程

① まず、調査地に最初に出現する流路は S Rlである。調査区南東隅に検出した流路で、粘

性の強い砂を含む暗灰褐色土を埋土にもつ。流路内からは主に弥生時代中期後葉に比定され

る遺物が少量出土した。全面かどうかは判断しかねるが、褐色の粘土質シル ト層 (S Rl上層)

が流路を覆うことになる。上層中からは完形品を含め弥生時代後期前葉に比定される多数の

遺物がまとまって出土 している。出土状況などから上層堆積中に遺物を投棄 したものと思わ

れる。 S RIは 弥生時代後期前葉に埋ヱ支する。

② また S Rl上層上部には、遺物が集中して出土する地点があった (S X3)。 S X3か らは

完形品を合め弥生時代後期末 (梅木編年Ⅲ-1)に比定される遺物が重なり合うようにして出

土した。とりわけS X3か らは、赤色顔料が付着する遺物が本調査中、最 も多く出土 している。

出土状況から、 S Rl上層堆積後に遺物を投棄 したものと思われる。

③ 調査区北西部と南東部では溝 S D401・ 402を検出した。埋土や検出状況などから判断す

るとS D401と 402は 同一の溝と考えられる。断面形状から自然のものではなく、人工的に作

られた溝と考えられる。これらの溝には埋没中もしくは埋没する直前に調査区北西部に2ヶ 所

と南東部にlヶ 所、遺物が集中して出土する地点があった (S Xl。 2・ 5)。 S Xl・ 2・ 5か ら

は弥生時代後期末 (梅木編年Ⅲ-1・ 2)に比定される遺物が、完形品を合め押 しつぶされた

状況で出土 した。出土状況から、投棄された様相がうかがわれる。これらからS D401・ 402

は弥生時代後期末もしくは、それ以前に作られた溝と考えられる。

④ その後、新たな流路 S R2が調査地内に出現する。調査区南東部から北西部に向けて流れ

る流路で、灰色の粗砂を埋土にもつ比較的緩やかな流れの流路である。 S R2か らは弥生時代

後期末 (梅木編年Ⅲ-2・ 3)|こ比定される遺物が出上した。調査区南東部の流路北側の壁体

沿いには、完形品を合め比較的良好な状態の遺物が多数出上している。 S R2が流れている間

に、調査区南東部にて遺物を合む土層が堆積する (S X401・ 402)。 S X401。 402か らは弥生

時代後期末に比定される遺物が出土 したが、性格は不明である。

⑤ 急な流れをもつ流路 S R3が S R2と あまり時期を隔てることなく出現することになる。

S R3は S R2と 同様、調査区南東部から北西部に向けて流れる流路で、灰色の粗砂を埋土に

もつ。 S R3は流路の範囲や、他の流路の遺存状況から、 S R2、 S Rl、  S D401、 402を浸食

したものと考えられる。 S R3か らは弥生時代後期末から古墳時代初頭までの遺物が出上して

いる。
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調 査 の 概 要

2)性格

流路の調査では大量の遺物が出土 している。とくに土器では弥生時代中期後葉 (梅木編年

中期Ⅲ)、 後期前葉 (梅木編年後期 I)、 後期末 (梅木編年後期Ⅲ)に比定される良好な資料

が得られている。このなかには、外来的要素をもつ土器が数多く出上 し、搬入品と考えられ

る土器も幾つかある。また、赤色顔料が付着する土器も30点ほど出上 している。流路出上の

土器は土器編年とともに、松山平野と他地域の交流を考えるうえで好資料となるものである。

石器では各流路内から石庖丁、石斧、石錘など各種の資料が出土した。とりわけ、弥生石

器の主要器種である石庖丁や石庖丁未製品が異なる時期の流路から出上 したことは、石器の

変遷を考えるうえで好資料となるものである。

以上、簡単にまとめを行った。調査では、 S R2と S R3の埋土が類似 していることより、

掘 り方や遺物の取 り上げなど、的確な調査を進めることが困難であった。よって、流路本来

の姿や構造を判断することが難 しかった。今後の調査に課題を残す結果となった。

〔流路の形成過程〕

弥生中期後葉   後期前葉

S Rl下層 ―

一

S Rl上層 一―一→

後期末 ～古墳初頭

S Xl――一→ S R2-――→ S R3

S X2

S X3

S X5

S D401

S D402
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溝

SD8(第 85図 )

調査区南西部G2区 で検出された短 く

さ約 6 cm、 断面形は浅い皿状 を呈する。

遺 構 と 遺 物

て不定形な溝である。東端はSB9に 切 られる。深

埋土は褐色の粘土質シル トである。溝からの遺物の

出土はない。

時期 :S B9に 切 られることから下限は弥生時代後期末 と考える。

SD9(第 85図 )

調査区南西部G2区で検出された短 くて不定形な溝である。東端はSB9、 西端はS B12

にそれぞれ切 られる。深さ約4cm、 断面形は浅い皿状を呈する。埋土は褐色の粘土質シル トで

ある。溝からの遺物の出土はない。

時期 iSB9及 び S B12に切られることから下限は弥生時代後期末と考える。

S D17(第 85図 )

調査区中央部南東寄 りF5区で検出した東西方向に延びる溝である。 S B17と 重複する。

検出長5。 3m、 幅約0.6m、 深さ約38cmを 測る。断面形は「V」 字状を呈する。埋土は褐色の

粘土質シル トである。溝からは弥生土器小片が出土 している。

時期 :S B17と 重複することから弥生時代末と考える。

その他の遺構 と遺物

第Ⅷ層上面検出のピットの内、弥生土器の出土したものがあった。すべてピット埋土は褐

色粘質土である。

ビッ ト出土遺物 (第 238図、図版31・ 32・ 101・ 102)

1849は S P 318出上のと形土器である。複合日縁壷の日縁接合部片で、外面に9条の櫛描波

状文を施 し、その上から「 S」 字状の浮文を貼付する。接合部上面には7条の櫛描波状文を施

す。1850・ 1851は S P 766出 土品。1850は頸部に凸帯を貼付 し凸帯上に斜格子文を施す。1852

は S P 356出 土の高郭形土器。口縁部外面に5条の凹線文を施 し、邪部内外面にミガキ調整を

施す。1853は S P449、 1854は S P444出 土の高辱形土器である。1854は脚裾端で屈曲し、裾

部は外反する。脚端部に径8mm大の円子しを穿ち、屈曲部に半我竹管文が 21回並列 して巡る。1855

は S P667出 上の器台形土器。日縁部は欠損 しているもので、ピット床面付近に底部を上にし

た状況で出土 した。1856～ 1859は それぞれ S P 152、  S P 356、  S P382、 S P 344出 土の支脚

形土器である。
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＼  :

田 1朗

♀         lP         2?cm
(S=± 4)

卜(弥生)出土遺物実測図

1859
S P 318:1849
S P 766:1850。 1851
S P 356:1852
S P449:1853
S P 444:1854

S P 667:1855
SP152:1856
S P 356:1857
S P382:1858
S P 344:1859

第238図  第Ⅶ層ビッ

Ⅷ
iヽ
1849
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遺 構 と 遺 物

り)古 墳時代

1)竪穴式住居址

SB3(第 239図、図版32)

調査区南西部F2区～G3区 に位置する。遺構南東隅は掘立4柱穴に、北壁の一部はS D14

に切られ、南壁はSB9を切っている。

平面形は隅丸の方形を呈し、規模は東西4.lm、 南北3.5m、 壁高は約30cmを 測る。床面は

ほぼ平坦で比較的硬い。埋土は 2層 に分層され、上層は暗茶褐色の粘土質シル ト、下層は上

層に責色上が斑点状に混入するものである。

主柱穴はSP① o②・①の 3本を検出したが、その配置から4本柱であるものと考えられ

る。各柱穴は円形を呈し、規模は径30～ 33cm、 深さ10～ 12cmで ある。柱穴間はSP①―②間

1,7m、 SP②―③間1,7mで ある。炉は未検出である。

遺物は埋土中から弥生土器・土師器が散在して出土している。

出上遺物 (第240図、図版102)

1.暗茶掲色シル ト

2.暗茶掲色シル ト十黄色土

o          1         2m

(S-1:60)

第239図  SB3測量図
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1860～ 1863は甕形土器。1860。 1861は 「く」の字状日縁を呈する。日縁端部の形態はやや

下垂するものと「コ」字状に仕上げるものに分かれる。1862は体部片で、体部上位に3条の

沈線文を施す。1864～ 1867は壷形土器。1864～ 1866は複合口縁壷である。日縁部はいずれも

やや内傾する。1864の 日縁端部は内傾する面をなす。1867は硬質の土器で体部下半に手持ち

のヘラ削り調整を施す。1868・ 1869は鉢形土器である。1868の 日縁部は外反する。1869は 日

縁部がわずかに外反するもので、日縁端部は丸 く仕上げる。1870。 1871は壷形土器の底部で

ある。1872は支脚形土器。受部は欠損 している。

時期 :出土遺物や切 り合い関係より、本住居址の廃棄・埋没時期は古墳時代初頭～前期に

比定されよう。

＼＼
1862

「
1866

涌可戸《房�訳ノ為さ
18611860

1863

み
1865

′/ 三 モ丞
1翻

舅 ∨ を西
0               10              2∝ m

(S=1:4)

第240図  SB3出土遺物実測図
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遺 構 と 遺 物

S B16(第 241図、図版19,33)

調査区中央部南寄 りF4区～H4区 に位置 し、 S B15～ 17と 重複する。理土が類似するこ

とから検出に困難を有 した住居址である。遺構上半部は削平を受け遺存状況は良好 といえる

ものではなかった。住居址西部は掘立 4柱穴に切 られている。

平面形は隅丸の方形 もしくは長方形を呈するもの と考えられ、規模は南北検出長5.15m、

東西検出長4.Om、 壁高は約10cmを 測る。床面はほぼ平坦で硬 くしまっている。埋土は褐色の

粘質上である。南壁の壁体に沿って幅10cm、 深 さ 3飩程度の小溝が検出された。

住居址床面からは大小 9基のピットを検出したが、主柱穴を特定するには至らなかった。
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1.掲色粘質土
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3. SB15埋土
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第241図  SB16測量図
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調 査 の 概 要

そのほか住居址中央部床面に30× 25cmの範囲に焼土塊が検出された。

遺物は埋土中より弥生土器、土師器、須恵器が混在 して出上した。

出土遺物 (第 242図、図版102)

1873～ 1875は甕形土器。「く」の字状を呈する日縁部で、1873・ 1875は 日縁端部を「コ」字

状に仕上げる。1873・ 1874の体部内面はヘラ削 り調整を施す。1876・ 1877は鉢形土器。体部

＼

髭 9

膨

~て

功 878

1877

＼V48制

0           5          10Cm

第242図  SB16出土遺物実測図

- 258 -



遺 構 と 遺 物

は内湾 し、日縁端部は丸 く仕上げる。1877の 内面はヘラミガキ調整を施す。1878は鋲の把手

である。1879は壷、1880は甕形土器の底部。1880の外面に叩き調整を施す。1881は須恵器邪

蓋。天丼都は扁平で断面三角形の稜をもつ。1882は須恵器不身。たちあが りは長 く、端部は

内傾する凹面をなす。住居址床面直上の出土である。

時期 :床面出上の須恵器より古墳時代後期前半までに埋没 したと考えられる。

SB4(第 243図、図版33～ 35)

調査区南西部G3区 ～H4区 に位置する。 S B19、 S K13及び S K15を 切っている。

平面形は不整の円形を呈 し、規模は長径4.Om、 短径3.3m、 壁高は約20cmを 測る。床面は

北から南に向けて緩やかな傾斜をなす。住居址壁体に沿って小 ピットを検出した。小 ピット

は径 4～ 12cm、 i朱 さ 3～ 7 cmを 浪1る 。

H24,300m

Ｅ

０
０
∝
ざ

Ｎ

〓

器

器

土

石

骨

1.茶褐色土 〔SB19埋土〕

2.暗灰褐色土 〔SB4埋土〕
(S=1:60)

第243図  SB4'SB19測 量図

- 259 -

鶉



調 査 の 概 要

本住居址床面にて土坑 2基 (SK9・ 10)、 ピット4基を検出した。土坑 2基はいずれも床

面からの掘 り込みである。 SK9は不整の円形を呈 し、長径1.7m、 短径1.6m、 深さ約24cm

を測る。土坑床面より小ピットを検出したが、土坑 との関係は不明である。土坑からの遺物

の出土はない。 S K10は S K9と 切 り合うが前後関係は不明である。平面形は楕円形を呈し、

規模は長径2.Om、 短径1.6m、 1条 さ約18cmを測る。断面形は中央部がわずかに凹む悟鉢状を

なす。本土坑内からは牛の下顎 (P312,図版125)の ほか、ガラス玉 2点、須恵器短頸重な

どが出上 している。両土坑ともに埋土は暗灰褐色土である。

住居址床面より大小 4基のピットを検出したが、出土遺物もなく本住居址に伴うものかど

うかは不明である。   ど

本住居址の埋土は暗灰褐色の砂質シル トである。遺物は埋土中ではあるが、住居址北半部

に集中して出土 している。また遺物に伴い炭化物や焼土が埋土中に散在 して検出された。遺

物の出土状況から投棄がなされたものと考えられる。本住居址は小規模であることや、形状

が不整形であること、加えて炉をもたないことなどから住居としての機能よりはむしろ土坑

として理解されるべきものであろう。

出土遺物 (第244～247図、図版103・ 104)

1883～ 1892は 須恵器邪蓋である。いずれも天丼部と日縁部を分ける稜は消失している。1893～

1898は須恵器不身である。1893。 1894はたちあがりは比較的長 く、端部は内傾する。1895～

1898は たちあがりは低 く内傾 し、端部は尖り気味に仕上げる。

1899～ 1909は高郭である。1899・ 1900は無蓋の高郭。邪部は椀形を呈 し日縁部は直線的に

立ち上がる。日縁端部は丸く仕上げる。脚裾部は大きく外反 し、1904以外は脚端部は下方ヘ

屈曲する。

1910～ 1912は廼b扁球形の体部で、基部は細い。1911・ 1912は体部下半に手持ちのヘラ削

り調整を施す。1913は提瓶、1914は平瓶である。1915は 直日壷、1916は壷の蓋である。1918

はS K10出上の短頸壷。日縁部はわずかに外反 し、端部は丸く仕上げる。1919は広日壷。頸

部外面に上下 2段に 2条の凹線が巡り凹線間に波状文を施す。1920～ 1922は甕の日縁部であ

る。1922の頸部外面に 2条の凹線が巡り、日縁下にヘラによる直線文を施す。1923～ 1926は

土師器の甕である。1927・ 1928は甑、1929。 1930は椀である。1928。 1929の体部外面にヘラ

状工具による沈線文を施す (記号か ?)。 1931は体部片。縦と横方向に細i先線による線刻を施

す。1932・ 1933は S K10出土のガラス玉である。色調は濃緑色を呈する。

時期 :出土 した須恵器の特徴から、本住居址の廃棄・埋没時期は古墳時代後期後半～末に

とbこ さ才tよ う。
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遺 構 と 遺 物
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(S-1:3)

第244図  SB4出土遺物実測図 (1)
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調 査 の 概 要
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遺 構 と 遺 物

第246図  SB4出土遺物実測図俗)

1920

m

(S‐ 1:3)
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SB4:1923～ 1931

SB4内SK10:1932・ 1983

＼、 |

0              1o             20cm

(S=■ 4)

① l理

フ′
 1924

o               5              10cm

⑨

⑦ 1933

第247図  SB4出 土遺物実測図檸)

S B19(第 243図、図版35)

調査区南西部G3区～H4区に位置する。遺構東半部はSB4に、北壁中央部は S K13に

それぞ紀切られている。

平面形は隅丸の方形を呈するものと考えられ、規模は東西検出長4.2m、 南北検出長4.2m、

壁高は約18cmを 測る。床面は平坦で硬 くしまっている。埋土は茶褐色の粘土質シル トである。
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遺 構 と遺 物

住居址床面にて 2基のピットを検出した。S P344は 床面からの掘 り込みであるが、他のピッ

トは出土遺物もなく本住居址に伴うものかはわからない。

遺物は理土中から弥生土器、須恵器が混在して出土している。床面検出のS P344内 からは

古墳時代後期末に比定される須恵器が出土した。

出上遺物 (第248図 )

1934は須恵器の高台の付 くJTh。 体部と底部の境界は丸みをもつ。高台は境界よりやや内側

に付 く。1935は須恵器高不の脚部。脚上位に 2条、下位に 1条の凹線が巡る。1936～ 1938は

S P344出 上の須恵器である。1936・ 1987は高17h。 不部はたちあがりは短 く内傾し、端部は尖

り気味に丸くおさめる。脚部は低脚で裾部は外反 し、脚端部は下外方へ屈曲する。1938は鉢。

口縁部は直立し、端部は内傾する面をなす。1939は 弥生土器の甕形土器、1940は鉢形土器で

ある。1939の 日縁端部は上方に拡張する。1940は わずかに上げ底を呈する。混入品であろう。

時期 :出 土遺物には時期差があり年代の特定は難 しいが、 SB4に切られることから、下

限を古墳時代後期後半～末と考える。

1937

1939

0                 1o                20cm

(S-1:4)

第248図  SB19出 土遺物実測図
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調 査 の 概 要

SB7(第 249図 )

調査区中央部北寄りA4区 ～B5区に位置する。北壁はSDlに、南東隅はSKlに切ら

れる。また住居址東半部は掘立 2・ 3の柱穴に切 られている。

平面形は不整の方形を呈し、規模は南北4.4m、 東西4.2m、 壁高は約18cmを 測る。床面は

北西から南東に向けて緩やかに傾斜 している。埋土は褐色の粘質土である。

主柱穴はSP①、②、③の3本を検出したが、その配置から4本柱であろう。各柱穴は円形

を呈し、径30～ 50cln、 深さ12～ 15cmを測る。柱穴間はSP①―②間2.lm、 SP①一③間1.8

mである。主柱穴以外に床面にて4基のピットを検出したが本住居址に伴うかどうかは不明

である。

遺物は埋土中より上師器、弥生土器片が数点出土したのみで図化しうるものはない。

時期 :出土遺物がわずかであり時期判断は難しいが、掘立 2・ 3に切られることなどから、

本住居址の埋没時期の下限を古墳時代後期末と考える。

H24500m

Ｅ
８
い
．馬

三

1.掲色土 〔SB7埋土〕

2.晴灰掲色土 〔SP58埋土〕
(S=1:60)

第249図  SB7測量図
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h■ |まЮ備 1・ 暗緑灰色土 〔SB25埋土〕

2.晴緑1庚掲色土 tSB141理土〕

lS i:60'

-267-

第250図  S.B14・ SB25測量図



遺 構 と遺 物

S B14(第 250図、図版35)

調査区中央やや北西寄 りC3区に位置する。遺構東半部はS B25に切 られている。平面形

は隅丸の方形 もしくは長方形を呈するものと考えられ、規模は南北5.5m、 東西検出長1.3m、

壁高は約18cmを 測る。床面はほぼ平坦で硬 くしまっている。埋土は暗緑灰褐色上である。主

柱穴及び炉などの施設は未検出である。

遺物は埋土中に須恵器・土師器片が散在 して出土 している。埋土上位から焼けた骨 (鹿の

脊椎)が出土 した (P312,図 版125)。

出土遺物 (第 251図 、図版105)

1941・ 1942は須恵器j7X蓋である。天丼部と口縁部を分ける稜は不明瞭である。1943～ 1946

は須恵器邪身である。たちあがりは低 く内傾 し、端部は1946は 尖り気味、他は丸 く仕上げる。

1947。 1948は 高17h、 1949は 甕の口縁部である。日縁端部は上方につまみ上げる。1950。 1951

は土師器の甕である。日縁端部は内傾する面をなす。1952は 土師器の椀である。体部は内湾

し、日縁端部はわずかに内傾する。

時期 :出土 した須恵器の特徴から本住居址の廃棄・埋没時期は、古墳時代後期末に比定さ

才化よう。
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｀
｀
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′

1947

1950

第251図  SB14出 土遺物実測図
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調 査 の 概 要

S B25(第 250図 、図版35)

調査区中央部北西寄 りB3区 ～D5区 に位置する。遺構南東部は近現代の攪乱坑により削

平されている。西壁は S B14を 切っている。

平面形は隅丸の方形を呈 し、規模は東西7.8m、 南北7,7m、 壁高は約33cmを 測る。本調査

検出の住居址の中で もっとも大型の住居址である。床面は中央部がやや凹んでいるものの、

ほぼ平坦で比較的硬い。埋土は暗緑灰色の砂質シル トである。

カマ ド本体は検出で きなかったが、北壁中央部東側に焼土を検出 したことからカマ ドが存

在 していたもの と考えられる。住居址床面にて大小 7基の ピットを検出 したが、本住居址に

伴うものかどうかは不明である。

遺物は埋土中か ら土師器・須恵器小片が数点出土 している。

出土遺物 (第 252図 )

1953は 須恵器郭身。たちあが りは大 く短い。1954は高台の付 く不である。体部はやや内湾

して立ち上がる。1955は 須恵器の甕である。頸部外面に回転カキロ調整を施す。1956・ 1957

は土師器のlThである。いずれ も口縁端部内面に沈線状の凹みが認め られる。

時期 :出土遺物に多少の時期差がみられるが、 S B14を 切 ることなどから、本住居址の埋

没時期の上限を古墳時代後期末 と考える。
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qlll'''' Cm

顆

三
「

三F==三三三三三≡

干

=========F,74957

1954

D               10              20cm

第252図  SB25出 土遺物実測図

2)土 坑

S K13(第 85図 )

調査区中央部南西寄 りG3区に位置する。北半部はSB3を切 り南半部はSB4に切 られ

る。平面形は不整の楕円形を呈 し、規模は長径2.25m、 短径1.35m、 深さ約34cmを 測る。断

面形は悟鉢状を呈する。埋土は灰褐色の砂質シル トである。土坑からの遺物の出土はない。

時期 :SB4に切 られることから、下限を古墳時代後期末と考える。
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遺 構 と 遺 物

S K15(第 253図 )

調査区南西部H3区 に位置する。北半部はSB4に 切 られる。平面形は楕円形を呈 し、規

模は長径2.05m、 短径1.30m、 深 さ約35cmを 測る。断面形は逆台形状 を呈する。埋土は褐色

の粘質上である。遺物は埋土中より須恵器邪蓋、土師器甕などが出土 している。

出土遺物 (第 254図、図版105)

1958は須恵器不蓋である。天丼部に回転ヘラ切 り痕が残る。1959は須恵器 j7h身 である。た

ちあが りは短 く内傾 し、端部は丸 く仕上げる。1960。 1961は土師器の甕である。1960は器壁

が厚 く、日縁端部は丸 く仕上げる。1961は 「 く」の字状 口縁で、日縁端部は面取 りされる。

時期 :出土遺物及び SB4と の切 り合いより本土坑の時期は下限を古墳時代後期末 上考え

られる。

1.掲色土 (S=1140)

第253図 SK15測量図

ζ
1961

♀                IP               2!om
(S-1:4)

第254図 SK15出土遺物実測図
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調 査 の 概 要

3)溝
SD5(第 35図 )

調査区中央北寄 りB4区で検出 した短 くて

不定形な溝である。南端は S B25に切 られる。

深 さ約21cm、 断面形は皿状 を呈する。埋土は

灰褐色の砂質シル トである。溝内からは須恵

器片が少量出上 している。

1962

m

(S-1:3)

第255図  SD5出 土遺物実測図出土遺物 (第 255図、図版105)

1962は須恵器不蓋である。天丼部 と

外面に刻み目を施す。

日縁部を分ける稜は凹線により表現される。 日縁端部

時期 :出 土遺物が僅少で溝の時期を確定するのは難 しいが、 S B25に切 られることなどか

ら、下限を古墳時代後期末と考える。

SDl(第 85図 )

調査区中央北寄 りA5区で検出 した短 くて不定形な溝である。 SB7を 切 り、南端は掘立

3の柱穴に切 られる。深さ約13cm、 断面形は浅い皿状を呈する。埋土は灰褐色の砂質 シル ト

である。溝内からの遺物の出土はない。

時期 :出 土遺物がなく溝の時期を判断するのは難 しいが、掘立 3に切 られることな どか ら

下限を古墳時代木 と考える。

4)ピ ット

第Ⅶ層上面検出のビットの内、 S P61、 S P364、 S P388、 S P508、 S P747の 5基のビッ

トから古墳時代に比定される須恵器・土師器が出土 した。いずれ もビットの埋土は暗灰褐色

土である (第85図 )。

ビッ ト出上遺物 (第256図、図版 105)

1963は S P61、 1964は S P508出 上の須恵器郭蓋である。1963は断面三角形の鈍い稜をもつ。

1965～ 1969は S P747出 土遺物である。1965。 1966は須恵器不身で、たちあがりは内傾 し、端

部は内傾する。1967・ 1968は須恵器の甕で、1968は 日縁端部を上下方に拡張する。1969は土

製の紡錘車である。台形状を呈 し、径 6 mm大の円孔を穿つ。1970は S P388出 上の飢形土器で

ある。 日縁端部付近でわずかに外反する。体部内面はケズ リ調整を施す。1971・ 1972は SP
364出 土遺物である。1971は鉢形土器で内外面共に指頭痕を残す。1972は高不形土器の脚部。

脚裾部は「ハ」の字状に開き、裾部内面に弱い稜をもつ。
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(3)古 代
S K14(第 257図、図版36)

調査区南東部 G5・ 6区に位置 し、 S B15を 切っている。平面形は不整の長惰円形を呈 し、

規模は長径6.4m、 短径1.3mを 測る。床面は段掘 り状になってお り、遺構東半部では深 さ約

5 cm、 西半部は約40cmを 測る。断面形は東半部は浅い皿状、西半部は舟底状 を呈する。

埋土は西半部では、上層部は灰褐色の砂質シル ト (埋± 1)、 中層部は灰・炭・焼土が混入

する褐色の粘土質シル ト (埋± 2・ 3)、 下層部は炭・焼土を多量に合む暗褐色の粘土質シル

ト (l「_± 4)、 床面直上には約 5 cmの 厚さで、暗褐色の粘土質シル トに責灰色上がブロック状

に混入するもの (埋± 5)である。東半部では上層部に焼土・炭の混合層が検出され、床面

付近には西半部でみられる土層 (埋± 5)と 同様の層が検出された。

遺物は東半部からの出土はな く、西半部の埋± 1～ 4か ら出土 している。大半は須恵器蓋

辱や皿などであるが、土師器類 も少量ではあるが出上 している。

出上遺物 (第 258・ 259図、図版106)

1973～ 1978は須恵器不蓋、1985・ 1986は 皿の蓋である。天丼部は扁平で日縁部は下方へ屈

曲する。1979～ 1984は須恵器lThで ある。1979～ 1981は無台の17Xで、体部は直線的に立ち上が

る。1982～ 1984は 高台の付 く17h。 体部 と底部の境界で稜をな し、1983は 日縁部はやや外反す

る。底部は1983は 回転ナデ調整、他は回転ヘラ削 り調整を施す。

暗掲色土 (炭 を多量に含む)

暗掲色土 (黄灰色土がブロック状に混入)

炭 。焼土

第257図 SK14測量図

1.灰褐色±        4.
2,褐色土 (炭・焼土混入) 5.
3.褐色粘質土 (炭・焼土混入)6,

0      1      2m

(S=1:80)
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第258図  SK14出土遺物実測図11)

1987

- 275 -



1988

調 査 の 概 要

1989

1990

7
1991

1994
o              lo             20cm

SK14出土遺物実測図似)

1987～ 1991は須恵器の皿である。体部は外傾 して立ち上がる。日縁端部は1990。 1991は わ

ずかに平坦面をなす。1992・ 1993は土師器の鍋である。1992は 「く」の字状口縁を呈 し、日

縁端面はわずかに凹む。1993はやや内湾する日縁部で、頸部で稜をなして屈曲する。いずれ

も内外面に粗い刷毛目調整を施す。1994は 土師器皿。回縁部はやや外反する。

時期 :出土遺物より、本土坑の時期は8世紀中葉～後半と考えられる。

糀)縄文時代
縄文時代の遺構は未検出であるが、第Ⅶ層中から縄文土器が数点出上 している。

出上遺物 (第260図、図版106)

1995。 1996は粗製の深鉢である。1995は 胴部で一度屈曲するもので外面に巻貝条痕 を施す。

1996は 口縁部内面がわずかに肥厚するもので、外面ナデ調整を施す。1997は有文鉢。日縁部

が内湾するもので渦文から横方向に直線文が延びる。

(5)時期不明・その他の遺構 と遺物

時期の特定が難 しい遺構に SKl・ 3・ 5～ 8・ 11・ 23、 SD2,3・ 6・ 7・ 10・ 12・

15がある。出土遺物があまりなく、掘 り方 もわからないため時期特定は困難である。これら

の遺構の規模や埋土等は一覧表に記す。

SKoSD・ SP出 土遺物 (第261図、図版 106)

1998は SK6出 土の甕形土器。口縁部は内湾 し、端部は平坦面をもつ。1999は SK8出 土

の須恵器辱蓋。2000は SD6出 上の上師器椀、2001は S D10出上の土師器邪である。2001は

(S― ■3)
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第260図 第Ⅶ層(縄文)出土遺物実測図

2003

一

ｍ

０

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

５

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０ｃ

ｒ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

＝

Ｈ

Ｈ

Ｈ

＝

Ｌ

（
Ｓ
＝
１

２̈
）

第261図 第Ⅶ層SKoSDoSP(時 期不明)出土遺物実測図
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調 査 の 概 要

体部内面に放射状の暗文を施す。2002は S P406出 土品。 日縁部に断面三角形状の凸帯を貼付

け、日縁端部は平坦面をなす。内外面に赤色顔料が付着する。胎土 。器形が在地の ものと異

なり、おそらく搬入品であろう。2003は SK5出 土の上製紡錘車である。

第Ⅶ層上面検出のピットは604基 である。埋上の違いにより4グループに分類される。各埋

土は①暗灰褐色土、②暗灰褐色土に黄色土が混入するもの、③褐色粘質土、④褐色粘質土に

責色土が混入するものである。理土①は216基、埋土②は33基、埋土③は183基、埋土④は172

基である。埋土①のピットは調査区北半部中央及び南東隅、埋土②は調査区東半部及び中央

部、埋土③及び④は調査区南半部に分布 している。

そのほか、本調査において出土 した遺物の中で、重機による表土採削中や近現代の攪乱及

び、先行 トレンチなどから出土 した遺物を第262～ 265図 に掲載 した。 トレンチ出土遺物につ

いては出土地点や土層が特定できないため、あえて包合層出土遺物からは除外 した。

表採・ トレンチ出土遺物 (第262～265図、図版107・ 108)

須恵器

2004～ 2009は須恵器の不蓋である。2004は 稜をもち日縁端部は内傾する。2005・ 2006は稜

はなく日縁端部は丸く仕上げる。 6世紀。2007は 宝珠つまみの付 く辱蓋。かえりは日縁端部

より下がる。 7世紀。2008は 断面台形状のつまみの付 く郷蓋。2008・ 2009共 に天丼部は扁平

で日縁部は下方に屈曲する。 8世紀。2010。 2011は須恵器辱身である。たちあがりの端部は

丸く仕上げる。 6世紀。2012～ 2016は 高台の付 くlThで ある。高台は底体部の境界付近に付 く

もの (2014。 2016)、 境界より内側に付くもの (2012・ 2013・ 2015)がある。体部はいずれも

直線的に立ち上がる。 3世紀中～後半。

2017・ 2018は無蓋の高邪。2017は椀形の邪部で、日縁部はやや外反する。2018は 日縁端部

は欠損 している。低脚で柱部は大きく外反し、脚端部は「コ」字状に仕上げる。7世紀。2019

は椀である。体部中位に 1条の凹線が巡る。7世紀。2020。 2021は甕の日縁部である。日縁部

は外反 し、日縁端部は下方へ肥厚する。 6世紀～7世紀。

陶磁器

2022は 白磁碗。胎土は白灰色で釉は灰クリーム色である。2023は肥前焼の情鉢である。

上師器・弥生土器

2024～ 2026は土師器の椀である。2024。 2025は 断面三角形状の高台が付 く。2026は体部は

内湾し日縁端部は失り気味に仕上げる。2027は土師器の不。体部は直線的に立ち上がる。2028～

2030は高lThの 郭部、2031は脚部である。辱屈曲部は稜をなすもの (2028)と 段をなすもの (2029・

2030)と がある。日縁部はいずれも外反する。2032～ 2034は複合口縁壷。2033は 日縁端部を

下外方に屈曲する。日縁部外面に櫛描きの波状文と竹管文を施す。2034は 日縁部に廉状文と
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2004

第262図 表採・ トレンチ出土遺物実測図(1)
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第263図 表採・ トレンチ出土遺物実測図似)

- 280 -



遺 構 と 遺 物

τ≦
2040

′色
＝
同
日
日
口
日
れ
ぃ
、、

２０４

第264図 表採・トレンチ出土遺物実測図0)

ぺ:加

〕               lo               20cm

-281 -



調 査 の 概 要

2046

第265図

× 2肝
~喘

表採・ トレンチ出土遺物実測図僻)

波状文を、日縁接合部に棒状浮文を貼付する。2035は広口壷で回縁端部を上下方に拡張する。

2036は 長頸壷。体部の張 りは強 く、頸部内面にシボリ痕が看取される。2037～ 2039は鉢形土

器。2037は 日縁端部に2条の沈線文を施 し、屈曲部外面に羽状文を施す。2038・ 2039は直日日

縁の鉢で、内面は刷毛目調整を施す。2040。 2041は 器台形土器。2040は 装飾器台で、屈曲部

に円形浮文を6イ回貼付する。内外面に赤色顔料が付着する。2042～ 2044は高邪形土器。2042は

脚中位に櫛描沈線文を7条、脚中位～下位に山形文を施す。2045は童形土器の底部。ヘラ状工

具による91A状 の沈線文を施す (記号か)。 2046～ 2048は支脚形土器。2046は受部を斜めにカッ

トしている。2047は 中空、2048は 中実のものである。

〔参考文献〕

谷若 倫郎 1989 「分銅形土製品にみる地域相」『花園史学 10号』

山之内志郎 1992 「道後城北地域出上の分銅形土製品」『祝谷アイリ遺跡』
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〔5〕 石製品

本調査において、遺構や包合層中から多数の石器が出土している。竪穴式住居址では弥生

時代に比定されるS Bl、 S B2、 S B17の 3棟、古墳時代に比定されるS B3、 S B4、 S B6、

S B13、  S B19、 S B21の 6棟から石鏃や石庖丁などの製品のほか、石器素材が出土している。

とりわけ、 S Blか らは大陸系の磨製石器片が出土しているほか、 S B17か らは赤色顔料が付

着した石杵が出土 している。自然流路内では、石庖丁や石斧などのほか砥石・台石 。石皿・

石錘など良好な資料が多数出土している。そのほか、包合層中からも多数の出土がみられ、

とりわけ、第Ⅶ層出上の石器素材 (サ ヌカイト製)は弥生時代以前に比定される可能性があ

るものとして注目される。

本稿では、これら石器類を遺構・包合層別に掲載する。

(1)竪穴式住居址出土石器 (第 266・ 267図、図版10"

1)第Ⅳ層検出住居址出土石器 (2049～ 2053)

S B6 本住居址からは、加工斧 。砥石 '台石が出土した。2049は扁平片刃石斧である。大

きく欠損する。2050は砥石である。下端は欠損する。横断面形は不整五面体状を呈し、各面

を機能面として利用している。右側面に遺存する溝には鉄錆が認められることから、本資料

は鉄器製作に関わるものである。2051は 台石である。器面の中央を機能面として利用してお

り、僅かに凹んでいる。

S B21 本住居址からは、石庖丁が出土した。2052は 1/2の遺存である。平面形は長方形

を指向しているようである。穿子しは両面からおこなわれている。器面の研磨は粗い。

S B13 本住居址からは、石庖丁が出上した。2053は 1/2の遺存である。平面形は、刃部

が弱 く外湾する長方形を呈している。穿子とはいずれも両面から施される。

2)第Ⅵ層検出住居址出土石器 9054～ 2056)

S BI 本住居址からは、結晶片岩製の大陸系磨製石器片が出土した。2054は器面の一部に

研磨が施されている。

S B2 本住居址からは、スクレイパーと石器素材が出土した。2055はサヌカイト製のスク

レイパーである。大きく欠損 しており、全体形は不明である。刃部は弧状を呈し、片面調整

により作出される。2056は結晶片岩製の石器素材である。両端は欠損する。破損面以外には

自然面が残置する。

3)第Ⅶ層検出住居址出土石器 (2057～ 2062)

S B3 本住居址からは、磨製石鏃片が出土した。2057は基部が欠損する。研磨が粗いため

であろうか、自然面が残置する。結晶片岩製

S B4 本住居llLか らは、石器素材が出土した。2058・ 2059と もに結晶片岩製で破損面以外

には自然面が残置する。
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遺 構 と 遺 物

2062

2061 ・ 2062: S B17
o                 10cm

(S=,3)

第267図  SB出土石器実測図修)

S B19 本住居址からは、打製石鏃が出土した。2060は 尖基無茎式の完存品である。両面

に素材面 (初子1離面)が残置する。サヌカイト製。

S B17 本住居址からは、石器素材と石杵が出土 した。2061は板状の石器素材である。片

面には自然面が残置する。2062は石杵である。安山岩製の棒状の礫を素材としており、調整

はなされず、素材の形状のまま使用している。機能面は下端面に限られ、著 しい器面の磨減

が観察される。赤色顔料が付着しており、特に下端面には顕著である (巻頭図版 2)。

(2)自然流路出土石器

本調査検出の自然流路からは、多種多量の石製品が出上した。ここでは前述の土製品の場

合と同様に、報告は調査区北西部から中央部と調査区南東部とに分けて記述を行う。

1)北 西部か ら中央部 (B2～ D6区 )の調査

北西部から中央部ではS Xl、 S X2及び流路 S R2・ 3(灰色粗砂)か ら石器が出土した。

特にS R2・ 3か らは石鏃、石庖丁、石斧など比較的豊富な器種が出土している。

① SXl・ SX2出土石器 (第268図、図版110)

2063は S Xl出上の結晶片岩製の石庖丁である。打裂段階で製作が中断されている。片面に

大きく自然面が、もう片面には素材面が残置する。2064は S X2出上の石庖丁である。遺存部

位から、平面形は隅丸の長方形を指向していることが考えられる。
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② SR2・ 3出上石器 (第269図、図版110)

2065～ 2071は C区、2072は B区、2073は D区出土石器である。2065。 2066は打製石鏃であ

る。2065は サヌカイ ト製の凹基無茎式で片脚部を欠損する。2066は 赤色チャー ト製の平基無

茎式である。先端部 と基部を欠損する。両面に素材面が広 く残置する。2067～ 2069は石庖丁

である。2067は 刃部を大 きく欠 く。背部は弧状 を呈 してお り、平面形は弧背弧刃形あるいは

弧背直刃形 と考えられる。穿孔は両面からおこなわれている。2068は 1/2の遺存である。弧

背直刃形に復原される。穿孔は両面からおこなわれる。2069は平面形が長方形で、側部に狭

りを有する。狭 りは敲打によって作出され、研磨によって仕上げられている。2070は伐採斧

である。欠損後、基部 と刃部には再加工がなされている。器面の風化が著 しく進行 している。

2071は石器素材である。破損面以外には自然面が残置する。2072は大陸系磨製石器片である。

2073は石器素材である。完存。大 きく自然面が残置する。

2)南東部 (E6～ H8区 )の調査

南東部では流路 S Rl、 S R2及び土器i留 まりS X3、 S X4、 S X5か ら石器が出土した。と

りわけ、 S Rlか らは、石庖丁、石鏃、石斧、砥石、石錘など多種多量の石器が出土している。

S Rlについては土製品の場合と同様に北半部 (①～⑥区)と 南半部 (⑦ ～⑩区)に分けて記

述 している。なお、 S Rl下層出土石器として報告している中には、流路基底面の土層である

最下層A(明灰色砂)、 最下層B(鉄分を含む小礫層)か ら出土 した石器も含まれている。

① SRl出 土石器

調査区南東隅E7～ H8区 に検出 した流路 S Rlか ら出上 した石器である。北半部の調査では、

下層で取 り上げた土製品の中に上層遺物が多数、混在 していたため、 S Rl出土遺物 として報

告 した。 よって石製品についても同様に、 S Rl出土石器 として報告する。

(i)南半部 (⑦～⑩区)下層出土石器 (第 270。 271図、図版Hl。 112)

2074・ 2079は最下層 A、 2075～ 2078、 2080～ 2083は下層下部、2084～ 2088は下層上部出土

石器である。2074は スクレイパーである。厚みのある系1片 を素材 とし、若干内湾する刃部を

両面調整により作出する。使用により刃部に細かい刃こぼれ状の使用度が認められる。流紋

岩質安山岩。2075は 石庖丁である。大 きく欠損する。欠損 している上端には研磨痕が認めら

れ、再加工 されている。2076は 加工斧である。基端 と両側面以外はほとんど欠損する。2077

は器種不明の大陸系磨製石器片である。結晶片岩製。裏面は大 きく欠損する。片面には丁寧

な研磨がみられる。2078は砥石である。断面は不整七面体状を呈 し、各面に使用痕が認めら

れる。そのうちの一面には幅1～ 2mmの溝が一条認められる。断面は極めて浅いV宇形を呈 し

てお り、この溝は金属器製作時の研磨によって形成されたことが考えられる。2079は砥石、

2080は 台石である。受熟により部分的に黒化 している。2081は石庖丁未製品である。右半部

が欠損する。弧背直刃形態を指向 してお り、研磨段階で廃棄されたものである。2082・ 2083

は石器素材である。結晶片岩製。
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遺 構 と 遺 物

2084は石庖丁である。大 きく欠損する。 Dlrt背 弧刃形態で、刃部 と背部の接点が尖るタイプ

であろう。両面穿孔によって二孔を穿つ。 a面に認められる刃部の0高 は曖味で判然 としない。

2085は 石器素材である。2086は石皿である。片面中央部を機能面 として利用 してお り、部分

的に敲打による凹みが観察される。2087・ 2088は 台石である。2087は 受熟により部分的に黒

化 している。2088は表面の一部が系1落 している。受熟により裏面以外の各面が黒化する。

(ii)SRI北半部 (①～⑥区)出土石器 (第 272～274図、図版112～ 114)

2090。 2093～ 2096・ 2098・ 2100,2105。 2109～ 2111は最下層 B、 2097・ 2102・ 2106・ 2108

は最下層A、 その他はS Rl出 土石器である。2089は打製石鏃である。サヌカイト製。小形の平

基無茎式である。両面に素材面が残置する。2090は打製石錐である。使用により先端部が欠損す

る。赤色チャート製。2091～ 2095は結品片岩製の石庖丁である。2091は 両端部が欠損しているた

め平面形が楕円形か長方形かは判然としない。2092は 長方形を呈し、側部には研磨によって仕上

げられた狭りが認められる。 a面には4子しの他に穿子L途中が二箇所認められる。貫通している子しに

は外径と内径に大きな差異はみられず、金属器によって穿孔されたものと考えられる。2093は 長

方形で側部に狭りがみられないタイプである。2094は大きく欠損するため、全体形の復元は困難

である。遺存する刃部は僅かながら内湾し、磨滅が著しい。2096は伐採斧である。基部と刃部が

大きく欠損する。横断面形態は不整円形を呈す。2097～ 2099は加工斧である。2097は 欠損品。基

部は円基を呈し、各面の研磨は弱く面取りが甘い。そのために稜が不明確となっている。横断面

形は胴張り形を呈す。袂りは弱く、僅かに凹む痕跡的なものである。2098は平面形が身膨れ状の

不整長方形に近い。側部には、成形時の打裂痕が残る。刃部の鏑は弱く丸みを有する。前主面側

の刃部には、縦位の細線条痕が認められる。右側部には欠損後の研磨が施されており、欠損後に

再利用されていることが理解される。2099は加工斧の未製品である。打裂が終了し、研磨に移行

した段階である。2100。 2101は有溝石錘である。2100は長軸方向の側面に、擦 り切 りによる一条

の溝が施される。2101は 2100と 同様に長軸方向の側面に擦り切 りによって溝が一条作出されてい

る。下端を欠損する。流紋岩製。2102～ 2104は敲石である。2102は両面の中央を機能面として使

用している。2103は片面中央部を機能面として使用している。2104は 片面の中央部と下端面を機

能面として使用する。下端面が磨減 していることから、この面では擦 り潰すような作業がおこな

われたことが想定される。2105～ 2107は石氏石である。2105は完存。片面と下端面を機能面として

使用しており、横位の細かい線条痕が認められる。2106は裏面の一部を欠損する。機能面は片面

であり、特に中央部に使用度が顕著に認められ、磨減が著しい。2107は片面を機能面として使用

している。2108・ 2109は石庖丁未製品。結晶片岩製。いずれも打裂段階で欠損したために廃棄さ

れたと考えられる。2108は b面に自然面を有している。2109は両面の一部に自然面が残置する。

2110。 2111は大陸系磨製石器の未製品である。結晶片岩製。2112・ 2113は石器素材である。結品

片岩製。ともに自然面が両面に大きく残置する。2114は流紋岩質安山岩製の崇1片 である。
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調 査 の 概 要
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調 査 の 概 要
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遺 構 と 遺 物
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第274図  SRl北半部出土石器実測図 (3)

次にS Rl上層では南半部、特に⑦ o③区から石器が出土 した。石庖丁 (製品 。未製品)、

有溝石錘、台石、大陸系磨製石器片が出土 している。

(iii)SRI上層出土石器 (第275図、図版115)

2115。 2116は 石庖丁である。2115は弧背直刃形態で a面の研磨ではなく、局部的には自然

面が残置する。背部は面取 りされ、両面穿子しにより2孔を穿つ。 b面には穿孔途中が3箇所認

められる。2116は 長方形を呈 し、左側部を中心に欠損する。右側部には研磨によって仕上げ

られたと思われる狭 りがみられる。刃部の飼は両面に認められるが、特に a面は明確である。

2117は 有溝石錘である。2118～ 2120は石庖丁未製品である。2118は研磨が進行し、穿孔段階

で廃棄されたものである。穿孔は a面の左右孔 とb面の右孔は敲打後に穿孔具による回転穿

孔であるが、左孔は敲打を行わず直に回転穿孔を行ったと考えられる。直刃形態を指向して

いることが考えられる。2119は打裂が終了し、研磨に移行した段階のものである。打裂段階
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第275図  SRl南半部上層出土石器実測図

で大きく子1離 された面には研磨が及ばず、刹離された面がそのまま遺存する。弧背直刃形態

を指向している。2120は打裂段階で、一部自然面が残置する。2121は台石である。2122・ 2123

は結晶片岩製の大隆系磨製石器片である。

② SX3出土石器 (第276図、図版116)

調査区南東隅③区で検出した土器溜まり (S X3)か ら出土した石器である。S X3か らは

2121
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2126

第276図  SX3出土石器実測図

加工斧、有溝石錘、大陸系磨製石器片が出土 している。2124は加工斧である。刃部の一部を

欠損する。2125は有溝石錘である。長・短軸方向に1条ずつの溝が作出される。長軸の溝は研

磨で、短軸の溝は敲打で作出されている。2126は 結晶片岩製の大陸系磨製石器未製品である。

打裂段階のものである。

③ SX5出土石器 (第277図、図版116)

②区の南、溝 S D402の 埋土上部で検出した土器溜まり (S X5)か ら出土 した石器である。

S X5か らは磨製石鏃や敲石 。石庖丁未製品が出土 している。2128は 凹基無茎式の磨製石鏃で

ある。先端部は細かな使用痕が認められる。完存品。2129は敲石である。完存品。2130は石

庖丁の未製品である。打裂段階で欠損 し廃棄されたものである。

④ SR2出土石器 (第 278・ 279図、図版117・ 118)

調査区南東都で検出した流路S R2か ら出土した石器である。いずれも北半部からの出上で

ある。2133・ 2135・ 2136・ 2139。 2141・ 2143・ 2146は ①区、2144は②区、2138・ 2145は ③区、

遺 構 と 遺 物
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調 査 の 概 要

2134・ 2137・ 2140・ 2142は⑤区出土品である。

2133・ 2134は スクレイパーである。サヌカイト製。2133はやや薄みの横長系J片 を素材とし、

直線的な刃部を両面調整により作出する。2134は 厚みのある横長刹片を素材とし、直線的な

刃部をb面からの片面調整により作出する。
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第277図  SX5出 土石器実測図           ・
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遺 構 と 遺 物

2135。 2136は石庖丁である。2135は 直背弧刃形を呈 し、刃部に刃こばれが顕著に認められ

る。刃部の飼は両面 ともに明確ではない。穿孔は両面から施されている。結晶片岩製。2136

は側部に丸みのある長方形をなし、両側部には研磨によって仕上げられた狭 りを有す。 a面
の刃部の飼は明確である。また、この面には自然面が一部残置する。2137は 伐採斧である。

基部を欠損する。やや幅狭で、4.7cmを はかる。横断面形はやや楕円状 を呈す。前・後主面の

研磨は、全面には及ばず刃部付近に限られ、他は器面に凹凸が認められる。結晶片岩製。2138

は加工斧である。前主面側 を欠損する。基部は緩い斜基で、後主面には敲打による袂 りが認

められるが、僅かに凹む痕跡的な狭 りである。刃部の錦は認め られず、刃端に向かって緩や

かに円弧状の刃付けとなる。横断面形はやや胴が張 り、角のとれた隅丸の長方形状 を呈する。

2139は 安山岩製の有溝石錘である。溝は片面が擦 り切 りにより作出 し幅狭 く、 もう一面は敲

打により幅広で浅 く作出される。なお、横断面図における左右の両側面には磨滅や破損が認

められる。2140は 台石である。片面を機能面 として利用 している。2141は 砥石である。上半

部を欠損する。2142・ 2143は 大陸系磨製石器片である。結晶片岩製。2144～ 2146は 結晶片岩

製の石器素材である。

⑤ Eベルト出土石器 (第 280図、図版118)

発掘調査の最終段階で流路 S Rl南半部内に設定 した土層観察用の Eベル トの除去 中に出土

した石器である。2147～ 2150は 下層下部出土品。2147は紡錘車である。平面形は不整円形を

呈 し、孔は両面穿孔による。2151～ 2153は 下層上部出土品。2151は 結晶片岩製の男根状石製

品である。先端の一部を欠損する。扁平な自然礫を素材 とし、素材の形状 を利用 している。

2152は 石庖丁未製品である。左半部は欠損する。研磨段階の ものであるが、刃部は作出され

ておらず飼は認め られない。2153は 台石である。片面のみ機能面 として利用 してお り、凹み

状の使用痕が認められる。完存品。2154・ 2155は上層出土品。2154は 石庖丁未製品である。

a面には未貫通の穿孔痕が認め られることから、穿孔段階で欠損 し破棄されたものであろう。

2155は 斑品安山岩製の有溝石錘である。下端の一部を欠損する。溝はやや幅広 く、長軸方向

にのみ擦 り切 りによって施されている。受熱によるものであろうか全体的に黒化 している。

⑥ SX401・ 402出土石器 (第 281図、図版119)

調査区南東部、③・⑥区及び③区で検出した性格不明の土層から出上したものである。2157

は S X401、 他は S X402出土の石器である。

2156は スクレイパーである。両端を欠損するものの、背部・刃部ともに直線】大を呈 しており、

平面形が長方形の打製の石庖丁と考えておきたい③上端の一部には自然面が残置 しており、ファー

ス トフレイクあるいはこれに近い千1片 を素材としていることが理解される。サヌカイト製。2157

は加工斧である。刃部を欠損する。平面形は胴張りの長方形、横断面形は側部の膨らむ不整形を

呈す。基部の平面形は弱円基状、縦断面形は不整形を呈する。左側面には製作時の打裂痕・敲打

痕が顕者に認められる。2158は 大陸系磨製石器片である。2159は石器素材である。
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遺 構 と 遺 物
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第279図 SR2北半部出土石器実測図 (2)

(3)包合層出土石器
本調査において包合層である第Ⅳ層、第 V層及び第Ⅶ層中から石器が出土 した。第Ⅳ層中

からは、石庖丁・砥石・紡錘車のほか、勾玉などが出上している。第 V層 中からは、石鏃・

石庖丁・砥石のほか、大隆系磨製石器片他が出土 している。また第Ⅶ層中からはサヌカイト

製の石器素材が出上している。

1)第 Ⅳ層 出土石 器 (第282図 、図版119。 120)

2160～ 2163は石庖丁である。いずれも大きく欠損する。2160は 弧背直刃形を呈す。使用・

再研磨を繰 り返 した結果であろうか、刃部はやや内湾するものと考える。二孔みられ、とも

に両面穿孔である。2161は 弧背直刃形を呈 し、二孔は両面穿孔による。2162は 弧背直刃形に

復原される。器面は丁寧な研磨で仕上げられ、孔は両面穿孔による。2163は 両端が大きく欠

損するために、平面形は特定できない。遺存する孔は、敲打をおこなった後に穿孔 している。

2164・ 2165は祗石である。2164は上半部を欠損する。方柱状を呈し、上面はよく使い込まれて

いる。2165は完存品で、不整形である。2166は 用途不明石製品である。完存品。重量64.lg

をはかる。2167～ 2172は石器素材である。結晶片岩製。2167は完存品。両面には自然面が残

£

℃
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調 査 の 概 要

置 しており扁平な礫を素材 としていることが理解される。2169は棒状の石器素材である。上

半部を欠損する。欠損面以外は自然面が残置する。2170。 2171は 裏面が黒1離 し、2172は 両面

が素1離する。いずれも表面には自然面が認められる。2173～ 2175は紡錘車である。2175は横

断面形が台形状を呈す。2176は軟玉製の勾玉である。完存品。
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2)第 V層 出土石器 (第283図、図版120)

2177は打製石鏃である。凸基有茎式で、茎部が欠損する。素材面が残置する。2178～ 2180

は石庖丁である。いずれ も結品片岩製。2178は者千欠損がみられるが、おおむね遺存は良好

である。弧背弧刃形を呈 し、丁寧な研磨が全面にわたる。孔は上端の中央 よりにひとつあり、

これは両面穿孔による。刃部中央から右にかけて光沢が認められ、 コーン・グロスが付着して

いることを示 している。2179は左半部を大 きく欠損する。2180は 長方形を呈 し、側部は丸みを有

し、この下端には狭 りが認められる。欠損部には子bゞ認められ、両面からおこなわれている。2181

は用途不明石製品である。2182は砥石である。裏面の一部は欠損する。機能面として片面を利用

しており、中央は磨減が著 しく、斜位の細線条痕力弓観察される。2183は 砥石で、完存品。2184～

2186は 大睦系磨製石器の未製品片である。いずれも大きく欠損する。結晶片岩製。2187は石器素

材である。右半部を欠損する。平面隅丸長方形を呈 し、横断面扁平な長方形を呈す。欠損部以外

には自然面が残置する。2188・ 2189は大陸系磨製石器片である。

3)第Ⅶ層出土石器 (第284図、図版121)

2190は板状の石器素材である。サヌカイト製。両面の一部に自然面が残置しており、礫状

の素材の両面を大 きく*1離 した段階の ものである。

14)地点不明出土石器 (第285図、図版122)

本調査においては トレンチや表採資料など出土地点や出土層位が不明な石器がある。

2191・ 2192は スクレイパーである。2191はサヌカイ ト製、2192は 赤色チャー ト製である。

いずれも完存品。横長子1片 を素材とし、弧状の刃部は両面細部調整により作出する。2193～

2195は 石庖丁、2196は 石庖丁未製品である。2193は 弧背弧刃形である。刃背の接点は尖らず、

九 くなって平面楕円形を呈すものと考えられる。下半の研磨は丁寧におこなわれる。二子しみ

られ、右孔は両面穿子しにより、左孔は未貫通である。
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2194は 長方形で、両側部に研磨によって仕上げられた狭りがみられる。完存品。背部には

打裂段階の調整痕が認められる。2195は 長方形である。左半部を欠損する。右側面は面取 り

される。器面の研磨は丁寧で、刃部には弱い銅がみられる。2196は打裂段階で欠損 し、廃棄

されたものである。表面には大きく剥離面がみられ、裏面には自然面が残置 しており、本資

料は礫を素材とした石庖丁の未製品である。弧背直刃形を指向している。2197は 花同岩製の

台石である。左半部を欠損する。中央部は、使用によりわずかにくぼんでいる。2198は砥石

である。機能面は片面中央部であり、横断面形は緩やかなU宇形を呈す。

2199～ 2202は石器素材である。結晶片岩製。2199・ 2200は棒状の礫を素材とする。2201は

表面には自然面が大きく残置 し、裏面は禁1離面である。粗割階段で廃棄されたものであろう

か。2203は硬玉製の勾玉である。完存品。
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調 査 の 概 要

2190

10cm

(Sil:4)

第284図 第Ⅶ層出土石器実測図

(5)ま とめ

本調査により多種多量の石製品資料が得られた。これらの資料は、遺構出土と包合層出土

に大別される。石製品が出土 した主要遺構は、自然流路 。住居址・土坑・溝等が拳げられ、

このうち自然流路から最 も多くの資料が得られている。一方、包合層は、Ⅳ層～Ⅶ層である。

Ⅶ層出上の石器素材 (サヌカイト製)は、弥生時代以前に時期比定される可能性が高いもの

と判断される。本調査区の東に隣接する文京遺跡8・ 9。 11次調査では、このⅦ層以下の土層

から縄文時代後・晩期の遺物ならびに遺構が安定的に認められており、石器素材が当該期に

時期比定される可能性が高い。Ⅳ層～Ⅵ層出土資料は弥生時代後期～古墳時代後期の土器と

共伴するものの、弥生土器の多くが後期に比定されており、石器もこの時期に比定される可

能性があることを指摘 しておきたい。なお、発掘調査終了後の遺物整理段階で、包合層出土

資料のなかに出土地区・層位不明なものがあることが明らかとなった。資料の充実を図るた

めにこれらも併せて幸艮告 した次第である。

自然流路と住居址 (S B17)か ら出上した石製品は、共伴遺物 (土器)と 出土層・地区が

ほぼ明確であるため、所属時期をある程度特定することが可能である。石製品は、自然流路

出土が弥生中期後葉～後期末、竪穴式住居址 S B17が弥生後期木に時期比定される。以下で

は、これらの資料を用いて器種構成の変遷を中心に若千の考察を試みる。

[弥生時代中期後葉 ]

該期資料には、S Rl南半部下層出土品が拳げられる。器種は、石庖丁 。加工斧 (扁平片刃石斧

か),ス クレイパー・砥石・石皿 。台石で構成される。構成比は、石庖丁13.3%、 加工斧6.6%、

スクレイパー6.6%、 祗石13.3%、 台石20.0%、 石皿6.6%、 その他33.3%の数値を示している。
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調 査 の 概 要

石庖丁は、弧背弧刃形態 と直線刃形態 (背部は不明)がある。前者は刃部 と背部の接点が

尖る、杏仁形であろう。加工斧は、大 きく欠損するために詳細は不明であるが、大型の扁平

片刃石斧であると考えておきたい。スクレイパーは、両面細部調整により若千内湾する刃部

を有する平面不整形の ものである。台石は、大型の厚手の礫を素材 としたものである。受熱

によリー部黒化 している。石材は、大陸系磨製石然に結晶片岩が、台石や石皿には花南岩が

多用される。スクレイパーには流紋岩質安山岩が採用されている。同石材製のスクレイパー

は、所属時期の異なる資料ではあるが、弥生前期後半の斎院烏山遺跡に報告例がある (加 島

1994)。 この石材は、大型の打製不定形刃器に採用される傾向が認められる。

[弥生時代後期前葉 ]

該期資料には、 S Rl上層出土品が輩げられる。器種は、石庖丁・有溝石錘 。台石で構成さ

れる。有溝石錘がこの時期 より初出するも、加工斧・スクレイパー・砥石 。石皿は欠落する。

構成比は、石庖丁22.2%、 有溝石錘11.1%、 台石11.1%、 その他55.5%の数値を示す。対象

資料数が少ないが、石庖丁が継続 してやや多いことは指摘できよう。

石庖丁は弧背直刃形態と長方形態がある。弥生中期末葉でみられた丸い刃部をもつもの (弧

背弧刃形態)か ら直線的な刃部をもつ ものへ形態変化 している。長方形態の側部には研磨に

よって作出された袂 りがみられる。有溝石錘は、棒状の形態に長・短軸に一条の紐掛け用の

溝をもつ、軽量品 (小型品)である。石材は、石庖丁と有溝石錘に結晶片岩が、台石に花南

岩が用いられてお り、中期末葉 と同傾向を示す。

[弥生時代後期前葉～後期末 ]

該期の資料には、 S Rl北半部出土品が拳げられる。調査時の上層観察等では、明確に分離

して取 り上げることが困難であった。共伴土器を基準にして、これらの資料はやや時間幅が

あることを指摘 しておく。器種は、石庖丁・伐採斧・加工斧・有溝石錘・叩石・砥石・石鏃・

石錐で構成される。豊富な器種が確認されるものの、この現象が時期幅のある資料を用いた

がための結果である可能性 も残されており、資料評価には充分考慮すべ きものである。

しか しながら、製品・未製品が出上 した石庖丁が最 も量的に安定 して存在 している点は評

価すべ きであろう。直線刃形態が多い点 もオ旨摘 しておきたい。また、資料2092の ように、体

部の穿孔の外径値 と内径値が近似することから金属性の錐によって穿孔された可能性が想定

され、該期における道具 (工具)の鉄器化がある程度進行 していた可能性が認められた点は

注目すべ きことである。有溝石錘は、長軸に一条の溝をもつ軽量品 (小型品)であり、後期

前葉単純資料 と同傾向である。石材は、石庖丁と石斧には結晶片岩が多用されている。

[弥生時代後期末 ]

該期資料は、 S Xl～ 3、

げられる。器種は、石庖丁

敲石・石杵で構成される。

S X5、 S R2・ 3(B・ C・ D区 )、  S R2、  S B17出 上のものが拳

・伐採斧・加工斧 。有溝石錘 。石鏃・スクレイパー・砥石 。台石・

石杵が初出 し、石庖丁・有溝石錘は引き続 き存在する。構成比は、
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石庖丁17.1%・ 伐採斧5.7%。 加工斧5.7%。 有溝石錘5,7%・ 石鍵 .5%・ スクレイパー5.7%・

砥石2.8%・ 台石8.5%・ 石杵2.8%。 その他37.1%で ある。石庖丁が最 も多く全時期を通 じて

安定 した数値であることは、本器種が一貫 して石器の主要器種のひとつであったことを示 し

ている。長方形態の紐を卜けが、体部の穿孔から側部の狭 リヘ変化 している点はすでに先学の

指摘するところである。なお、該期における直背弧刃形態は既往の調査では認められてお ら

ず、資料2135の 確認は大いに注目すべ き点である。石庖丁の量に対 して、伐採斧や加工斧の

量は極めて少ない。この要因については多 くの可能性が考えられるが、ここでは、工具の鉄

器化の可能性を指摘 してお く。石杵は、礫を素材 とし、その下端を機能面 として使用 してい

る。下端面の磨減が著 しく進行 し赤色顔料 (水銀朱)が本面の石の目に顕者に遺存 (付着 )

していることは、本資料が長期にわた り使用されていたことを示 している。

今次調査は、既往の調査で不明確であった弥生後期の集落における石器のあり方やそこか

ら派生する当時の社会構造や地域性を考える上で多 くの示唆を与えるものである。遺構出土

資料は、おおむね共伴土器が確認されてお り、ある程度資料性の高いものといえる。その反

面、多 くの資料が得られた S R2は 「自然流路」 と考えられ、その埋土はきめの細かい砂質土

で、恒常的に流水があったと想定される。このことから本遺構出土資料が、純粋な意味での

一括性の高いものと捉えがたい側面 も残 されてお り、この点は注意を要するものである。以

下、ふたつの点について若子のまとめ と課題 を提示 しておきたい。

ひとつめは、弥生石器の主要器種である石庖丁が各期で認められている点である。加えて、

安定 した量の石庖丁未製品が出土 している点 も確認されている。製品と未製品の共伴関係の

確認は、当集落における本器種の製作 と使用が恒常的におこなわれていたことを示唆 してい

る。用いられた石材が結晶片岩という松山平野南部を流れる砥部川で採取された可能性が高

く、在地的な石材を素材 としていたことが考えられる。今後の課題は、産出地 (採取地)か

ら集落への石材の移動 (獲得)が直接的かあるいは間接的かといった点、その場合の石材の

あ り方 (量や状態)を検討することであろう。 しか しながら、僅かな資料 しか持ち合わせて

いない現段階では言及することは差 し控え、今後の課題 として明示するにとどめてお く。ふ

たつめは、赤色顔料付着の石杵が確認された点である。石杵は、特殊な形態の竪穴住居址か

ら出土 してお り、遺構 に伴って本資料が確認されたことは大いに評価すべ き点である。松山

平野における弥生時代の拠点集落のひとつである道後城北遺跡群から、終末段階に赤色顔料

(水銀朱)に 関連 した石器の確認は、本地域の社会構造や当時の交流を考えてい く上で新たな

視点を与えるものである。今後、道後城北遺跡群はさらに注目すべ き集落のひとつ として位

置付けてお く必要がある。 (加島 )
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本調査において、遺構や包含層中から鉄製品や銅製品などの金属製品が出上している。遺

構では、 SB2よ り鉄鏃、 S B10よ り刀子が出土 しているほか、流路内からは板状鉄斧や錘

のほか鉄津などが出土 している。包含層では第Ⅳ層中から、鉄鏃やU字形鋤先、紡錘車など

の鉄製品のほか、銅製品として、有茎鏃や金銅製の鈴が出土 している。

整理期間の関係上、これら金属製品の処理は簡易的な処理にすぎない。まって本稿では平

面形態や断面形態など、X線写真の結果にもとずき想定線で記述したものがある。

(1)鉄製品

①竪穴式住居址出上の鉄製品 (第286図、図版123)

2204は SB2(弥生時代後期末)出上の鉄鏃である。上下端部は欠損し、銹は表面に薄く

付着している。2205は S B10(古墳時代中期)出土の刀子である。切先を欠損している。割

日から判断すると、実物よりかなり膨張しているものと考えられる。断面形は推定。

②自然流路出上の鉄製品 (第287図、図版123)

2206・ 2207は S X402の 出土品である。22061まり「棄形有茎鏃である。茎部の断面形は丸みの

ある長方形を呈する。刃部の断面形態は銹ぶ くれが激 しいため推定。 X線写真では関が明瞭

に写し出されている。2207は断面形態は円形か方形か判断 しかねる。棒状の鉄製品か ?。 2208・

2209は SRl下 層出土品である。2208は 器種は不明であるが、層状祟1離がみられず、鋳造品

の可能性 もある。表面は小石や土をかみこんだ銹が厚 く付着 している。 X線写真により断面

端部は隅丸方形に近いものと判明 した。2209は 板状鉄斧である。銹ぶ くれが著 しく、断面形

は推定。鋳造品の可能性 もある。2210は SRl下 層上部出上の板状鉄斧である。銹が非常に

厚 く、X線写真により器種が判明 した。外輪及び断面形態 ともにX線写真をもとに作成 して

いる。22H・ 2212は SR2・ 3C区出土品である。2211は 錘である。刃部を一部欠損するも

のの銹ぶ くれ も少なく原形をとどめている。上端は端部の可能性 もある。2212は鉄津 (椀状

津)である。表面には光沢があり、表面や断面に比較的大 きな気泡がみられる。一部に赤銹

が付着する。

2204

12205

o                    5cmSB2 :2204

SB10:2205

第286図  SB出土鉄器実測図     
俗=2:0
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調 査 の 概 要

③第Ⅳ層出上の鉄製品 (第 288・ 289図 、図版123・ 124)

2213はりl葉形の有茎鏃である。茎部の断面形態は長方形を呈する。刃部の断面形は推定。

表面には堅 くしまった銹が厚 く付着する。2214は 紡錘車である。径 5 mm大の孔を穿つ。この

孔には断面円形の鉄軸がやや斜め方向に挿入されている。2215は器種不明品。X線写真では

不明瞭であるがふくらみの部分は折 り曲げによるものではないと考えられる。

2216は「U」字形鋤先である。表面には上をかみこんだ銹がかなり付着 している。数多くの

使用により左側刃部がす リヘっている。X線写真により蓮割により作成された可能性がある。

似)銅 製 品 (第289図、図版124)

第Ⅳ層中から銅製品が 3点出土してる。2217・ 2218は 青0同製の有茎鏃である。2219は金銅

製の鈴である。直径は約 3 cm。 銹がかなり厚く付着しており原形は不明である。断面形態は

推定。1/2の残存である。

2214

0                    5cm

(S=2:3)

第238図  第Ⅳ層出土鉄器実測図
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調 査 の 概 要

〔7〕 動物遺存体 (図版120

本調査において、遺構や包合層中より各種の動物遺存体 (骨)が出土 している。遺構では

古墳期の竪穴式住居址 SB4、 S B10、 S B14内 から出上がある。特にSB4か らは牛の下

顎がほぼ完全な形で出土 しているほか、 S B10か らは鹿の角の加工品が出土 している。1荒路

からは馬や猪の歯が数点ではあるが出土がみられる。そのほか第Ⅳ・ V層及び トレンチ内か

らも馬の歯が出土 している。

本調査で出土 した動物遺存体を以下の表にまとめた (表 1)。

表 1 動物遺存体観察表

出土 地 点 れ圭 男」 部 住 年  齢 時  期 備 考 図版

| SB4 牛 下顎 (右 )

古墳後期

同一個体2 SB4 牛 下顎 (左 )

3 SB4 牛 切 歯

4 SB4 午 臼歯 (上 ) 若 年 未磨耗

5 SB4 鹿or猪 不 明 エナメル質

6 SB4 不明 不 明

7 S B10 日本 鹿 占墳中期 鹿角加工品

8 S B14 鹿or猪 脊推骨

古墳後期

焼けている

S B14 鹿 ?

S B14 不 明 不 明

|| S K19 臼歯 (下・右 ) 者 年 古  代

SX2 猪 切歯 (下 )

弥生末～

古墳初頭

S R2・ 3関連

SX2 不明

S P310
`岳 下顎臼歯 弥生末～

古墳初頭
S R2・ 3関連

S P310 下顎臼歯 (若 )
弥生末～

古墳初頭
SRワ・3関連

S P 428 不 明 古  墳

17 第 V層 白歯

弥生一

古墳

エナメル質

第 V層 臼歯 エナアル質

第 V層 不 明

南Jヒ トレンチ 臼歯

不 Hll南北 トレンチ 臼歯 萌出中 エナメル質

南北 トレンチ 不 明

第Ⅳ層 下第 3後 臼歯 3～4才 古墳～古代 萌出中・エナアル質
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結

4.小 結

(1)地形的変遷

本調査地の北東部には松山大学構内遺跡 2次調査地がある。同遺跡からは縄文・弥生・古

墳時代の遺物を含む包合層が検出されている。当地の第Ⅳ層は古墳～古代の遺物を合む包合

層であり、 2次調査地の第Ⅲ・Ⅳ層に対応するものと考えられる。当地を合め道後城北地区

においては古墳～古代、特に古代の遺構・遺物の検出は稀少である。比較的多量の遺物を合

む第Ⅳ層の検出は、道後城北地区における古代集落の存在を示唆するものであり、今後留意

しておかねばならない土層である。

次に、本調査地北半部で検出された灰色砂礫層を取 り上げる。本層は、土層観察により第

Ⅶ層責褐色粘質土の下に存在することを確認 した。この層は道後城北地区で検出される旧石

手川の砂礫層と同一のものと考えられる。検出状況から、本調査地内は東西方向に延びる土

堤状の高まりがあるものと推浪1さ れ、そのために北半部では第Ⅶ層が堆積 しがたい地形であっ

たことが充分に考えられるのである。

第 V・ Ⅵ層 (弥生～古墳時代の包合層)は南半部に検出がかぎられた。北半部に第 VoⅥ 層

が存在 しないのは、地形が高いためか、あるいは第Ⅳ層堆積中に削平されたためと思われる。

一方、南半部は北半部からなだらかに南へ下がる地形となり、第VoⅥ 層がゆるやかに傾斜

堆積をなしている。

調査地全域では、第Ⅳ層が堆積 し、第Ⅳ層上面、言いかえると第Ⅲ層下面は本平化がすす

んでおり、平坦な土地となっている。よって、第 H層堆積以前に当地が耕地整備された可能

性が考えられる。

は)歴史的変遷

松山大学構内遺跡 3次調査地には弥生時代中期から古代にかけて継続 した集落が存在 して

いる。集落の時期は 5時期に大別される。第 I期 は弥生時代後期～古墳時代初頭、第H期は

古墳時代前期、第Ⅲ期は古墳時代中期、第Ⅳ期は古墳時代後期、第V期 は古代である。以下、

第 I期から第 V期の集落構造について概要をまとめる。

1)第 I期 :弥生時代後期～古墳時代初頭

本調査地内では竪穴式住居llLは 弥生時代後期にな り出現する。遺構 と遺物は調査地南半部

に分布が集中する。まず、中期後葉に自然流路 SRlが 形成され、後期前葉で埋没する。 そ

の後、空白期があり、後期末～古墳時代初頭に再び流路が形成される。

SRlは 調査地南東部で検出 した流路で、完形品を合め多量の土器がまとまって出土 して

いる。 SR2は 調査地南東部から北西部に向けて流れる比較的緩やかな流れの流路である。
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調 査 の 概 要

流路壁体付近からは良好な状態の土器が多数出土 している。 SR2と あまり時期を隔てるこ

となくSR3が出現することになる。 SR3は SR2と 同じ方向に流れる急な流れの流路で

ある。

これら3条の流路からは弥生時代中期後葉、後期前棄、後期末に比定される遺物が大量に

出土 している。この中には外来的要素をもつ土器や搬入品と考えられる土器も出土 し、赤色

顔料が付着する土器も幾つか出土 している。

この流路に隣接 して竪穴式住居址群が形成される。後期後半～末の住居址は8棟 (SBl・
2・ 5。 8・ 9。 12・ 15。 17)が検出されている。

S B17は本調査中最も注目される住居址である。長方形の張 り出し部を付設する円形 もし

くは多角形状プランの住居址で、弥生時代終末期の土器とともに石杵が 1点出土 している。

特に石杵には赤色顔料が付着 しており、 くわえて住居II床面にも赤色顔料が検出されている。

2)第 H期 :古墳時代前期

当該期の遺構には竪穴式住居址 1棟 (SB3)が ある。 1辺約 4mの隅丸方形プランを呈

する。主柱穴は 3本 (配置から4本柱であろう)を検出した。遺物は布留式の甕や須恵器を

模倣 した土師器の短頸壺などが出土 している。前期の資料は宮前川遺跡・祝谷惣部遺跡 。松

山大学構内遺跡 2次調査 (S B10)に例がある。

3)第 Ш期 :古墳 時代 中期

当該期の遺構には竪穴式住居址 1棟 (S B10)が ある。調査区の南西隅に立地 し、一辺約

6m前後の方形プランを呈する。前期の住居址 SB3に較べやや規模が大型化する。主柱穴

は 3本 (配置から4本であろう)を検出した。住居址中央には楕円形の炉を付設し、住居址

の壁体に沿って小ピットが巡る。住居址の床面からは完形の小型丸底壺や高邪形土器など多

くの土師器が出土 し、住居址床面検出のピット内からも甕形土器・壷形土器 。高不形土器な

どが重なり合うようにして出土している。遺物の種類や出土状況から、住居JIL内 で祭祀が行

われたことを想定する。

4)第 Ⅳ期 :古墳 時代 後 期

本調査地で確認された第Ⅳ期の集落は調査区北東部を除きほぼ全域に展開している。集落

を構成する遺構は竪穴式住居址、掘立柱建物址、土坑、溝があるが、ここでは住居址を中心

に説明することにする。なお住居址の時期選定は床面直上の遺物を基調とし、土師器よりも

須恵器を判断基準においた。

当該期の竪穴式住居址は平面形態が方形プランを呈するものが多い。

後期前半 :S B20・ 23が ある。両者はS B24と 重複するが、平面では切 り合い関係は不明

-314-



結

瞭であった。出土遺物により当該期の遺構であると判断した。 S B20は一辺約 4mのやや小

型の住居址で、調査区外に続 くため平面形は明らかではない。北壁沿いの埋土中に焼上が検

出されたことからカマ ドが存在 した可能性がある。

後期後半 :本調査検出の竪穴式住居址の約 5割を当該期のものが占める。後期前半では調

査区北西部に分布が限られたものが、後期後半になると南側に分布が拡大する。平面形は方

形～長方形プランを呈する。住居址の規模は、近現代の削平や遺構が調査区外へ続 くものが

多く全容は不明だが、方形プランをなすものは一辺約 4m前後の小型もの (SB7・ 19)と 、

一辺約 6mを こえる大型のもの (S B14・ 16・ 23・ 24・ 25)がある (S B21・ 22は不明)。 長

方形プランを呈するものは 1棟で、 S Bllが ある。

さらに、住居址には一定の方向性が認められる。大型の住居址のなかでも特に規模の大き

い住居址 SB6・ 25は磁北にほぼ等 しい方位をとり、それ以外はやや東に方位を偏 している。

内部施設としてはS Bllよ リカマ ドを検出している。カマ ドは造 り付けによるもので、裾

部の基礎は炭化物を合むシル ト土壌で作られており、松山大学構内遺跡 2次調査検出のSB

5と 共通する。住居址の平面形及び規模等は、 2次調査検出のSB5と類似 しており、古墳

時代後期後半の松山平野における住居形態が知られるものとして貴重な資料といえる。

住居址のほか、当該期の遺構 としては掘立柱建物址がある。 4棟を検出しており、主軸方

位で 2分類される。主軸を磁北と等しくとるもの (掘立 1・ 2。 3)と 、やや東に偏るもの

(掘立 4)である。特に掘立 2・ 3は隣接するS B25と 時期を大きく異にしないことからほぼ

同時期に併存 していた可能性がある。

5)第 V期 :古 代

古代に比定される遺構には溝や土坑がある。住居址は未検出である。特にS K14は注目す

べき土坑である。平面形は東西に長い長楕円形を呈し、西側部分は二段掘り構造になってい

る。土坑上層には炭化物層がほぼ全面に検出され、埋土中にも炭化物・焼土層がレンズ状に

みられた。床面に焼けた痕跡は検出されなかったが土器の焼成坑か単なるゴミ捨て場か、そ

の性格は不明である。今後の調査、研究で明らかにしていきたい。

(3)竪穴式住居址の立地 と形態

本調査地に住居址が出現するのは遅くとも弥生時代後期後半 (I期)で、 SBl・ 2・ 5。

8・ 9。 12・ 15。 17の 一群である。住居址は調査地南半部に分布する。 SB2が最 も古 く後

期後半、 SBl・ 8。 9が後期末の前半、 S B12・ 15。 17は後期末の後半の住居址と考えて

いる。

古墳時代になると前期 (H期)は SB3が、中期 (Ⅲ期)に はS B10が調査地南西部に出

現する。つづいて後期 (Ⅳ期)になると、前半には S B20。 23が調査地北西部に、後半には
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調 査 の 概 要

調査地北東部を除くほぼ全域に分布する。古代では住居址は未検出である。

これらのことから本調査地内における竪穴式住居址は出現期が弥生時代後期後半であり、

消失期は古墳時代後期後半つまりは、 7世紀前半頃であるといえる。ただし、 7世紀前半以

降は、遺構が開発等により失われた可能性 もあり、居住地として利用されなっかたとはいえ

ないのである。

次に住居形態の変遷をみる。 I期は平面形態が円形と方形のものがあり、円形のものは径

7m前後のものと径 5～ 6mの ものとがあり、方形のものは一迎 .5m前後である。 H期は隅

丸方形で一辺4m前後、Ш期は方形で一辺 5m前後の規模である。Ⅳ期になると平面形態が

方形～長方形になり、方形のものは一辺が 7mを 測るもの、一辺が 6m前後のもの、一辺が

4m前後の 3種類がある。特に7mを越えるものは時期的にみて他のものより後出するもの

である。

住居の変遷は平面形態では円形から方形へと移行する傾向があり、規模では古墳時代前期

は小型であり、中期になりやや大型化 し、後期になると大型と小型のものが共存するようで

ある。

さて、ここでは検数の多い I期の竪穴式住居址について分析をおこなう。 I期の竪穴式住

居址は平面形と規模から三分類できる。規模については直径 6mを境に大型と小型に区分す

ると以下となる。

円形 大型 SB9。 15・ 17(多 角形気味のものを合む)

/Jヽ 型  SB8。 12

方形    SBl・ 2・ 5

なお、円形住居址群は調査地南半部の北側、方形住居址は南側にそれぞれ分布 している。

次に屋内施設をみる。円形の住居址群では、主柱穴はSB8。 9で 5本 (配置からおそら

く6本であろう)を検出している。また円形の住居址はすべて住居址中央に楕円形の炉を付

設している。このうちS B15は主柱穴を4本検出しているが、平面形態等から主柱穴の据え

替えによる改築が行われた可能性が考えられる。

一方、方形の住居址をみると、 SB2・ 5は 2本の主柱穴を検出しているが、主柱穴の配

置から4本柱の可能性が高い。

つづいて、松山平野内の I期 (後期後半)に該当する住居址の形態を概観する。東本遺跡

(2・ 3次調査)、 桑原高井遺跡、松山北高遺跡などに検出例がある。後期後半以降の円形住

居址は後期前半の円形住居よりもやや規模が大きいものが存在する。また、小型の方形の住

居址が出現 し、弥生時代から古墳時代に移行 していく過程で円形と方形の住居址が共存 して

いた可能性が高い。
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I期  弥生時代後期

Ⅱ期 古墳時代前期 Ⅳ期 古墳時代後期

第290図 竪穴式住居址の変遷図 (S-1:800)

Ⅲ期 古墳時代中期
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調 査 の 概 要

“

)第 V層出土遺物
第 V層 中からは日縁端部に刻み目を施す須恵器郭蓋が出土 している。 日縁端部を工具によ

り面取 りしその上から、刷毛状の工具で押圧されている。意図的なものかは、現在の時点で

はわからない。形態は天丼部 と口縁部を分ける突出 した稜はな く凹線により表現されている

ものである。松山平野においては道後今市遺跡などに類例があり、形態的にははぼ同時期の

ものである。この須恵器が持つ意義や 目的などは不明だが、現在の ところ、 6世紀の邪蓋に

しかみられない点で興味深い資料である。

(5)第Ⅳ層出上の上師器
第VoⅣ層中からは古墳時代～古代 (8世紀)ま での須恵器・土師器が比較的多く出土し

ている。ここでは第Ⅳ層出土物の整理をする。第Ⅳ層出土物では、土師器に較べて須恵器の

占める割合が非常に高いのである。このうち、土師器は畿内産と思われる破片が 2点 (102,

103)出 上している。102は不C(飛鳥 H)、 103は郷A(平城Ⅲ)である。松山平野の畿内産

土師器の出土は 5例 と少なく、それらの時期は飛鳥Шから平城 Iに比定されている (飛鳥Ш :

久米官衛遺跡群、飛鳥Ⅳ :城の向古墳群・御産所権現山遺跡、平城 I:久米窪田H遺跡・福

音寺遺跡)。

また、畿内産土師器を模倣して制作されたと思われる土師器が少量出土している。形態的には

邪Aや皿Aに類似しているが、暗文を施さないものである。

今回出上した 2点の畿内産土師器は、畿内から松山平野への搬入時期が知られる資料であ

り、 7・ 8世紀における畿内と松山平野との関係を考えるうえで好資料となるものである。

〔参考文献〕

西尾 幸則 1986

重松 佳久 1989

森  光晴 1980

宮本 一大 1990

阪本 安光 1981

岡田 敏彦 1985

松 山 市 1980

松 山 市 1987

『宮前川遺跡調査報告書』松山市教育委員会

「祝谷惣部遺跡」『松山市埋蔵文化財調査年報 H』 松山市教育委員会

「東本Ⅱ・ Ⅲ、桑原高井遺跡」『松山市文化財調査報告書14』

松山市教育委員会

「文京遺跡の地形復元」『文京遺跡 8・ 9・ H次調査』

愛媛大学法文学部考古学研究室、愛媛大学埋蔵文化財調査室

『愛媛県立松山北高等学校遺跡』愛媛県教育委員会

『道後今市遺跡』(財)愛媛県埋蔵文化財調査センター

『松山市え料集 考古編 I』

『松山市え料集 考古編 H』

- 318-



Ⅳ-1植物珪酸体分析(1)

株式会社 古環境研究所

1. はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 (Si02)が蓄積 した ものであり、

植物が枯れた後も微化石 (プラント・オバール)と なって土壌中に半永久的に残っている。

植物珪酸体 (プラント・オバール)分析は、この微化石を遺跡土壊などから検出する方法で

あり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定および古植生・古環境の推定などに応用さ

れてる (杉山,1987)。

ここでは、植物珪酸体分析を用いて、イネをはじめとするイネ科栽培植物の検討及び遺肋

周辺の古本直生・古環境の推定を試みた。

2.試料

調査対象は、 S B17張出部、 S B17内炉、 SB4の 各遺構の埋土である。試料 は、 S B17

張出部で11点 、 S B17内炉で17点、 SB4で 13点の計41点が採取された。試料採取箇所を各

地点のセクション図に示す (第291～ 293図 )。

3.分析法

植物珪酸体の抽出と定量は、プラン ト・オバール定量分析法 (藤原,1976)を もとに、次

の手 I贋で行った。

1)試料の絶乾 (105℃ ・24時間 )

2)試料約 lgを袢量、ガラスビーズ添加 (直径約4伽m、 約0.02g)

※電子分析天袢により1万分の lgの精度で稀量

3)電気炉灰化法による脱有機物処理

4)超音波による分散 (300W。 42K H z・ 10分間 )

5)1先底法による微粒子 (20μm以下)削去・乾燥

6)封入剤 (オ イキット)中 に分散、プ レパラー ト作成

7)検鏡・計数

同定は、イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体をおもな対象とし、400倍の偏光顕微

鏡下で行った。計数は、ガラスビーズイ回数力X00以上になるまで行った。これはほぼプ レパラー

ト1枚分の精査に相当する。試量 lgあ た りのガラスビーズ個数に、計数された植物珪体 と

ガラスビーズ個数の比率をかけて、試料 lg中の植物珪酸体個数を求めた。
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科 学 分 析

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重 と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸

体 1個 あたりの植物体乾重、単位 :10-5g)を かけて、単位面積で層厚 l cmぁ た りの植物堆

生産量を算出 した。換算係数は、イネは赤米、キビ族はヒエコキ属はヨシ、ウシクサ族はス

スキの値を用いた。その値は2.94(種実重は1,03)、 '8.40、
6.31、 1.24で ある。たけ亜科につ

いては数種の平均値を用いた。ネザサ節の値は0.48、 クマザサ属は0。 75である。

4.分析結果

分析試料か ら検 出された植物珪酸体の分類群 は以下の とお りである。 これ らの分類群 につ

いて定量 を行い、その結果 を表 2～ 7に示 した。主要な分類群について顕微鏡写真 を示す (表

8)。

〔イネ科〕

機動細胞由来 :イ ネ、ヨシ属、ウシクサ族 (ス スキ属やチガヤ属など)、 マコモ、キビ族型、

ウシクサ族型、ウシクサ族型 (大型 )、 ネザサ節型 (お もにメダケ属ネザサ節 )、 クマザサ属

型 (お もにクマザサ属 )、 メグケ節型 (メ ダケ属メダヶ節ネザサ節 )、 クマザサ属型 (お もに

クマザサ属 )、 メダケ節型 (メ ダケ属メダケ節・ リュウキュウチク節、ヤダケ属 )、 タケ節・

リュウキュウチク節、ヤダケ属 )、 タケ亜科 (未分類等 )

穎の表皮細胞由来 :イ ネ

その他 :表皮毛起源、棒状珪酸体 (お もに結合組織細胞由来 )、 茎部起源、未分類等

〔樹木〕

ブナ科 (シ イ属 )、 クスノキ科 (バ リバ リノキ ?)、 その他

5.考 察

(1)イ ネ科栽培植物の検 討

分析の結果、各遺跡のほとんどの試料からイネの植物珪酸体が検出された。以下に、各遺

跡ごとにイネの検出状況を述べる。

1)S B17張 出部 (第 291図、表 5)

竪穴式住居址 (S B17)の埋上の a層 (試料 2、  5、 9)d層 (1、  4、  8、 11)につい

て分析を行った。

その結果、 d層の一部 (試料 1、 11)を 除くすべての試料からイネが検出された。このう

ち、埋上の a層 とb層では密度が1,500～ 5,200イ回/g(平均3,100個/g)と 比較的高い値で

ある。また、張出部のc層では1,400～ 1,500個/gであり、地山とされるd層でも1,500～ 3,600

個/gが検出された。なお、試料 9と 試料10ではイネの靱殻 (顆の表皮細胞)に 由来する植

物珪酸体 も検出された。
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植物珪酸体分析 (1)

H24,200m

0              50cm

(s=1:20)

第291図  SB17張 出部土壌サンプル採取地点位置図

2)S B17内 炉 (第 292図、表 6)

炉の埋土 (試料 1～ 16)お よび地山層 (試料17)に ついて分析を行った。その結果、これ

らのすべての試料からイネが検出された。密度は埋土上部の a-1層 とa-2層では2,100～

4,900個/g(平 均3,700イ固/g)と 比較的高い値である。また、埋土下部の d-1層 ～3層

では700～ 3,600個 /g(平 均2,200イ回/g)で あり、地山 (試料17)で も2,200イ回/gが検出

された。なお、試料 1～ 3お よび試料 9ではイネの糎殻 (穎の表皮細胞)に 由来する植物珪

酸体 も検出された。

3)SB4(第 293図、表 7)

No l～ No 5の 各地点で採取された埋土 (試料 1～ 13)に ついて分析を行った。その結果、

試料 6と 試料 8を 除く各試料からイネが検出された。このうち、No l地 点の埋土中位 (試料

2)と 下部 (試料 3)では密度が13,800～ 27,700イ固/g、 No 2地点の埋土上部 (試料 4)や

No.5地点の埋土上部 (試料12)で も14,000イ固/g前後と非常に高い値である。また、その

他の試料でもおよそ5,000イ固/g前後 と比較的高い値である。なお、試料 2～ 5、 10、 11、 13

ではイネの糎殻 (穎の表皮細胞)に 由来する植物珪酸体 も検出された。

以上のように、各遺構の埋土からはイネが比較的多量に検出された。このことから、当時

は遺構周辺で稲作が行われており、そこから遺構内に何らかの形でイネの植物珪酸体が混入

したものと推定される。また、地山とされる試料からもイネが検出されていることから、遺

構の構築以前に各遺構付近で稲作が行われていた可能性 も考えれる。なお、 SB4の 遺構中

央部付近ではイネが特に多量に検出されたことから、何らかの形で稲藁が置かれていた可能

性 も考えられる。

植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには、イネ以外にもオ

オムギ族 (ム ギ類が含まれる)キ ビ族 (ヒ エやアワ、キビなどが含まれる)、 ジュズダマ属 (ハ

トムギが含まれる)、 オヒシバ属 (シ ヨクビエが含まれる)、 モロヨシ属などがあるが、これ

らの分類群はいずれの試料からも検出されなかった。

④層 暗掲色土(黄色土ブロックを多量に含む。炭化物を含む)

⑤層 暗掲色土(黄色土ブロックを少量含む・炭化物を含む)

◎層 暗掲色上十黄色土(炭化物を含まない)

①層 黄掲色土 〔第ⅥI層〕

___● B=「__´

〔SB17埋 土①〕

〔SB17埋土②〕

〔張出部埋土〕
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W   E

(S=1:20)

第292図  SB17内 炉土壌サンプル採取地点位置図

イネ科栽培植物の中には未検討のものもあるため、未分類等としたものの中にも栽培種に

由来するものが含まれている可能性が考えられる。これらの分類群の給源植物の究明につい

ては今後の課題 としたい。

修)植物珪酸体分析からみた植生 。環境

上記以外の分類群では、全体的にネザサ節型やウシクサ族型が比較的多 く検出され、ウシ

クサ族 (ス スキ属など)な ども検出された。 また、イネ科以外にもブナ科 (シ イ属)や クス

ノキ科 (バ リバ リノキ ?)な どの樹木 (照葉樹)に 由来する植物珪酸体 も検出された。おも

な分類群の推定生産量によると、全体的にイネが卓越 しており、ネザサ節型やウシクサ族 (ス

スキ族など)は比較的少量であることが分かる。

これらのことから、当時の遺構周辺ではお もに稲作が行われていたものと考えられ、ネザ

サ節やススキ属などが生育する比較的乾燥 したところもみられたものと推定される。 また、

遺跡周辺ではブナ科 (シ イ属)やクスノキ科などの照葉樹 もある程度生育 していたもの と推

定される。

6、 まとめ

S B17張 出部、 S B17内 炉、 SB4の 各遺構の埋土について植物珪酸体分析 を行った。
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第293図  SB4土嬢サンプル採取地点位置図

その結果、ほとんどの試料からイネが比較的多量に検出された。このことから、当時の遺構

周辺では稲作が行われており、そこから遺構内に何らかの形でイネの植物珪酸体が混入 した

ものと推定される。また、地山とされる試料からもイネが検出されていることから、遺構の

構築以前に稲作が行われていた可能性 も考えられる。なお、 SB4の遺構中央部付近ではイ

ネが特に検出されたことから、何らかの形で稲藁が置かれていた可能性 も考えられる。
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表 2 松山大学構内遺跡 3次調査の植物珪酸体分析結果 (1)

検出密度(単体 :X100個 /g)

分 類 群 ＼ 試 料

S B17張出部

| 3 4 5 6 7 8 9  10  11

イネI斗

イネ

イネ槻殻 (穎 の表度細胞)

ヨン属

ウシクサ族 (ス スキ属など)

マコモ属

キビ族型

ウンクサ族型

ウシクサ族型 (大 型)

タケ亜科

ネザサ飾型

クマザサ属型

メダケ節型

未分類等

その他のイネ科

表皮毛起源

棒状二酸体

茎部起源

未分類等

樹木起源

ブナ科 (シ イ属)

クスノキ科 (バ リバリノキ

その他

?)

29   132 66   104

7

44

15

植物
=酸

体総数 545  1619   961   882  1230  1261  1183  1159  1542  1576   225

おもな分類群の推定生産量(単位 :kg/m2・ cm)

イネ            1    151 0.42 0.43 0.43 065 0.44 107 043 1.36

(イ ネ祝)       1   0.53 0.15 015 0.20 0.23 0.15 0.38 015 048

ヨシ属          1      045          1.88

ウシクサ族 (ス スキ属など)l               o.46 009 0.18 0.09 0.41

ネザサ質型        1042 0.53 031 0.25 009 0.61 0.75 0.24 0,70 0.41 0.29

クマザサ属型       10,05 0H       005 006 0.06    0■  005 006

※試料の仮比重を10と 仮定して算出。

- 324 -



植物珪酸体分析(1)

表 3 松山大学構内遺跡 3次調査の植物畦酸体分析結果確)

検出密度(単体 :X100個 /g)

分 類 群 ＼ 試 料

S B17内 炉

12345878910H121314151617

イネ科

イネ

イネ靱殻 (穎の表皮細胞)

ヨシ属

ウシクサ族 (ス スキ属など)

マコモ属

44   29   37   49   43   37   21   23   23   15   36   27   19   30   20    7   22

15   36   15                            8

7        11                                    7

7   15   37   11   48   52              23   23    7        45   46         15

キビ族型

ウシクサ族型

ウシクサ族型 (大 型 )

7               5    5   22                    8

131  102   88  108  124  134   21   76   69   92   65   48   84  198   20   15   45

タケ亜科

ネザサ節型

クマザサ属型

メダケ節型

未分類等

160   87   15   54   70   37  112   76   77    8   87   82  110   53   26  104  126

16         7    8   15                                          7

7   15    7   11   11         7                        14    6                    7

146   65  110   75   97   74   98   76  131   53  109  123   45   69   66   82  ユ34

その他のイネ科

表皮毛起源

棒状珪酸体

茎部起源

未分類等

87   51   37   22   54   22   28    8    8    8   22   14   19         7        37

736  669  697  631  849  854  485  305  330  641  450  417  441  693  276  186  357

7

721  654  616  663  672  772  492  435  277  503  530  444  539  647  414  402  468

樹木起源

ブナ科 (シ イ属)

クスノキ科 (バ リバ リノキ ?)

その他

7  5                8  7  7             7

29    7   15    5    5        21   15   23   38   29    7    6   15   26   22   30

711      77687 15

植物珪酸体総数 2097 1730 1695 1650 2004 2004 1292 1023  983 1396 1349 1196 1324 1759  862  863 125′

おもな分類群の推定生産量(単位 :kg/mto cm)

イネ

(イ ネ靱)

ヨシ属

ウシクサ族 (ス スキ属など)

ネザサ質型

クマザサ属型

128085108143126109062067068045107080057090053022

450300380500440380220240240160370230200310200080

0 46      0 68

0 18 0 45 0 13 0 60 0 64

0 43

0 29 0 28 0 09      0 56 0 57      0 18

77042007026034018054037037004042039053026013050061

012   005006012 0

※試料の仮比重を1.0と 仮定して算出。
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表 4 松山大学構内遺跡 3次調査の植物珪酸体分析結果 (3)

検出密度(単体 :X100個 /g)

分 類 群 ＼ 試 料

SB4

| 3 4 76 8  9  10 11  12 13

イネ科

イネ

イネ靱殻 (穎の表皮細胞)

ヨシ属

ウンクサ族 (ス スキ属など)

マコモ属

キビ族型

ウシクサ族型

ウシクサ族型 (大 型)

タケ亜科

ネザサ節型

クマザサ属型

メダケ節型

未分類等

その他のイネ科

表皮毛起源

棒状珪酸体

茎部起源

未分類等

67    142    138

89   277   138   149

7     7     7

37    22    15    42

60    165    160    205

77    83    31   133    23

8    15           8

8     8

62    15    23    23

8

8   301   286   139   291   153

62   105

8    134     23    162    128

69

8

84

30     30     58     28      8

544    928    682   687    328

619   734   653   616   412

15          39    30     8    23     8

15   477    69   818   737   510   681   543

8

15   597    38   825   752   611   719   627

15

8

15

樹木起源

ブナ科 (シ イ属)

クスノキ科 (バ リバ リノキ ?)

その他

植物珪酸体総数 1543  2410  1959  1912  1030    60  1506   214  2399  2212  1570  2097  1553

おもな分類群の推定生産量(単位 :kg/m2● cm)

イネ              1263 814 405 437 135    132    227 243 091 4_05 067

(イ ネ椒)       092285142153047   046   079085032 142024

ヨシ属          l       o 45     0 47   049 047

ウシクサ族(ス スキ属など) 046 028 018 053 028   009   077 019 029 028

ネザサ質型         0039032 035 024 018 004 032 015 030 051 041 040 033

クマザサ属型       1           006

※試料の仮比重を1,0と 仮定して算出。
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ウ ン ク サ 族 型
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表 8 植物珪酸体の顕微鏡写真

科 学 分 析

(倍率はすべて400倍 )

分 類 群 地 点 試料名

1 イ ネ S B4

2 イネ S B17内 炉 5

3 イネ粗殻(穎の表皮細胞) S B17張出部

ヨシ属 S B17張 出部 7

5 ウシクサ族 (ス スキ属など) S B4 4

マコモ属 S B4 9

7 オヒシバ属 ? S B4

8 キビ族型 S B17内 炉

9 ウシクサ族型 S B17内 炉

ウシクサ族型 (大型 ) S B17張出部 5

ネザサ節型 S B17内 炉 2

ネザサ飾型 S B17張出部 7

クマザサ族型 S B17張 出部 7

表皮毛起源 S B17張出部 8

表皮毛起源 (稲靱剛毛 ?) S B17内 炉 7

棒状珪酸体 S B17張 出部 6

ブナ科 (シ イ属) S B17内 炉

クスノキ科 (バ リバ リノキ ?) S B17張 出部 5
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植物珪酸体分析(1)

第294図 植物珪酸体の顕微鏡写真 (1)

I イネ

2 イネ

3 イネの親殻

(400倍 )
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4 ヨン属

5 ウシクサ族

6 マコモ属

第295図 植物珪酸体の顕微鏡写真 (2)(400倍 )
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植物珪酸体分析(1)

7 オヒシバ属 ?

9 ウシクサ族型

第296図 植物珪酸体の顕微鏡写真 俗)

- 333 -
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科 学 分 析

!0 ウシクサ族型

日 ネザサ節型

12 ネザサ節型

第297図 植物珪酸体の顕微鏡写真 (4)(400倍 )
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植物珪酸体分析(1)

13 クマザサ族型

14 表皮毛起源

15 表皮毛起源

第298図 植物珪酸体の頭微鏡写真 (5)(400倍 )
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科 学 分 析

16 棒状珪酸体

17 ブナ科 (シ イ属)

18 クスノキ科

第299図 植物珪酸体の顕微鏡写真 俗)(400倍 )
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植物珪酸体分析 (2)

1。 はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 (Si02)が蓄積 したものであり、

植物が枯れたあとも微化石 (プラント・オパール)と なって土壌中に半永久的に残っている。

植物珪酸体分析は、この微化石を遺跡土壌などから検出する方法であり、イネをはじめとす

るイネ科栽培植物の同定および古植物・古環境の推定などに応用されている (杉山,1987)。

2.試料

試料は、 SRlか ら出土 した弥生時代後期後半の壺内 (1423)の 土壊 (試料 1、 2)で あ

る。

3.分析法

植物珪酸体の抽出と定量は、プラント・オパール定量分析法 (藤原,1976)を もとに、次

の手順で行った。

1)試料の絶乾 (105℃ 。24時間)

2)試料約 lgの精度で稀量

※電子分析天袢により1万分の lgの精度で袢量

3)電気炉炭化法 (550℃・ 6時間)に よる脱有機物処理

4)超音波による分散 (300W・ 42K H z・ 10分間)

5)洗底法による微粒子 (20/1n以下)除去、乾燥

6)封入剤 (オ イキット)中 に分散、プ レパラー ト作成

7)検鏡・計数

同定は、イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体をおもな対象とし、490倍の偏光顕微

鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数力X00以上になるまで行った。これはほtFプレパラー

ト1枚分の精査に相当する。試料 lgあ た りのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体

とガラスビーズ個数の比率をかけて、試料 lg中の植物珪酸体個数を求めた。また、おもな

分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算計数 (機動細胞珪酸体 1個あた りの

植物体乾重、単位 :105g)を かけて、単位面積で層厚 l cmあ た りの植物体生産量を産出 した。

4.分析結果

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これRNO分類群に

ついて定量を行い、その結果を表 9。 10に 示 した。
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科 学 分 析

〔イネ科〕

機動細胞由来 :イ ネ、ヨシ属、ススキ属型 (ス スキ属、チガヤ属)、 ウシクサ族型、ネザサ

節型 (お もにメダケ属ネザサ節)、 タケ亜科 (未分類等)

その他 :表皮毛起源、棒状珪酸体 (お もに結合組織細胞由来)、 未分類等

〔樹木〕

クスノキ科 (バ リバ リノキ ?)、 はめ絵パズル状 (ブナ科ブナ属など)

SRlか ら出上 した弥生時代後期後半の壷内 (1423)の上壌 (試料1、 2)|こ ついて分析を

行った。その結果、量試料からイネが検出された。密度は試料2では5,600イ回/gと 高い値であ

り、試料 1で も3,000イ回/gと 比較的高い値である。イネ以外の分類群では、棒状珪酸体が比

較的多く検出され、ネザサ節型やヨシ属、ススキ属型も検出された。おもな分類群の推定生

産量 (図 の右側)に よると、イネに次いでヨシ属が多くなっていることが分かる。また、イ

ネ科以外にもクスノキ科やブナ科ブナ属などに由来する。植物珪酸体 も検出された。

5.植物珪酸体分析 か ら推定 される植生・環境

以上のことから、壺が埋設された当時は周辺で稲作が行われていたと考えられ、そこか ら

何 らかの形で壺内にイネの植物珪酸体が混入 したものと推定される。当時の遺跡近辺はヨシ

属が生育する湿地的な環境であったと考えられ、ネザサ節やススキ属などが生育する比較的

乾燥 したところもみられたもの と推定される。 また、クスノキ科やブナ科ブナ属などの樹木

もある程度生育 していたものと推定される。

参考文献

杉山真二 (1987)遺 fr/fN調査におけるプラント・オパール分析の現状 と問題点.植生史研究,

第 2号 , p。 27-37。

藤原宏志 (1976)プ ラント・オパール分析法の基礎的研究(1)一数種イネ科栽培植物の珪酸体

標本と定量分析法―.考古学 と自然科学, 9, P.15-29。

藤原宏志・杉山真二 (1984)プ ラント・オパール分析法の基礎的研究(5)―プラント・オ′ぐ―

ル分析による水田址の探査―.考古学と自然科学, P.73-85.
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表 9 植物珪酸体分析結果(1)

検出密度(単位 :X100個 /g)

植物珪酸体分析 (か

分 類 群 ＼ 試 料

S RI出 上壺内上壌

I 2

ネ千斗

イネ

ヨシ属

ススキ属型

ウシクサ族型

30                56

8                16

15                8

8                 8

タケ亜科

ネザサ節型

未分類等

その他のイネ科

表皮毛起源

棒状珪酸体

未分類等

樹木起源

クスノキ科 (バ リバ リノキ ?)

はめ絵パズル状 (ブナ属など)

植物珪酸体総数

おもな分類群の推定生産量 (単位 :kg/maC cm)

イネ

ヨシ属

ススキ属型

ネザサ節型

0.89

0,48

0.19

0.11

1.64

1.00

0.10

0.57

※試料の仮比重を1.0と 仮定して算出。
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Ⅳ-2松山大学構内遺跡 3次調査出上の赤色顔料について

福岡市埋蔵文化財センター 本 田  光 子

1. イよじめ に

松山大学構内遺跡 3次調査出上の石杵、土器に付着 した赤色物および、遺構内出土赤色物

が何であるかを知るために、顕微鏡観察・蛍光X線分析を行った。

出土例に関する今までの知見に寄れば、出土赤色物は鉱物質の顔料であり、酸化第 2鉄 :

赤鉄鉱 (Hematite)を 主成分とするベンガラと、硫イレI(銀 (赤):辰砂 (CinnabaDを主成

分とする朱の 2種が用いられている。これ以外に古代の赤色顔料としては、四二酸化鉛を主

成分とする鉛丹がある。これら3種類の赤色顔料を考えて分析を行った。試料の一覧・分析

結果とそれにより推定される赤色顔料を表11に 示 した。

石杵が出上 した S B17では第300図 に示 したように、赤色物が数ヵ所で出上 した。そのうち

特に、No 4～ 7については周囲への拡散状況をみるために、ABCDの 範囲内で図のような

試料採取を行った。

また、土器に赤色顔料が付着した例が多数あるが、いわゆる「内面朱付着土器」と「丹塗

り」土器および、赤色顔料はないが焼成によって赤 く発色をしたものと3種のものがあるよ

うに見受けられる。

2.分 析

試料

赤色物及び上器を実体顕微鏡下で観察調整 (混入土砂等の除去)した後、顕微鏡観察を行

い、残 りをX線分析等に供 した。No。 1と 27～66は針先に付 く程度の量で検鏡を行った。X

線分析についてはそのままの状態で赤色のある部分と無い部分の測定を行った。

顕微鏡観察

光学顕微鏡により透過光 。落斜光40～400倍で検鏡 した。検鏡の目的は、赤色顔料の有無・

状態・種類 。粒度等を観察するものである。三者は特に微粒のものが混在 していなければ、

粒子の形状、色調等に認められる特徴の違いから、検鏡により経験的に見極めがつく。No.1～

7、 28～ 31、 38、 42～ 46、 49～ 53、 55、 57に 、赤色顔料として朱の特徴を持つ粒子を認めた。

やや角張った形状、落斜光観察時に認められる独特の反射・光沢、透過光観察時の透明度及

び赤色の濃淡の調子等である。朱の粒度は、約0.5～5伽mの範囲であるが、1帥m前後の粒子

が多い。N o27、 34～ 37、 41、 47、 48、 54、 56、 58、 60、 63、 66に はベンガラの特徴 (質感、

透明度等)を持つ赤色顔料粒子が認められた。ただし、きわめて微粒のものについてはどの

赤色顔料であるか判断できなかった。No59、 61、 64、 65に は顕者な赤色顔料粒子は認め
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⑥

ｓＢ‐

(S=± 40)

(S=1:20)

第300図 SB17サ ンプル採取地点位置図

24
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表11 松山大学構内遣跡 3次調査出上の赤色顔料分析

遺  物 出土地点 顕微鏡観察
蛍光 X線分析

赤色顔料の種類
報告書掲載
の遺物番号鉄 水銀

石 杵 S 817 朱 未

2 赤色物 S B17石杵出土地点直下 未 朱

3 赤色物 S B17石 杵出土地点直下 朱 朱

赤色物 S B17床 面 未 朱

赤色物 S B17床 面 朱 朱

6 赤色物 S B17床 面 朱 朱

赤 色物 S B17床 面 朱 朱

8 S B17床 面

9 土 S B17床 面

土 S B17床 面

土 S B17床面

土 S B17床 面

上 S B17床 面

土 S B17床面

土 S B17床面

16 主 S B17床面

土 S B17床面

土 S B17床面

土 S B17床面

土 S B17床面

上 SBユ 7ス面

土 S B17床 面

土 S B17床 面

土 S B17床 面

赤色土 S B17内 S Xl

赤色上 S B17内 S Xl

27 壷 SRユ上層 ベンガラ(焼成前塗装) 「丹塗 りJ 1526

鉢 S X5 朱 朱

鉢 S X3 朱 朱

鉢 D6区第 V層 朱 朱

31 鉢 S X3 朱 来

器 台 S Rl上層 Pn ベンガラ(焼成前塗装)
「丹塗 り」

器 台 S Rl上層 ベンガラ(焼成前塗装) 「丹 塗 りJ

器 台 SRト レンチ ベンガラ(焼成前塗装)
I丹塗 り」

37 高 邦 SRベルト ベンガラ(焼成前塗裟) 「丹 塗 りJ 1322

鉢 S X3 未 朱 1307

14区 SP406 ベンガラ(焼成前塗装) 「丹塗 りJ 2002

鉢 S X3 朱 朱

姿 ②区S RI 朱 朱 1753

不 明 S P731 朱 朱

鉢 S X3 未 朱

鉢 S X3 朱 朱

壺 BttS R2・ 3 ベンガラ(焼成 Rl塗装)
1丹塗 り」

器 台 S Rl上層 ベンガラ(焼成前塗装) 「丹塗 りJ

鉢 S X3 木 禾

鉢 S X3 朱 朱

51 鉢 S X3 朱 禾

S R2③区 朱 未

鉢 S X3 朱 朱

器 台 S B10 ベンガラ(焼成前塗装) 「丹塗 り

鉢 SXユ下部 朱 朱

高邪 S RI上 層 ベンガラ(焼成前塗装) 「丹墜 り

鉢 SR埋±2 朱 朱 18

至 SR埋 上 2 ベンガラ(焼成前塗装) 「丹塗 り

上 製 品 SR埋■2 赤 く泰0(赤 t・ 顔料な し) 17

一霊 S Rl③区 ベンガラ(焼成前塗装) 「丹塗 り

61 高 年 DttS R2・ 3 赤く発色(赤色顔料なし) な し

鉢 S X3 ベンガラ (焼成前塗装) 丹 塗 り

土製品 SX3 赤く発色(赤色顔料なし) な し

分,同形上製品 S Rl下層 赤〈発色(赤色顔料なし) な し

土 Jk品 ■6区表採 ベンガラ(焼成前塗装) 「丹塗 りJ 来錦告

赤色顔料について
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られず、土器胎土が赤 く発色 しているように見受けられた。

No 8～ 26は、赤色顔料の量の問題 と考えられる。No59、 61、 64、 65は いわゆる「丹塗り」

とは異なり、はっきりとしたベンガラの粒子あるいは層を認めることができなかった。

蛍光 X線分析

赤色物の主成分元素の検出を目的として実施 した。理学電気工業 (株)製蛍光X線分析装

置システム3511を 用い、X線管球 :ク ロム対陰極、印過電圧 :50Ⅳ、印加電流 :50mA、 分光

結晶 :フ ッ化 リチウム、検出器 :シ ンチレーション計数管で測定を行った。赤色顔料の主成

分元素は朱であれば水銀、.ベ ンガラであれば鉄であるので、 2種の元素の有無のみ表中に記

した。

Nα27、 34～ 37、 41、 47、 48、 54、 56、 58～ 61、 63～66は赤色顔料の主成分元素としては鉄

が、それ以外は鉄と水銀が検出された。この他主として混入の土砂や土器胎土部分に由来す

る元素は省略 した。ただし、鉄は土砂部分にも必ず合まれるので、赤色顔料由来のものとの

区別は蛍光X線強度から判断 した。全試料とも鉛丹の主成分元素である鉛は検出されなかっ

た。

石杵については、宮内庁正倉院事務所の成瀬正和氏による測定で、条件は以下の通 りであ

る。理学電機工業llB製蛍光X線装置 ;X線管球 :ク ロム対陰極、印過電圧 :40k1/、 印加電流 :

20mA、 分光結品 :フ ッ化 リチウム、検出器 :シ ンチレーション計数管。

3。 結果 と考察

S B17の 石杵と赤色顔料

石杵に付着 している赤色物は、赤色顔料朱である。石杵の出土地点にみられた赤色物 も同

様に朱である。

朱を磨るための石杵は特異な形状をした定形の L字状石杵 と、棒状石杵に大 きく分かれる。

前者は弥生時代中期末から後期初頭に近畿、瀬戸内地方に出現 し、後者は庄内式併行期の出

土例が多い。住居址出土の ものとしては、大阪府彼方遺跡、岡山県津寺遺跡出土例につ ぐ。

上記 2例は本例のように住居内に赤色顔料 (No 4～ 7)の出土はないが、津寺例では完形の

内面朱付着土器が伴っている。

住居 l■床面の赤色顔料 と石杵の関連は現時点では不明であるが、No 4～ 7は 周囲へ拡散 し

た様子はな く、面的な広が りは認められないことから、何 らかの作業を伴った結果 とは考え

にくい。 また、後述の内面朱付着土器 も住居内で共伴 しているわけでな く、状況 としては、

福岡県大竹遺跡や同県藤ノ尾垣添遺跡などで見 られるL字状石杵の出土状況に似ているとも

思われる。いずれにしても内面朱付着土器ともども類例の増加が待たれる所である。
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内面朱付着上器

土器に赤色顔料が付着する例は時代を聞わず多数あるが、土器の器種や付着残存状況の違

いからその由来は大 きく三通 りに分かれる。第 1は赤色顔料による装飾を目的としたもので、

升塗り、赤色塗彩土器等である。第 2は赤色顔料の貯蔵を目的としたもの、第 3は赤色顔料

のうち特に朱を液状にして加熟することを目的としたものである。第 3の ものを「内面朱付

着土器」と呼んでいる。

本遺跡では、多数の内面朱付着土器片が出土 しており、鉢、甕が多く、ともある。内面朱

付着土器も前述の石杵同様、まだまだ内容が不明であり、類例の増加を待たねばならないが、

両者 とも大きく朱を用いた儀礼の専用具として捉えられることは明らかであろう。

徳島県名東遺跡や香川県上天神遺跡で出土している内面朱付着土器の専用品である広回の

片口皿は今回出土 していないが、これは時期的な問題 と考えてよいのではないだろうか。

「丹塗 り」「赤 く発色」について

土器の赤色塗彩の残 り具合は、その技法 と埋蔵環境に大きく左右される。装飾方法は大き

く焼成前塗彩と焼成後塗彩に分かれ、前者は、残 り良 く後者は時と場合によりまったく残ら

ないこともある。前者の技法は北部九州地方で「丹塗磨研」と呼称されるものが代表的であ

るが、中期以降の弥生土器や土師器に一般的である。後者は縄文土器や、前期の弥生土器に

見られるものである。

今回の例で「丹塗 り」としたものは上記の焼成前塗彩であり、使用顔料はベンガラである。

これに対 して「赤 く発色」 したものは、焼成前に赤色顔料を塗彩 したものではなく、器面調

整の結果、例えば「ミガキ」の状態で焼成により赤く発色 したものである。

〔文 献〕

1,大久保徹也、森格也 1995『上天神遺跡』香,II県教育委員会、 (財 )香,II県埋蔵文化財調査センター

建設省四国地方建設局

2.本田光子 1994「 内面朱付着土器」『庄内式上器研究Ⅷ』庄内式土器研究会
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V-1松山大学構内遺跡 3次調査出上の弥生土器

梅木 謙一

1. イまじめに

松山大学構内遺跡 3次調査では、弥生時代中期後半から弥生時代末期の集落関連遺構 と多

量の遺物が検出された。このうち、調査地南東部のG7～ H8区 (南半部)に あるSRlで
は、層位的に調査が進められ、土器編年に良好な資料が得られている。また、住居址や流路

の B～ F区地点からも完形品を合む多くの出土物が検出されている。ここでは、 S Rlの 南半

部出土の土器を主に整理・検討し、当遺跡の集落構造の分析資料を作るとともに、松山平野

における弥生土器編年の基礎的資料を提示することにしたい。

2.編年的考察

(1)資 料

本稿ではS Rlの南半部出土品を主要資料とし、各時期の器種やその構成、器形、施文、調

整について整理を行うものとする。なお、資料の出土状況や時期比定については、第Ⅲ章遺

構 と遺物にて説明されているため記述は略す。時期区分については、本報告書に準 じ梅木の

中期及び後期の編年案を使用する。

1)中期後葉の上器 (梅木編年 =中期Ⅲ)

中期後葉に比定されるものには、 S Rlの南半部下層下部と同上部出土品がある。器種には、

甕形土器、壺形土器、鉢形土器、高不形土器、ジョッキ形土器、台形状土製品、蓋形土器が

ある。なお、下層下部には鳥形状の上製品と分銅形土製品、下層上部にはミニチュア土製品

と分銅形土製品が出土 している。

密形上器 日径が23cmを 越える大型品1638、 15～ 22cmの 中型品1652、 15cmtti両 の小型品が

ある。形態は、日縁部は逆「 L」 字状口縁と「く」の字状口縁 との中間的形態を呈している。

日縁端部は半数以上が上方ないし上下にわずかに拡張されるものである。底部はくびれの上

げ底1660と 平底1664の ものがある。施文は、大型品には日縁屈曲部に刻目凸帯を施 し、中・

小型品には凸帯を施さないことを基調としている。また、口縁端部には1～ 2条の沈線を施す

ものが半数以上をしめる。なお、下層下部1637・ 1642、 下層上部1542は 中期前半の様相を呈

するもので、ケズリ痕が著 しい下層下部1648、 1658、 下層上部1553は 後期的要素をもつもの

であり、中期後葉の典型的形態ではない。調整は、外面はタテ刷毛日とナデ調整、内面は刷

毛目調整が多い。内面にケズリ痕を残すものは形態も異なる。

壺形土器 出土品には器形の全容が知られる資料が少なく、日縁部と底部の形態が部分的

に分かるにとどまる。日径が20cmを越える大型品、9～ 19cmの 中型品、9cm未満の小型品があ

る。大型品は器壁が厚いもの1666と 薄いもの1667が ある。薄いものは上方にやや大きく拡張
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する特徴 をもっている。中型品は日頸部がやや長 く大 きく広がるもの1671と 、日頸部が短 く

頸部が筒状であるもの1676、 短 く屈曲する頸部をもつ もの1684が ある。小型品は筒状の細い

頸部に短 く外反する日縁部をもつ もの1687がある。底部形態は大 きな平底になるもの1692が

多 く、上げ底の もの1696も みられる。施文は日縁部端面には大型品は格子 目文と凹線文、中

型品では凹線文を施す。頸部は中～大型品には刻 目凸帯、中～小型品には板状工具の木日に

よる押圧の「ノ」字状文列を施すものがみられる。なお、下層下部1684、 下層上部1561。 1562

は形態 。施文とも異なる様相 を呈 しているものである。外面調整は、胴部最大径以上はタテ

刷毛 目調整、以下はヘラ磨 きとなる。内面は、 日縁部はナデもしくはヘラ磨 きとなる。

鉢形土器 出土資料に恵まれず、日縁部が外反するもの1573(下層上部)と 直口口縁の も

の1720があることが分かるにとどまる。

腟
‐６６

1638

1676

C―
―

B

1576

帝
1573

1652

く霧警 奪刑

＼＼＼＼〔_卜さく`士と!4!とァ44:i2

第301図  中期後葉の上器 (S-1/8)

1720

謂 98

SRヽ 下層下部 :1638～ 1724

SR」 TI要■二部 :1573・ 呵576
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高士不形土器 不部は直口日縁のものが主体 となる。邪部は日径に対 し不部高が浅いもの1698

と深いもの1700がある。 日縁部が外方に突出するもの1576(下層上部)は出土量が極少であ

り、外来的要素が強いものである。脚部はあまり長 くな く、ゆるやかに外反する裾部1705と

なる。施文は、lTh部 外面に凹線文を施すことを基調 とし、「ノ」の字状の刺突文列を施すこと

が多い。脚部は全面を加飾 し、柱上部は細沈線文、柱部下半から裾部には矢羽根状の未貫通

透 しと凹線文を施す。外面調整は、邪部ではタテヘラ磨 き、脚部ではタテ刷毛 目調整やヘラ

磨 きであ り、内面調整は、写部はヘラ磨 き、脚部は未調整ないしナデで、いわゆるヘラケズ

リはない。ただ し、脚部内面ではナデ及び多少の掻 き取 りによる粒子の移動がみられるもの

が一部ある。

ジ ョッキ形上器 形態は直日口縁で平底、把手はタテ方向に付 くもの1722で ある。

台形状土製品 器壁が厚 く、広い平坦部をもつ ものである。平坦部の外縁は突出 してお り、

突出部は弱いもの1723と 著 しいもの1724が ある。

2)後期前葉の土器 (梅木編年 =後期 I)

SRl上層が主要な資料である。ほかにSRl北半部 P ll地 点とP14地点の古い様相をも

つのものがあげられる。

器種には、甕形土器、壼形土器、鉢形土器、高邦形土器、器台形土器、支脚形土器ほかがある。

甕形上器 口径が17～ 25cmで器高が30cm前 後になる中型品1351。 1352と 、日径が11～ 17cm

で器高が14～25cmの 小型品がある。小型品は器高20cmを こえるもの1365と 20cmに みたないも

の1379に 区分できる。大型品は日径が25cm前後～30cmに 満たないもの1336で あるが、器高は

知 りえない。器形は、「く」の字状もしくはそれに近いものが多く、胴部径は日径とほぼ同 じ

か凌ぐものとなる。底部は立ち上がりをもち、小さい上げ底となるものが大多数で、一部に

平底がみられる。施文は、口径が20cmを越えるものには頸部に刻目凸帯を施すことを基調 と

する。日縁端部には多くのものに沈線が2～3条施される。胴部への加飾は、一部のものに「ノ」

の字状の押圧文列がみられる。調整は、外面は刷毛目調整、内面はケズリ痕を残すものが多

くみられるほか刷毛目調整も使用される。

壺形上器 法量には日径が20cmを 越える大型品とそれ以下の中～小型品がある。大型品に

は短い頸部に大きくひらく日縁部をもつもの1391と 、筒状の日縁部に短 く外反する口縁部を

もつもの1394があり、後者の方が法量がやや小さい。大型品は、ほとんどのものが頸部に刻

目凸帯をもっている。中～小型品は、短い口縁部をもつもの1399と 、やや長い口頸部をもつ

もの1408・ 1413。 1418、 長頸のもの1423、 長頸で直日日縁をもつもの1427、 無頸のもの1428

に大別される。形態では、総 じて肩部が張る傾向にある。底部は丸みをもつ平底であり、や

や厚いものが多い。施文では、日縁端面に沈線をもつ ものが多数を占めている。その一方で、

長頸で直日日縁をもつものは日縁端部を拡張せず、全て無文であり注目されるものである。

- 348 -



弥 生 土 器

第302図 後期前葉の土器 (1)(S=1/8)

靱

- 349 -



頸部への加飾は、多条沈線 と「ノ」の字状の押圧文字列をもつ ものがみられる。調整は、

外面は刷毛 目調整 もみられるが、ヘラ磨 きが多用され、胴部外面全体をヘラ磨 きするもの も

ある。

鉢形土器  口縁部が外反するものと直口日縁の ものに大別される。各々に法量差がみられ

る。外反 口縁のものは口径が20cm以上 (最大31cm)の 大型品1446、 17～20cm未満の中型品、

10～17cm未満の小型品1458・ 1460が ある。直口日縁の ものには、17cmの 中型品1456と 6～ 1lcm

の小型品1474・ 1468が みられ、日径が20cmを越える大型品はない。鉢形土器には施文が少な

思
487 1485

:

―

―

‖ 474 ▽ 1鶴

隠 1翻

ヽ d

1501

第303図  後期前葉の上器 (2)(S=1/8)

SRl_L層 :1446～ 1508

SRl■と,雪 pll :1149。 1150
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く、日縁端面や 口縁外面に沈線を施す ものが少数あるにすぎない。調整は、甕形土器に くら

べ磨 きやナデ調整が多 くみられる。

高郭形土器 好部は直口口縁 と外反 口縁に大別され、直口口縁ではさらに内湾ない し内傾

するもの1487と 外傾するもの1485がある。このほか鋤先状 口縁を呈するもの1489が 出土 して

いる。脚部は著 しく長いものはな く、比較的短いもの1484・ 1493で ある。施文は、直口日縁

の ものは内湾・内傾する日縁には外面に沈線 を施 し、外傾する日縁の口縁端面にはイ尤線文が

みられるものがある。脚部の施文は、加飾するものが少な くなり、直線文と三角文、沈線文

による矢羽根文が施される。調整は、 lTh部 に刷毛 目調整が行われるものがみられる。

器台形土器 受部と器高より法量差が認め られる。口径が40cm前後の大型品1501、 日径が

20～ 30cm大で器高が20cm大 の中型品1150、 口径 と器高が20cm未年前の小型品1504に大別され る。

形態は、大型品では受部の日縁端部は垂下 し、中型品は上下にわずかに拡張するものである。

柱部から裾部は出土が 1例 しかないため判断 しがたいが、受部径 と裾部径は大差な く、その

ひろが りは似た形態になる。なお、小型品は支脚形土器の形態と法量に近いが、器壁が薄 く

調整が丁寧に施されるため識別は可能である。施文は中 。大型品の日縁端面及び脚端面に沈

線が、柱部に沈線 と円孔が施される。

この他支脚形土器・ コシキ形土器・台形状土器がみられる (1149・ 1508)。

3)後期末の土器 (梅木編年 =後期 Ⅲ )

SR2南 半部、 S B15。 17、 S Xl・ 2。 3、 SR2北 半部 PH地点が資料 としてある。ここ

では資料の多いSXlと SX2を 主に整理 し、補足資料 として S X3、 SR2北 半部 P ll地点

を取 り上げる。

甕形上器 法量には、日径13～ 22cm、 器高23～30cmの 中～大型品と、日径11～ 14cm、 器高

16～21cmの小型品がある。形態は、頸部が締 まり肩部の張 りが強いもの547、 頸部が締 まり胴

都中位が強 く張るもの552、 頸部の締まりが弱 く胴部の張 りも弱いものがある599(S X2下部 )。

底部は平底である。なお、頸部内面に稜をもつ ものが多い。調整は外面は刷毛 目調整が主体

で、叩き痕 を胴上半部にわずかに残す ものがある。なお、小型品には胴部外面下半にタタキ

痕がみられるものがある。内面はケズ リが多 く、刷毛 目やナデ調整 もなされる。 SX3や P

ll地点では内面は刷毛 目調整が多い。

壺形土器 複合日縁をもつ もの561、 長い日縁部をもち口縁端部が垂下するもの562。 筒状

の短い頸部に外反する日縁部がつ くもの614(S X2下部 )、 短い日頸部のもの619(S X2下 部 )、

糸田長頸の ものがある617(S X2下 吉b)。 S X3で は長い口縁吉るの ものがある1252・ 1246。 複合

口縁壺には口縁接合部が面になるものと、稜になるものがある。 S X3では複合口縁部が外傾

するもの1239が ある。施文は、複合 口縁壺 と広 日壷には口縁端面に櫛描文、頸部に刻 目凸帯

文が施 される。調整は外面は刷毛 目調整が主体で、複合日縁や広日壺ではヘラ磨 きをする も

の もある。
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鉢形土器 外反 口縁をもつもの621(S X2下 部)・ 1272(S X3)と 、直口口縁をもつ もの

627(S X2下部)に大別される。法量には、 日径が30cmを越える大型品と10～ 20cm大の中・

小型品がある。外反日縁の ものは日縁部が著 しく長 く、大 きくひらくものがある。底部形態

は、突出するボタン状の底部、平底、凹レンズ状に小さく凹む ものがある。調整は刷毛 目調

整 を主体 とするが、ヘラ磨 きを丁寧に施 した ものがある。

高士不形土器  S Xl・ 2で は良好な資料がないため S X3を 用いる。 lTh部 は大 きく外反する日

縁部をもつ1317。 脚部は、円錐状の柱部に、垂平に近 くひろがる裾部をもつ ものである1319。

S X3で は柱 と裾部の境が明瞭なもの1323がみられる。 17x底部には充填技法がみられるものが

ある。施文では柱部に円孔が一段ない し二段施 される。

器台形上器  S Xl。 2で は器台形土器が1点 出土 していおり、 P ll地点では大型品の受部片

941と 裾部片942が出土 している。受部端部は垂下 し、加飾が著 しい。調整はヘラ磨 きがされ、

施文には多段の円孔 と多条の沈線文が施 される。

支脚 形上器 受部形態には受部が「U」 字状に傾斜するもの637(S X2下 部)と 角状の突

起 をもつ もの638(S X2下 部)がある。前者では、通常傾斜は1方 向であるが、傾斜部を2方

向にもつ もの636(S X2下 部)が 1点 出上 している。

この他 焼成前穿孔をもつコシキ形土器がある。

似)分 析

ここでは、 1)器 種構成 とその比率、 2)形 態的特徴について記述する。

1)器種 と構成比率

各時期の上器様相 を把握するために、器種 と構成比について整理を行う。

中期後葉  SRl南 半部下層下部 と同上部の資料を使用する。器種には甕形土器、こ形土

器、鉢形土器、高邪形土器がある。なお、出土品中には器台形土器 と支脚形土器がみられな

い。下層下部 と下層上部では甕形土器 (下層下部・下層上部 =32%。 36%)、 鉢形土器 (2%・

1%)、 ジョッキ形土器 (1%・ 1%)は出土量に大差がない。高邪形土器 (22%。 30%)と 壷

形土器 (34%。 22%)は、出土量に弱千の違いがみられる。

後期前葉  S Rl上層、 S Rl上層 P ll地 点、 SR2北 半部 P14地点を使用とする。この う

ち最 も出土量の多いS Rl上層には、器種に甕形土器 (39%)、 壷形土器 (27%)、 鉢形土器 (15%)、

高邪形土器 (12%)があり、さらに中期後葉にはなかった器台形土器 (3%)と 支脚形土器 (2%)

が少量ある。一方でジョッキ形土器の出上がみ られない。

後期末  S X3、 S R2南半部、 S Xl・ S X2・ S X5、 S R2北半部 PH地点、 S R2北半部、

S B9、 S B17を 使用する。器種には甕形土器 (41%)、 壺形土器 (27%)、 鉢形土器 (13%)、

高郭形土器 (6%)、 器台形土器 (1%)、 支脚形土器 (7%)がみられる。 SR2南半部よリジョッ

キ形土器 (把手のみ)が 1点出土 しているが、砂層には中期後葉～後期前葉の遺物 も合まれ

ることより後期末に属するものではないと考えている。

- 353 -



察考

さて、器種構成比は、遺構により差が認められる。この作について弱干触れておく。主要

な器種である甕形土器と壺形土器をみると、 S X3・ S R2南半部 。S R2北半部 。S B17で は

甕形土器は34～42%、 壷形土器は23～32%で あり、 S Xl・ S X2。 S R2北半部 P ll地 点では

甕形土器は51～ 56%、 壺形土器は15～ 18%と なる。後者では甕形土器の比率は半数に近い値

を示 し、 S X3な どとは著しく異なるものである。これは、遺物群の性格によるものと考えら

れる。 S Xl、 S X2、 S R2北半部PH地点は極狭い範囲で、完形品が多数出土しており、瞬

時的な一括廃棄の様相が認められる。一方 S X3と S R2は群集 して出土するが、完形品が S

Xl・ 2な どに比べ極めて少量である。 S X3ほかは時間がある程度経過 したなかで投棄され、

堆積 した土器群 と考えられる。よって、構成比に違いが生じたものと思われる。当時の日常

生活での一般的な器種構成比率については他の遺跡資料も合め検証さすべきものと考えてい

る。

2)形態的特徴

つづいて、中期後葉から後期前葉の形態、施文、調整の変化 と、後期末の形態について特

徴を述べる。

中期後葉～後期前葉 中期後葉から後期前葉の甕形土器では、大型品は頸部に刻目凸帯と

口縁端部に沈線文を施 しており、大きな変化はみない。中・小型品は後期前葉になるにした

がい逆「 L」 字状から「く」の字状口縁になるもので占められる。また、中期後葉にあった

日縁部 と底部の形態的様相の相関関係はくずれ、平底は多くが くびれるものへと移行 し、出

土量 も少 くなり、大半のものが直立ないしわずかにくびれる上げ底のものとなる。施文では、

胴部にみられる「ノ」の字状押圧 (刺突文)文列は日縁部に近い位置に移行 し、調整では内

面にケズリ痕を残すものが多くなるという変化過程がみとめられる。

壷形土器は、中期後葉に系譜が求められるものは頸部下端と胴部の境がやや明瞭になり、

直立する頸部へと徐々に変イとする。一方、短い口縁部のものは出土量が増 し、著しく長い日

頸部で直口口縁のものが出現する。底部形態は中期後葉の広 く薄い底部から、やや縮小され

厚 くまるみをもつ底部へと変化する。施文では、日縁部端部がやや狭 くなり、凹線文も丸み

が欠け、溝幅が狭いのものとなる。また中期には稀にしかみられなかった頸部へのイ先線文は、

施されるものが増加 し定着する。

鉢形土器は、直口口縁のものが急増 し、外反日縁のものでは頸部内面が丸みをもつ形態に

なることがあげられる。調整は、後期前葉ではケズリ痕をもつものがみられてくる。

高j7x形土器は、中期後葉では不部は内傾～内湾 し、脚部は柱上部に細沈線、柱～裾部に矢

羽根状透 し (未貫通)、 裾部は凹線文といった画―化された形態や施文をもっているが、後期

前葉では郭部は直立～外傾するものが出現 し、脚部の施文は矢羽根状透 しが沈線として描か

れるものへと移行し、形態と施文が多用化する。

器台形土器は、中期後葉では極稀なものであるが、後期前葉では出土量が増加し、定着 し
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た器種 となる。形態は今後の資料増加を待ち検討を行 う可きものである。

その他の土製品 台形状土製品と分銅形土製品は少数であるが、後期前葉には存在 してい

るもの と考えられる。

後期末 甕形土器は、 口径は大型品で も30cmを 越えるものはな く、25cm大 を最大 とする。

底部は平底で小さいものであり、叩き痕が胴上半部にみられるものがわずかにあり、小型品

では底部にも叩き痕がみられるものがある。重形土器は、日頸部の境が明瞭でな く、一体化

するいわゆる直口日縁の ものが多 くみられる。 また、広 日のものでは日縁端部が垂下するも

のがあり特徴的な形態 といえる。鉢形土器は、 日縁部が長 く大 きく開 くものが後期後葉か ら

みられるものであり、この時期のものは口縁部が最 も長 く、薄 くなる形態をもち、出土量 も

多 くなる。高郭形土器は不部は外反 日縁で、脚部は円孔をもつ ものである。後期後葉には不

口縁部に著 しく長いものがあるが、この時期には著 しく長いものは少な くなるようである。

器台形土器は、大型品があるが、小型品が存在するのかは判断できなかった。支脚形土器は、

角状の受部をもつ ものが一般的となっている。 コシキ形土器は、焼成前穿孔で、直日口縁 と

なるものが確実にみとめられる。

(3)小  結

これまでに、中期後葉、後期前葉、後期末の土器を整理し、弱千の分析を行った。

器種では、甕形土器、主形土器、鉢形土器、高lTh形 土器は各時期にあるが、器台形土器 と

支脚形土器は中期後葉には出土がなく、後期になり少量 (5～9%)が出現することが分かる。

主要器種 (中 ～後期に一貫 してみられる器種)では、各時期を通 じ変化の少ないものは甕

形土器 (34～41%)と 壷形土器 (27～29%)で ある。変化が生 じるものは高17h形 土器と鉢形

土器である。高不形土器は、中期後葉には全体の4分の1を 占めていたものが後期になり、さ

らに後期末になるに従い10分の1以下となり減少 していく。一方、鉢形土器は中期後葉には10

分の11こ i商たなかったものが、後期には8分の1強 となり増加していくのである。主要な器種以

外の状況をみると、ジョッキ形土器はS Rl下層下部の1例 は課題を残すが、中期後葉には極

少量あり、後期には基本的に器種構成のなかにはないものと思われる。ところが後期にな り

一般化する器台形土器と支脚形土器は、後期末になるに従い増加傾向を示すのである。この

ほか、コシキ形土器は後期末には確実に存在するが、後期前葉に定着したかは今後の資料に

より確認 しなければならない。

これ等より、中期後棄から後期末の期間、甕形土器と壺形土器は、器種構成のなかでは約

3分2以上を占めており、構成比率の変化が少ない安定した器種であり、高郷形土器と鉢形土

器は構成比率が変化するが、継続して存在する器種 といえる。一方、器台形土器、支脚形土

器、ジョッキ形土器は、構成比率が低 く、存在期間も限定されることより、時期決定のひと

つのメルクマール的な器種になるものである。
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形態では、甕形土器は逆「 L」 宇状日縁から「く」の字状日縁へ、底部は上げ底から丸み

のある平底へと変化する。大型品の回径が時期の経過とともに縮小化 (23cm～ 25cmが一つの

目安か)し、日径だけでは法量差はもとめられず、法量差は器高値に顕者に現れる。

壷形土器は、複合日縁壺はS Rlの 上層には出土がなく、複合口縁壷の出現期を考えるひと

つの資料であろう。中期後葉と後期前葉の形態差は、顎部から肩部への形態 (部位境 と張 り)

と底部にみられる。前者は先に述べたごとくであるが、後者は底部の厚み (薄いものから厚

いものへ)と 外縁の稜 (鋭い稜をもつものから丸みのあるものへ)に現れるようである。

高邪形土器は、これまで中期後葉から後期前葉の変化が明らかでなかったが、今回の資料

でその一部が知られるようになった。中期のlTh部 口縁は内傾～内湾 しているもので占められ

るが、後期前葉のものには直立～外傾するものがあることで違いがみとめられる。また、小

型品においては一部に内湾～直立するものが残っているようであるが、施文において違いが

認められ (中期後葉は丸みのある洗線でいわゅる凹線文、後期前葉は線の細い沈線文)中期

後葉との識別は可能である。このように高JTh形土器は中期後葉から後期前葉の期間にゆるや

かに形態変化をとげたものと考えられるのである。

本節のおわりに調整について弱千触れてお く。瀬戸内地方では、特に中～東部地方ではヘ

ラケズリの有無とその範囲が中期と後期を区分するひとつのメルクマールになっている。今

回の資料をみるかぎり、当遺跡の中ではケズリ技法における使用の時間的変化は明確でない

といえる。なお、後期の甕形土器には内面にケズ リ痕を看取するものはあるが、全ての もの

にみられるものでもない。後期末では遺構によっては刷毛目やナデ調整を看取するものばか

りで占められる場合もある。よって、当平野ではケズリ技法の使用比率に着目すれば時間差

ないしは地域差が求められる可能性がある。

3.搬入品

今回の調査地からは、外来的要素を持つ土器が多数出土 している。これ等の上器には、形

態と胎上が在地とは異なるもの、胎土は変わりないが形態が異なるもの、施文や調整が異な

るものなどがあり様々である。ここでは、形態 。胎土・調整・施文・色調 。焼成において全

て、もしくは多数の要素について在地とは異なる、いわゅる直搬品 (搬入品)について整理

を行うことにする。

(1)資 料

1)中期後葉 (中期Ⅲ)

SRl南半部下層下部出土品 高邪形土器1718は 長脚で、脚端部が跳ねあがり、内面にケ

ズリ痕をもつことより吉備地方のものである。高lTh形土器1719は脚端部の形状と器壁が厚い
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ことより讃岐地方の ものである。 ミニチュア品1726は底部の くびれ部に沈線 をもってお り、

喬岐地方の ものとしたい。土製品1727は 胴部片の転用品で、胎土に角閃石が多 く、色調は灰

褐色であり吉備地方の中期後半の甕形土器 (胴部下半)の特徴をもっている。壺形土器1668

は胎土が密で、色調は黒暗灰色であり、在地の ものとは異なるが類例 を求めることができな

かった。

S Rl南半部下層上部 壷形土器1562は 口縁端部は拡張され、櫛描文を施 している。色調は

灰褐色であり安芸～備後地方の ものである。高不ないし脚台付の鉢形土器 と思われる1578は

胎上に混和剤が少な く、色調は灰色をおびる褐色である。胎土は讃岐地方に類例があり、同

地方の ものか。

SRベル ト出土品 注 目土器 と思われる1832は、出土状況が明確でないが形態 より当期に

伴うものと思われる。山陽地方 と考えられるが、断定 しがたい。

2)後期前葉 (後期 I)

S Rl上層出土品 壺形土器1442は 胎上に長石が多く、色調は暗褐色を呈 してお り讃岐地方

の ものである。1444は 肩部に「M」 字状の小さい凸帯をもつ。胎土に金ウンモが多い。出自

は特定できなかった。1445は 色調が乳責色を帯びた茶色をしてお り、豊前～豊後地方のもの

と考える。ただし、後述する S X3出上の1269と 同一体になる可能性 もあり、時期比定に問題

がある。鉢形土器1451は長い口縁部に、外面に凹線文をもつ。東～中部瀬戸内地方かと考え

るが、断定できない。高杯形土器1498は 長脚で、外面に赤色顔料が付着 してお り九州地方の

ものである。高邪形土器1500は 脚端部が上方に拡張されているものであり、近畿地方に類例

がある。

S Rl③区下層出土品 甕形土器1760は 内面の肩部以下がヘラケズリで、胎土・色調は安芸

地方のものに近い。

S Rl上層P ll地点出土品 壺形土器1138は貝殻施文より安芸～備後地方、壺形土器1140は

山形文と円形浮文をもっており東九州地方のものである。

S Rl②区下層出土品 (古相) 甕形土器1750は貝殻の刺突文列と内面のケズリより安芸地

方のものである。

S Rl⑥区出土品 P19地点出上のこ形土器1182は貝殻施文より安芸～備後地方のものであ

る。 P20出 上の主形土器1183は 角閃石を胎土にもっており、形態とあわせ讃岐地方のもので

ある。

3)後期末 (後期Ⅲ)

S X3出土品 壷形土器1268。 1269は胴部に凸帯をもっており、九)H地方のものである。た

だし、1269は 先述のごとく時期比定に課題を残す。鉢形土器1312はベンガラ塗彩されたもの

で、備前・備中地方の形態に類似する。高不形土器1322は器壁が著 しく薄 く、細 く長い柱部

をもつものである。出自は判断できない。壺形土器1264は 日縁部が厚 く、日縁内面に段、日
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縁端面に沈線文をもつ。形態は九州地方のものに近いが、施文は在地 と変わ りない。ただ し、

小片にて本時期に伴うものかは検討を要するものである。

S X5出土品 高邦ないし三形土器1091は色調は自っtFく 、細かい刷毛がみ られる。出自は

断定で きない。

S R2②区出土品 壷形土器905は 日縁部が直立 し、複合部下端にナデ凹みをもつ。また長

い頸部には長めの刻目文列があ り、備後地方に類例がある。

S R2南半部出土品 高JTX形土器873は 、郭底部外面にケズ リ痕 をもってお り備後地方に類

例がある。

4)後期 (後期 Iな いしIIIに比定される資料。特定できないものである。)

S R2・ 3B区出土品 壷形土器698は 細長頸壷の胴部でベンガラが塗彩され る。出自不明。

S R2・ 3C区出土品 壺形土器711は 胴上半部に刻日の「M」 字状凸帯をもつ。出自不明。

壺形土器712は頸部に櫛描波状文を施 し、色調は暗灰色をしており讃岐地方の大型壷に類似す

る。

SRベル ト出土品 大型壺1627は 胴部に凸帯を施 してお り、九州地方のもの と考える。鉢

形土器1816は 日縁部が上方に拡張 され、内面に著 しいケズリ痕を残 している。備後地方のも

のである。

SR(埋 ±2)出土品 壺形土器1112・ 1113は貝殻腹縁による多段の羽状文を施 してお り安

芸地方の ものである。

S Rl最下層 B出土品 壷形土器1800は頸部に刻目を施 した多条の沈線文をもってお り、讃

岐地方に類例がある。壷形土器1801は 浮文と櫛描沈線文を施すもので、色調は白っぽ く山陰

地方の ものに近い。鉢形土器1799は 日縁外面に沈線文をもつ。胎土・色調が在地 と異なる。

出自不明。

S Rl⑤区下層出土品 (古相) 壷形土器1773は 凸帯と小さい浮文を多数もつ。胎土に角閃

石をもつ。出自不明。主形土器1774は 胴部に多条凸帯をもつことより、九州地方のものであ

る。

S Rl⑥区下層出土品 壺ないし器台形土器1794はベンガラ塗彩があり、九州地方のもので

ある。

S R2P30地点出土品 壺形土器897は 肩部が強 く張る胴部に、刻目凸帯をもつ。色調は茶

褐色で、出自は判断できず。

S Rl南半部下層下部出土品 高lTh形 土器と思われる1740は 本来砂層中の遺物 とみられるも

ので、形態・施文など在地には全 くないものである。出自は判断できず。

第 V層 出土品 壷形土器397・ 398は 日縁部外面に凹線文をもつもので、中～東部瀬戸内地

方のものか。

表採 。トレンチ出土品 鉢形土器2037は 肩部に強い屈折部分をもち、羽状文を施 している。
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備後地方の ものである。器台形土器2040は 赤色顔料が付着 している。九州地方の ものである。

修)分 析

はじめに搬入品の概要をみる。中期後葉には安芸・吉備・讃岐から壷形土器・高lTh形土器・

(甕)形土器が搬入される。後期前葉には先の地域に加えて九州 と畿内からも搬入品があり、

器種では壺形土器・高lTh形土器に加え甕形土器と鉢形土器がみられる。後期末では備後と九

州が主となり、安芸や讃岐は稀薄となる。器種では主形土器・高不形土器・鉢形土器がひき

つづ きみられ、甕はみられなくなるのである。以下、時期・器種 。地域について個別の分析

を行う。

まず搬入品の時期をみる。今回の調査により得られた弥生時代資料は中期後葉、後期前葉、

後期末であり、各時期とも搬入品が出土している。出土量では、中期後葉が8点、後期前葉が

12点、後期末が8点、後期に比定されるもの (時期特定をしていないもの)21点 であり、後期

に搬入品が多いことが分かる。

搬入品の器種は、甕形土器3点、壺形土器26点、高lTh形土器ないし高lTh形土器と思われるも

の8点、鉢形土器6点、器台形土器ないし器台形土器と思われるもの2点、注目土器1点、ミニ

チュア1点である。重形土器は26点で搬入品の半数を占め、著 しく多いのである。出土量の少

ない甕形土器・高邪形土器・鉢形土器・器台形土器はともに10点 に満たない量であり大差は

ないといえる。よって、搬入品における壺形土器の優位性が指摘されるところである。

次に地域を考えることにする。安芸・備後・讃岐からの搬入品は多く、九州や畿内からの

ものは少ない。このうち、安芸や備後地域いわゆる芸予諸島の周辺地からは、全ての時期に

渡 り土器が搬入されており、特に後期になってからの搬入品が多い。これに対 し、伊予の東

側である備中・備前・讃岐地域からは、中期後葉から後期前葉が主要な搬入時期であり、出

土量 も中期後葉から後期前葉では芸予諸島をしのいでいるのである。

このほかの地域では、九州からの搬入品は後期を向かえ出土するようになる。器種には壺

形土器・高不形土器・器台形土器があり、このうち高JTh形 土器と器台形土器は全てが赤色塗

彩されたものであり興味深い。畿内からのものは高lTh形土器1点 にとどまり、最 も搬入量が少

ない地域である。

以上、搬入品を分析 したが、本項の最後に若千のまとめをおこないたい。

時期と地域 との間には明確ではないが、傾向性がみとめられる。中期後葉では中部瀬戸内

地方が搬入品の主体 となるが、後期では九州を合めた西部瀬戸内地方が主体となり、搬入品

の主体が移行 している状況にある。同様に、器種にも変化がみられる。中期では搬入品は高

17h形 土器 。壺形土器で占められるのに対し、後期では甕形土器や鉢形土器が少数ながら一定

量存在するのである。そして時期と器種の関係を端的に現 しているのは九州からの搬入品で

ある。搬入時期は後期からであり、搬入品の器種は壺形土器・高郭形土器・器台形土器に限

られるのである。
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次に課題 も提起 された。伊子が含まれる中～西部瀬戸内地域か らの搬入品の存在は容易に

推察されるが、1点 ではあるが中国山地や畿内の ものが出土 していることは注目される。搬入

経路が課題 となるものである。二つめには九州からの搬入品には一つの特徴がみられること

である。九州か ら搬入された高 17・ 形土器・器台形土器は全てがベ ンガラ塗彩であり、搬入品

個々の性格についても検討 しなければならないと考えている。

4.赤色顔料

(1)資 料

今回の調査では、赤色顔料が付着する土器30点 と石器 (石杵)1点が出土 している。

資料は S Rlの GH区間での出土が多く、時期は弥生後期前葉ないし後期末に比定されるも

のが多数を占める。このうち、時期比定が確実におこなわれ、出土量が豊富な資料 としては

S Rl上層 とS X3があげられる。

後期 I S Rl上層からは、赤色顔料が付着する土器は壷形土器1点、高不形土器1点、器台

形土器2点 の計4点がある。付着部位は4点 いずれ も外面で、原料はベンガラである。

このほか、中期Ⅲ～後期 Iに 比定される資料には壺形土器2点、高lTh形 土器1点、器台形土

器1点の計4点がある。壷形土器・高郭形土器・器台形土器いづれ も外面 (器台は受部上面に

も)にベンガラが付着する。

後期 Ⅲ S X3か らは、赤色顔料が付着する土器は11点 あり、器種は全て鉢形土器である。

付着部位は全てのものの内面にみられ、さらに外面にも付着するものが3点 ある。原料は10点

が朱、1点がベ ンガラである。なお朱の ものでは外面にススが付着するものがある。
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第306図 赤色顔料付着遺物 (S=1/8)
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このほか後期に比定される資料には、甕形土器2点、鉢形土器5点、こ形土器2点、器台形土

器2点 の計11点がある。甕形土器と鉢形土器は内面に朱、こ形土器 と器台形土器は外面及び内

面にベンガラが付着 している。

修)分 析

器種 と形態 時期が確実に比定される資料をみると、赤色顔料は中期後葉から後期前葉で

は壺形土器・高lTh形土器・器台形土器に、後期末では鉢形土器 。甕形土器・童形土器・器台

形土器に付着 している。中期後葉から後期前葉と後期末では、赤色顔料が付着する器種に違

いがみられ、特に鉢形土器は中期後葉から後期前葉には出土がな く、後期末には多量に出土

するのである。さらに、鉢形土器は他の器種 と比べてもその出土量は著 しく多いのである。

次に形態をみる。こ形土器・高年形土器は在地の形態とは異なり、鉢形土器は1例 を除き在

地品と大差ないものである。形態においては鉢形土器と壺形土器・高邪形土器とはその様相

に違いをみせているのである。なお、器台形土器は在地形態が未だ確定されておらず、本件

については論を加えないものとする。

付着部位 と原料 顔料が付着している部位は、三形土器 。高不形土器・器台形土器は外面、

鉢形土器・甕形土器は内面であり、さらに鉢の一部のものには内・外面に顔料がみられる。

赤色顔料の原料では、壼形土器・高JTh形 土器・器台形土器の外面付着資料は全てベンガラで

あり、鉢形土器・甕形土器では1例 を除き、内外面付着資料は全て朱である。なお、ベンガラ

が検出された鉢形土器1例 は、在地形態と異なることを記述 しておく。

以上のことから、赤色顔料が付着する土器について考えるならば、主形土器・高邪形土器・

器台形土器は外面にベンガラが、鉢形土器・甕形土器では内面及び外面に朱が検出 (1例 を除

き)さ れる結果 となり、器種 と部位、原料の間に一定の関係が認められる。また、ベンガラ

が検出された壺形土器・高邪形土器・鉢形土器は形態が在地土器と異なるものであり、般入

もしくは外来的要素が強い、いわゆる外来系土器で占められるのである。このことは、松山

平野における赤色顔料の使用形態を考える上で一つの資料となるものであり、注目されるも

のである。

さて、内面に朱が検出される鉢形土器は、朱の精製と関係するとの↓旨摘がある。本資料は、

内面朱付着土器には中期に比定されるものはなく、その出現は後期以降であり、さらに多量

に出土するのは後期末である。これは、 S B17か ら出土した朱付着の石杵とも時期が一致 し

ており、内面朱付着土器の用途を考える上で興味1条 い状況にある。なお、内面朱付着土器の

平野での出現期については、今後の資料により定めなければならないと考えている。

- 363 -


